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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















イラスト：猫猫 猫、ヤトアキラ、渋沢佳奈、蒼月、安達洋介、


石田ヒロユキ、いろは楓、佐々木あかね、四季童子
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まえがき――あるいはご挨あい拶さつ






　はじめましての方は、はじめまして。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』シリーズをお読みの方はお久ひさしぶり。

　ライターの藤井忍ふじい・しのぶです。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』（以下、『ＡＲ２Ｅ』）というテーブルトークＲＰＧを使った『アリアンロッド・サガ』というリプレイシリーズの一作品です。

　ここで最初に用語の簡かん単たんな説明をさせていただきます。




　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで行なう遊びです。

　プレイヤーは各自ひとりのキャラクター（以下、ＰＣ）を担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒ぼう険けんへと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？




　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読みものとして書き起こしたものです。

　本書で使用しているのは『ＡＲ２Ｅ』という、剣けんと魔ま法ほうの世界を舞ぶ台たいにした、ファンタジーと呼ばれるジャンルのゲームです。

　この本で舞台になっている〝アルディオン大陸〟では、現げん在ざい大陸全土に及およぶ戦せん乱らんが巻まき起おこっています。その中で、様々な事じ情じようにより翻ほん弄ろうされた結果、世界の支し配はい者しやとなった勢せい力りよくに属するもの。そして、その支配に抗う者。その双方がこのリプレイの主人公たちです。




　また前ぜん述じゆつのとおり、本書『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』（以下、『デスマーチ』）は、『アリアンロッド・サガ』というシリーズのひとつです。ただし、通つう常じようの『デスマーチ』シリーズと異ことなる仕し掛かけがあります。それは藤井が担当する『ゲッタウェイ』シリーズとコラボレーション、ということで、ＰＣをふたりずつ混こん成せいさせてセッションをしているのです。

　コラボは『デスマーチ』七巻かんから始まっています。まだお読みでない方は、そちらを先に読み終えてから本書を読むことをお薦すすめします。




　少々説明が長くなりましたが、要するに本書は楽しくゲームを遊んだ様子をつづった読み物です。難むずかしいことはさておき、先を読み進めてください。

　愉ゆ快かいな仲間たちによる冒険が、あなたを待っています。











早わかり『アリアンロッド・サガ』






●『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』の戦い

　帝てい紀き八一四年に起こった、いわゆる〝大崩壊グレート・ディストラクション〟はアルディオン大陸の運命を変えた。

　それまでほぼ大陸を統とう一いつしかけていたフェリタニアの統一帝アルドワルダピアニィが行方ゆくえ不明となり、各地で武ぶ装そう勢力が勃ぼつ興こうし果ての見えない争いが始まったのだ。

　崩壊しかけていたフェリタニアは、ラングエンド、レイウォールアライアンス、神しん聖せいアンリ帝てい国こくなどによる包ほう囲い攻こう撃げきを受けるが、ギルド〝エンジェルファイヤー〟のリーダーでありフェリタニア軍の総そう司し令れい官かんとなったアキナ・ブルックスはこれを撃げき退たいし、フェリタニア体たい制せいをかろうじて維い持じすることに成功した。

　一方、かつてのメルトランド辺へん境きように位置していたビルベリの町に流れ着いたギルド〝ゲッタウェイ〟の一行は、ギルドのリーダーであるヒルダが領りよう主しゆを監かん禁きんし暴ぼう虐ぎやくを振ふるっていた人物を捕とらえ、領主に請こわれる形でビルベリに住むことになった。

　エンジェルファイヤーとゲッタウェイ。どちらも大陸の平和を願い、争いを望まないふたつの勢力は、運命に翻弄される形で対決をすることになる。




▼キーワード

大崩壊：帝紀八一四年。フェリタニア合がつ衆しゆう国こく大だい統とう領りようピアニィの統一帝戴たい冠かん式しきのさいに起こった大だい爆ばく発はつ。集まっていたＶＩＰの一部は行方不明になり、七王国の象しよう徴ちようである王おう威いの竜りゆう輝き石せきも大半が所しよ在ざいがわからなくなった。さらにアルディオン大陸にはいないはずの妖よう魔まが発生し、大陸全土が混こん乱らんに包まれた。

ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア：フェリタニア建国からわずか三年で大陸をほぼ統一した少女。だが、統一帝の戴冠式以後行方不明となる。

エンジェルファイヤー：フェリタニア合衆国所しよ属ぞくのギルド。リーダーはアキナ・ブルックス。ピアニィの覇は業ぎようの陰かげで様々な事じ件けんを解かい決けつしてきたが、ピアニィが行方不明になったことで、一気に国こく防ぼうの矢や面おもてに立つことになった。

アキナ・ブルックス：ギルド〝エンジェルファイヤー〟のリーダー。ピアニィの第一の騎き士しアル・イーズデイルの義ぎ妹まい。

ゲッタウェイ：レイウォールにあった研究施し設せつ〝世界平和研究所〟で巡めぐり会あった四人で結成したギルド。リーダーはヒルダ。

ヒルデガルド・ゴーダ：通つう称しようヒルダ。グラスウェルズの王国軍ぐん師しだったオスウィン・ゴーダの養女。逃とう亡ぼうの果てに流れ着いたビルベリで暴虐を振るっていた人物を倒たおした結果、町の住人に請われて逗とう留りゆう。最終的に領主となった。




●ビルベリ包囲戦

　帝紀八一五年六月。

　それまで辺境の田舎いなか町まちであったビルベリがにわかにホットゾーンと化した。

　原げん因いんは三つ。ひとつは行方不明となったピアニィに似にた少女がいたこと。ふたつ目はメルトランドの伝説の聖せい樹じゆ〝偉い大だいなるヒース〟の芽を宿した少女がいたこと。三つ目は大崩壊で行方不明となっていたグラスウェルズ王国の象徴である〝白い王威の竜輝石〟がゲッタウェイのリーダーヒルダの手にあったことだ。

　どれひとつ取っても国こく際さい情じよう勢せいを揺ゆるがす重大案あん件けんである。ことにグラスウェルズは王国の象徴である王威の竜輝石を取とり戻もどすために積極的に動き、ビルベリへと軍を差し向けた。

　一方、フェリタニアも対たい抗こうして派は兵へいし、両者はビルベリを挟はさんでにらみ合うこととなった。

　大崩壊以後最大の軍事大国となったグラスウェルズと、大陸の秩ちつ序じよを維持してきたフェリタニアの軍ぐん勢ぜいが戦えば、大陸全体を巻まき込こんだ大戦争になる……。

　その危き機きは意外な方法で逃のがれることができた。

　ビルベリの地下にある古代遺い跡せきが起動し、移い動どうを開始したのである。包囲していた二大国の軍勢を跳とび越こえ、ビルベリは爆ばく走そうを開始したのだった。




▼キーワード

グラスウェルズ：かつてレイウォール王国と大陸の覇は権けんを争あらそった大国。通称白はく竜りゆう王おう国こく。大崩壊以後、国内の一部で反はん乱らんが起きたものの体制の維持には成功し、現在単たん独どくの勢力としては最有力となっている。国王はまだ十五歳のフィリップ・グラスウェルズ。

白い王威の竜輝石：白竜アインを信しん仰こうするグラスウェルズの象徴色、白色の王威の竜輝石。代々グラスウェルズ王国に伝えられてきたが、大崩壊以後在あり処かが不明となっていた。現在はビルベリの領主ヒルデガルド・ゴーダが所持していることが知られている。

偉大なるヒース：メルトランド王国で信仰されてきた聖樹の呼よび名な。帝紀八一二年のグラスウェルズによるメルトランド侵しん攻こうのさいに枯かれたとされる。最近その芽を宿した少女が発見され、偉大なるヒースを信仰する者たちにとって重要な問題となっている。

チコ・Ｈ・ワトソニー：偉大なるヒースの芽を宿した少女。具体的に頭から芽が生えている。普ふ段だんはへりくだっているが、きつい言葉をたびたび吐はくことから〝毒三下〟という通称で呼ばれている。ギルド〝ゲッタウェイ〟のメンバーのひとり。

リージュ・フェア・リース：ギルド〝ゲッタウェイ〟のメンバーのひとり。ピアニィによく似た少女。実はピアニィを元に作られた複ふく製せい体である。

ギデオン・ガバドン：ギルド〝ゲッタウェイ〟のメンバーのひとり。うだつが上がらない四よ十そ路じ男だったが、ビルベリの住人に愛され覚かく醒せいした？




●バウエス公領と東方から来た少女

　大崩壊以降、レイウォールの北方に割かつ拠きよするバウエス公領。賢けん明めいな君主リディル・バウエスのもと大陸の騒そう乱らんから距離を置き、平へい穏おんな統治を続けているように見える。

　帝紀八一五年四月、国際平和会議終了後。そんなバウエス公領にひとりの旅人が現あらわれる。

　はるか東の大陸、エリンディルよりやって来た赤き衣を纏まとった美少女は、この国にエリンディル大陸の様々な情報をもたらした。

　その後、急速にバウエス公領は海軍力を増強していく。

　それはこの少女から得た東方の情報に基もとづいたリディルの決断のようだ。

　東方の大陸情勢を耳にしたリディルが、国内の戦乱ばかりでなく、大陸外の国家からの脅威に備えるべきだと考えたというのが、もっぱらの噂だ。




▼キーワード

リディル・バウエス：バウエス公領を治める少女。現在、レイウォール王おう位い継けい承しよう権けんの最上位に位置する。グラスウェルズ王フィリップとの縁談が持ち上がっている。

グレイ・ウォーデン：リディルの側近で、彼女の軍師を務める老エルダナーン。その奇き矯きような言動から〝メタ軍師〟のふたつ名を持つ。

エリンディル大陸：アルディオン大陸の東に存在する、異なる文化を持つ大陸。




●ピアニィの帰き還かん

　帝紀八一五年八月。突とつ如じよアルディオン大陸を正体不明の魔ま獣じゆうが襲おそった。

　当初ノルウィッチ近きん郊こうに降おり立たった魔獣は九体の「子」を産み、子はアルディオンの各地へと散っていった。

　エンジェルファイヤーをはじめとして、各地で迎げい撃げきに出た者たちの攻撃は魔獣に通用しなかった。このままではノルウィッチに甚じん大だいな被ひ害がいが及ぶ。

　誰だれもがそう思ったとき、突如として現われたのが行方不明だったピアニィ一行だった。

　ピアニィ一行は二分で魔獣を倒すと、アキナに自らの退たい位いを告げ、去って行った。

　この事件はその結末から〝ピアニィ三分間の帰還〟と呼ばれる。

　そしてこの事件が切きっ掛かけとなり、新しい事件が起こるのだが……この時点でそれを知るものはいなかった。




▼キーワード

魔獣：異い世せ界かいより飛来した怪かい物ぶつ。通常の攻撃は魔法も含ふくめて効こう果かがなく苦戦を強しいられた。突如帰還したピアニィ一行がこれを倒した。

ピアニィの退位：帰還したピアニィがアキナに託たくした伝言。だが、この出来事が切っ掛けとなり次の大きな事件へとつながっていくのだった。
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◆Preplay 01◆ドキドキのバトンタッチ




「……と、いうわけでとりあえず目的はなんとか果たせました」

「はにゃあ。お疲つかれ様さまです」

「若じやつ干かん予定外の要よう素そもありましたが……」

「……まあ、『ゲッタウェイ』の四巻で吸きゆう収しゆうできる範はん囲いだと思います」




　その日、東京秋あき葉は原ばらにあるＴＲＰＧ制せい作さく会社Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室では、ふたりの男女が会話をしていました。

　そのふたりとは……。




藤井忍

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』（以下、『ゲッタウェイ』）シリーズの著ちよ者しや、私わたしこと藤井忍です。

藤井忍公式サイト　http://sin05.gonna.jp/




田中信二たなか・しんじ

　通つう称しよう〝かわたな〟さん。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』（以下、『デスマーチ』）シリーズの著者です。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以下、『無印』）シリーズの製せい作さく進行役でもあります。




　なぜ『ゲッタウェイ』の著者である藤井がこうして原げん稿こうを書かせていただいているのかというと、『デスマーチ』の七巻と八巻で『ゲッタウェイ』とのコラボをやろうということになったからです。

　詳くわしい経けい緯いは『デスマーチ』七巻に書いてありますので、まずはそちらをお読みください。




　……お読みになりましたか？

　さて、話を冒頭の会話に戻しましょう。




　このときの打ち合わせは『デスマーチ』七巻収しゆう録ろく直後で、この後に八巻の収録を控ひかえた時期に行なわれました。

　もちろん、七巻の顚てん末まつと八巻の方ほう針しんを改めて確かく認にんするのが目的です。

　七巻はかわたなさんがＧＭを務つとめています。

　つまり、八巻のＧＭは藤井の役目ということになります。
















かわたな：八巻で藤井さんが相手をする『ゲッタウェイ』のプレイヤーさんは緑りよく谷や（明あき澄すみ）さんのチコと菊きく池ち（たけし）さんのギデオンですね。

藤井：おふたりは『ゲッタウェイ』のＰＣですから問題ないと思います。あとは……。

かわたな：「例の仕し掛かけ」がどうなるか、ですね。

藤井：ですね。ドキドキです（笑）。

かわたな：『デスマーチ』組は酒井さんとたのさん。

藤井：実はアキナのプレイヤーである酒さか井いさんとゲームするのは初めてなので緊きん張ちようします。

かわたな：とても良いプレイヤーなのでそういう心配はいりませんよ。

藤井：どういう心配ならした方がよいと？

かわたな：心配というか……とても思い切りの良い方なので、そこは意い識しきしておいた方がいいでしょう。

藤井：なるほど（メモメモ）。

かわたな：それより警戒すべきなのは、マルセル役のたのさんです。

藤井：たのさんと私はもう何度も一いつ緒しよにリプレイにでたり、お馴な染じみなわけですが。

かわたな：いやあ、マルセルのときのたのさんは覚かく悟ごが必要です。

藤井：と、いうと？

かわたな：（どこか遠くを見つめながら）本当に……裏うら目めります。

藤井：……はあ。

かわたな：（さらにつぶやくように）裏目ります。

藤井：なるほど……それでは気をつけることにします。

かわたな：気をつけても無駄なのです。

藤井：…………（どうしろと）。




　さて、どうなりましたか。

　この後の本ほん編ぺんをお楽しみに。







◆Preplay 02◆衝しよう撃げきのプレリュード




「ショックだったんですよ！」




　さて、『デスマーチ』八巻の収録当日。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室で、酒井香奈子さかい・かなこさんは、かわいらしい声でこう言いました。

　いったい何があったのかはあとで説明することにして、まずは、本日のセッションに参加するメンバーの紹しよう介かいをしましょう。




酒井香奈子

　株かぶ式しき会社尾お木ぎプロ　THE NEXTに所しよ属ぞくする女じよ性せい声せい優ゆうさん。

『デスマーチ』シリーズでアキナ・ブルックスのプレイヤーを担たん当とうしています。

　声優としての活動は、『ミラクル☆トレイン』におけるあかり役、『地じ獄ごく少女　三みつ鼎がなえ』におけるきくり役、『神かみ次じ元げんゲイム ネプテューヌＶビクトリー』コンパ役など。




たのあきら

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]営えい業ぎよう部長兼けん制作部長。二〇一二年二月に発売された『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』の著者。

『デスマーチ』シリーズでマルセル・ベルトランのプレイヤーを担当しています。

　通称は〝黒いドラえもん〟だとか。




菊池たけし

　通称〝きくたけ〟さん。

　ゲーム制作会社Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の専せん務む取とり締しまり役やく副社長で、『ＡＲ２Ｅ』のゲームデザイナーです。数々の作品を手がけてきたリプレイの名手で、『アリアンロッド・サガ』シリーズでは『無印』シリーズの執しつ筆ぴつをしています。

『ゲッタウェイ』シリーズで、ギデオン・ガバドンのプレイヤーを担当しています。




緑谷明澄

　ゲーム制作会社Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]所属の、新しん進しん気き鋭えいのライター。

　著ちよ書しよは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』シリーズ、『アルシャードffリプレイ　天使がくれた世界滅めつ亡ぼう』（エンターブレイン刊）など。

『ゲッタウェイ』シリーズで、チコ・Ｈ・ワトソニーのプレイヤーを担当しています。




酒井：（沈しずんだ声で）ショックだったんですよ……。

緑谷：何がショックだったんですか？

酒井：グリンダがー！　グリンダがー!!　グリンダがあああ――っ!!
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菊池：翻ほん訳やくすると「グリンダの意外な正体を知ってしまったのでショックを受けた」と言っているわけだ。

緑谷：グリンダの、正体？

酒井：『アリアンロッド・サガ・ファンブック Kind of Magic』（以後、『サガＫ』）のボイスドラマの収録で、グリンダのキャスティングを見た瞬しゆん間かんに、嫌いやな予感はしていたんですけど……。

たの：ははあ。なるほど。




　すでに『デスマーチ』七巻をお読みの方は、グリンダの正体はご存ぞんじだと思います。

　もし、まだお読みでない方は今からでも七巻を読まれることをお勧すすめします。




酒井：アキナにとって、グリンダは天てん敵てきというか、宿命のライバルみたいなものなんです！（力説）

ＧＭ：は、はい（気け圧おされた）。

酒井：収録の休きゆう憩けい時間に、田中さんに「グリンダの正体を知っちゃったんですけど、いいんですか!?」って訊きいちゃいましたよ～。

たの：へえ……。それでかわたなは何て答えたんですか？

酒井：「八巻のプレイの時にはもう読者のみなさんも知ってますから」って言われました！

たの：かわたならしいとぼけた返事だ（笑）。

酒井：もうこうなったらアキナがどうやってグリンダの正体を知るのか、それを楽しみに来ました！

一同：さらりとＧＭのハードルを上げた！




　うむむむ。

　これがかわたなさんの言っていた、思い切りの良さなのでしょうか？




ＧＭ：……は、頑がん張ばります。それでは、今回予告とハンドアウトの配はい布ふをします。




●今回予告とハンドアウト




▼今回予告

　前代統とう一いつ帝ていのピアニィ・ルティナベール・フェリタニア。

　行方不明になっていたはずの彼かの女じよが、フェリタニア合がつ衆しゆう国こくへと帰き還かんした。

　統一帝に復ふつ帰きしたピアニィの言葉により、世界は再ふたたび大きな戦せん乱らんに呑まれようとしていた。

　それを食い止めようとする、ふたつのギルド。

　はたして、戦いを未然に防ふせぐことはできるのか？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

　第一三話　「逆襲★ハピネス」




　―――竜りゆうの石は散り、新たな戦乱の時代へ。




緑谷：ピアニィが帰還！　良いことじゃないっすか！




[image: ]




酒井：でも、ピアニィさんの言葉で、戦乱が起こるみたいですね……。

菊池：ピアニィは戦いが好きだからなぁ（笑）。

たの：戦いは好きかもしれませんが、戦争は好まないんじゃないですか？

菊池：どうかなぁ？（笑）

ＧＭ：さて。今回、ハンドアウトはＰＣごとに作ってありますが、ギルドハンドアウトに近い感じになっています。要するに、各ギルドごと内容がほぼ共通しているということです。

酒井：分かりました。

ＧＭ：では、まずは、エンジェルファイヤー側からハンドアウトを配布します。




▼アキナ用ハンドアウト

コネクション：ドラン　　　関係：仲間

　所しよ在ざい不明となった焰えん硝しよう石爆ばく弾だんの捜そう索さくにギィとドランが出かけたあと、行方ゆくえ不明になっていたピアニィが帰ってきた。

　ピアニィはあっという間に世界をまとめ、逆さからう国々を攻せめ滅ほろぼそうとする。

　キミはこのピアニィが偽にせ者ものだと知っているが、人ひと質じちを取られてしまい、手も足も出ない。

　なんとかこの状じよう況きようを打開しなければ。
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酒井：ええっ!?　ピアニィさんが偽者？　嫌な予感がするんですけど！（一同笑）

ＧＭ：嫌な予感？

酒井：こう、犯はん人にんに心当たりが（笑）。

ＧＭ：なるほど。まぁ、詳くわしくは、オープニングフェイズが始まってからのお楽しみということで（笑）。

酒井：分かりました。でも、人質みたいな卑ひ怯きような手を使われると、アキナとしては困こまっちゃうなぁ……。




▼マルセル用ハンドアウト

コネクション：ギィ　　　関係：仲間

　所在不明となった焰硝石爆弾の捜索にギィとドランが出かけたあと、行方不明になっていたピアニィが帰ってきた。

　ピアニィはあっという間に世界をまとめ、逆らう国々を攻め滅ぼそうとする。

　キミはこのピアニィが偽者だと知っているが、人質を取られてしまい、手も足も出ない。

　なんとかこの状況を打開しなければ。




たの：なるほど。コネクションの相手が違ちがうだけか。了りよう解かいした。

酒井：ギィさんとドランさんが捜索組、あたしとマルセルさんがノルウィッチ居い残のこり組ってことですね。

ＧＭ：そうです。では、ゲッタウェイ側のハンドアウトを配布します。




▼チコ用ハンドアウト

コネクション：ヒルダ　　　関係：仲間

　キミはヒルダやリージュといったん別れ、シャールズベリへとやって来た。
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緑谷：おや？　チコはシャールズベリへ行くんですか？

ＧＭ：はい。詳しよう細さいはオープニングフェイズで説明します。ハンドアウトの続きを読み上げます。




　しかし、前代統一帝ピアニィが帰還したことにより、世界が再び動き始める。

　キミたちだけがのんびりしているわけにはいかない。

　ビルベリを救うためにキミがなすべきこととは？




緑谷：エンジェルファイヤー側のハンドアウトを見る限かぎり、ピアニィの偽者が良からぬことをしてくるっすよね？

酒井：そうですね。

緑谷：ビルベリが危き険けんな状況になるに決まってるっす！　ビルベリから離はなれたくない！（笑）

ＧＭ：ピアニィが偽者だと知っているのはプレイヤーであって、ＰＣではありません。

たの：逆に、シャールズベリのロッシュがピンチになることもありえるだろう？（笑）

緑谷：はっ！　シャールズベリにはロッシュさんもいたっすね。急にシャールズベリに行きたくなってきたっす！（笑）

ＧＭ：ありがとうございます（笑）。




▼ギデオン用ハンドアウト

コネクション：リージュ　　　関係：仲間

　キミはヒルダやリージュといったん別れ、シャールズベリへとやって来た。

　しかし、前代統一帝ピアニィが帰還したことにより、世界が再び動き始める。

　キミたちだけがのんびりしているわけにはいかない。

　ビルベリを救うためにキミがなすべきこととは？




たの：こちらも、コネクションの相手が違うだけで、ハンドアウトの内ない容ようは一緒なのか。

ＧＭ：はい。ゲッタウェイ側は、チコとギデオンが一緒に行動することになります。

菊池：ふっ、ギデオンの絶ぜつ頂ちよう期きは『ゲッタウェイ』三巻で終わったんだ。あとはダラダラ余よ生せいを過すごすのみ（一同笑）。

緑谷：おっちゃん、ちゃんと働かないと、ヒルダお姉ちゃんたちに怒られるっすよ？

菊池：昨日がんばったんだから、明日からはダラけてもいいだろう？（笑）

緑谷：今日もがんばろうっすよ～！（笑）

菊池：俺おれは過か去こと未来にしか生きられない男なんだ……。

ＧＭ：お願いだから現げん在ざいにも生きてください（笑）。




●ＰＣの紹介

ＧＭ：今回は『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』のクロスオーバーなので、ここで、ＰＣの紹しよう介かい兼成長報ほう告こくをお願いします。

一同：はい。

ＧＭ：アキナは、チコやギデオンに対して初対面になります。

緑谷：マルセルさんがビルベリに来たときに、アキナさんは迎むかえに来てたような……。

ＧＭ：そうですね。ただ、アキナはあくまでマルセルを迎えに来ただけなので、チコたちとは会話してませんから。

菊池：たしかに。一方的に、チコたちがアキナたちを見て喜んでただけだったな（笑）。

たの：一いち応おう、チコたちはビルベリの重要人物なので、アキナと話くらいはしたと思う。

酒井：軽くご挨あい拶さつしたぐらいですね。分かりました。

ＧＭ：それから『デスマーチ』シリーズだけを追っている読者のみなさんにとっては、チコとギデオンは初対面になりますのでしっかりと自じ己こ紹介をお願いします。

菊池＆緑谷：はーい！（笑）

ＧＭ：というわけで、自己紹介を兼かねた、成長報告をお願いします。




▼アキナ・ブルックス（17レベル）の場合

酒井（以下、アキナ）：アキナ・ブルックスです！　フェリタニアの第一の騎き士し、アル・イーズデイルの義ぎ妹まいで、直ちよく情じよう型がたの少女です！
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ＧＭ：現在、フェリタニアの第一の騎士は、アキナですよ。

菊池：無印九巻で、アルから「フェリタニアの第一の騎士はアキナだ」って言われたからな。

アキナ：そうでした！　これからは、責せき任にんが重たくなるんですよね……。

緑谷：チコたちビルベリの勢せい力りよくについては、どう思ってるっすか？

アキナ：敵対してるって考えてるでしょうね。ただ、マルセルさんが一目置いているみたいですし、一緒にビルベリ暴ぼう走そうを止めたりしたんで、ちょっと考え方が変わってきます。

緑谷：なるほど～。敵てき意いバリバリじゃなくて、ひと安心っす。

ＧＭ：さて、では、成長報告をお願いします。

アキナ：レベルがひとつ上がって、17レベルになりました！

ＧＭ：スキルは、何を取得しましたか？

アキナ：ラウンド終しゆう了りよう時までエンゲージを封ふう鎖さする《メルトダウン》、戦せん闘とう不ふ能のうを回かい復ふくする《パーフェクトボディ》を新しん規きに取得しました。それから、白兵攻こう撃げきのダメージを上げる《フルスイング》のレベルを上げました。

ＧＭ：一いつ般ぱんスキルは取得しましたか？

アキナ：封鎖からの離り脱だつに対するリアクションの判はん定ていに＋１Ｄできる《クローズオフ》を取得しました！

たの：攻こう防ぼうともに強くなったのだな。

ＧＭ：装そう備びに変へん更こうはありますか？

アキナ：何と……頭部防ぼう具ぐが、ライオンマスクになりました。

一同：きたー！（笑）

菊池：アキナの憧あこがれ、ライオン天てん狗ぐの元になった装備、ライオンマスクか……（笑）。

アキナ：はい！　憧れのライオン天狗様に一歩近づきました！（笑）でも第一の騎士として、オモシロすぎる見た目になっちゃいませんか？（笑）
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ＧＭ：外見はアレンジできるので、デザインを担当する猫猫猫ねこびよう・ねこ先生に、そのあたりはお願いしましょう。

アキナ：猫先生、可愛かわいくデザインしてください！　と無茶振ぶりしてみたり（笑）。
















▼マルセル・ベルトラン（17レベル）の場合

たの（以下、マルセル）：マルセル・ベルトランだ。正式にフェリタニア合衆国王国軍ぐん師しになった。

緑谷：王国軍師になるの、嫌だったんすか？

マルセル：ナヴァールの後あと釜がまというところが納なつ得とくしがたい。だが、私がやるしかないのも分かっているから、拒きよ否ひはしなかった。




[image: ]




緑谷：なるほど。

マルセル：フェリタニアが健けん在ざいであることが、アルディオン大陸にとって一番平和だろうから、王国軍師としてがんばるさ。

ＧＭ：フェリタニア首しゆ脳のう陣じんの中で、マルセルはビルベリに対して比ひ較かく的てき好意的な態たい度どを取ってますね。

緑谷：ビルベリの人間としては、ありがたいことっす！

マルセル：だが、大切にしているのは、あくまでフェリタニア合衆国体たい制せいだ。そこは勘かん違ちがいしないように。

緑谷：うっ……は、はいっす。

ＧＭ：では、キャラクターの成長報告をお願いします。

マルセル：シーンに一度だけ《コーデックス》と同時に「タイミング：セットアッププロセス」のスキルひとつを使用できる《マインドマスター》と、《コーデックス》で指定したクラスのスキルの効こう果かを上じよう昇しようさせる《メンターアーツ》を新規に取得した。

ＧＭ：新規取得スキルはふたつだけですか？

マルセル：ああ。その代わり、フェイトを伸のばした。

ＧＭ：一般スキルはどうですか？

マルセル：エネミー識しき別べつの判定に＋１Ｄできる《モンスターロア》を新規取得した。装備に大きな変更はない。以上だ。
















▼チコ・Ｈ・ワトソニー（17レベル）の場合

緑谷（以下、チコ）：チコ・Ｈ・ワトソニーっす！　一二歳さいのフィルボルで、頭のてっぺんに〝偉い大だいなるヒース〟の芽が生えてるっす。

アキナ：〝偉大なるヒース〟は、メルトランドの大切な聖せい樹じゆですよね？

ＧＭ：そうです。メルトランド人のアキナにとっては特別な存在かもしれません。

アキナ：なるほど。

チコ：自己紹介を続けるっす！　オイラはこう見えて、天才少女軍師っす（とくいげ）。

菊池：（ぼそっと）毒三下軍師……。

チコ：変な軍師ネームつけるのやめて!?（笑）

ＧＭ：さて、成長報告をお願いします。

チコ：ふふふ……オイラはリビルドして、生まれ変わったっすよ！

ＧＭ：具体的にはどんな風に変わりましたか？

チコ：グレイおじいちゃんから薫くん陶とうを受けて、ソーサラー／フォーキャスターとして、より支し援えんも攻撃もがんばれるようになったっす！
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菊池：ほほう。

チコ：まず支援。ラウンド中、みんなの【行動値】をオイラの【行動値】と同じにする《パーペチュアルチェック》を取得したっす！

菊池：思いどおりの順番でＰＣを動かせるから、便利だな。

チコ：それから、敵てきの命中判定の値を下げさせる《ブランダームーブ》、クリンナッププロセスに対象を戦闘移い動どうまたは離脱させる《トランスポジション》もあるっすよ。

ＧＭ：なるほど。攻撃はどうですか？

チコ：魔ま法ほう攻撃の際さいに防ぼう御ぎよ力りよくを無む視しできる《クラッシュバリア》と、「タイミング：メジャーアクション」の魔ま術じゆつをふたつ使用できる《ダブルキャスト》が３レベルになったので、シナリオ中三回できるっす。

ＧＭ：なるほど。

チコ：それから、《ソウルスティール》を取得したので、オイラが［放心］を与あたえた場合、相手が［放心］中はリアクションの判定もマイナス１Ｄになるっす。

ＧＭ：チコの魔法攻撃は、《マリッド・ストリーム》のせいで、ラウンド終了まで回かい避ひ判定マイナス１Ｄのペナルティがきてたのに……さらに厄やつ介かいになりましたね（笑）。

チコ：《マテリアルコンポーネント》も取得したから、ダメージも上げられるっすよ！

アキナ：あ、ドランさんのスキルですね！　チコちゃんも宝石をバリバリ食べるの？

チコ：食べないっす！（一同爆笑）　普通は宝ほう石せきを使って、魔法攻撃のダメージを上げるスキルなだけっす。（笑）　じゃ、オイラは以上っす。
















▼ギデオン・ガバドン（17レベル）の場合

菊池（以下、ギデオン）：ギデオン・ガバドンだ。

チコ：やる気の足りない、ただのおっちゃんっす。

アキナ：ボイスドラマの収録のおかげで、ギデオンさんがどんな方か、おおよそ理り解かいしてます（一同笑）。

ギデオン：ふふん、しかし、もうただのおっさんじゃなくなったのだ！

チコ：え？

ギデオン：何な故ぜなら……俺はとうとう、ドラグーンになったんだ！

ＧＭ：ドラグーンは、古代竜の力を宿した魔法戦士を示しめす称しよう号ごうクラスですね。

ギデオン：そう！　俺は古代竜の力を宿したドラゴネット、それが俺！　しかも、《ホバリング》を持っているから、常つねに浮ういてられるぞ！

アキナ：飛べるなんてすごいですね！

ギデオン：アキナはいいヤツだな。もっと褒ほめていいんだぞ？（一同笑）

チコ：地に足がついてないだけっす！（笑）

ギデオン：うまいこと言いやがって、この毒三下め！（笑）　とはいえ、俺の絶頂期は『ゲッタウェイ』三巻で過すぎ去さったから、あとは静かに余よ生せいを過ごすのみ。

ＧＭ：ビルベリを救った英えい雄ゆうのひとりとして、ギデオンはビルベリの住人から慕したわれているんですよ？

ギデオン：はっはっは、慕ってくれるのは嬉うれしいが、期待はしないでくれ（笑）。

ＧＭ：ともかく……キャラクターの成長報告をお願いします。

ギデオン：《グラスホップ》と《アフターイメージ》を取ったから、より回避しやすくなった。具体的には、シナリオ一回６Ｄ＋17で回避判定ができる。

チコ：それはすごいっすね！

ギデオン：そうだろう？　しかも、《シャドウハイド》も取ったから、回避判定でリアクションして成功すると、メジャーアクションが発生するんだ。

ＧＭ：ギデオンをうかつに攻撃すると、反はん撃げきされるわけですか。狙ねらいたくないなぁ（笑）。

ギデオン：ただし、防御力は弱いから、攻撃が当たってしまうと落ちやすいんだ。特に、魔法攻撃が当たると酷ひどい目に遭あう（笑）。

ＧＭ：つまり、魔法攻撃が得意なチコが天敵ですね（一同笑）。

ギデオン：相手がチコなら、やられる前に、頭の芽を抜ぬいてやる！（笑）

チコ：なんでギルドメンバー同士で相打ちにならなきゃいけないっすか!?（一同笑）

アキナ：ギルドメンバー同士なら、仲良く、ね？

ギデオン：へいへい。ダメージ力はアキナに劣おとるが、《ワイドアタック》で範囲攻撃できるから、露つゆ払はらいを担当するつもりでいるぜ。以上だ。
















●ギルドサポートの選択

ＧＭ：さて、ギルドサポートの選定についてですが。

一同：はい。

ＧＭ：今回は、エンジェルファイヤーとゲッタウェイ、ふたつのギルドでシナリオに挑いどむことになります。

アキナ：はい。

ＧＭ：そのため、アキナとマルセルはエンジェルファイヤーのギルドサポートを、チコとギデオンはゲッタウェイのギルドサポートを使用することができます。

チコ：了解っす！

ＧＭ：ギルドの成長とギルドサポートの選定は、ギルドごとにやりましょう。




▼エンジェルファイヤーの場合

ＧＭ：まずは、エンジェルファイヤーの方から、ギルドの成長とギルドサポートの選定をお願いします。

マルセル：ギルドレベルが上がったから、新たにギルドサポートがひとつ選せん択たくできるぞ。

アキナ：あたしたちが勝手に決めちゃっていいんですか？

ギデオン：『デスマーチ』七巻の収録時に、ギィのプレイヤーである社長が「アキナたちに任まかせるよ」って言ってたから、問題ない（笑）。

マルセル：ドランのプレイヤーである菊池さんは、ここにいるしな。

アキナ：じゃあ、遠えん慮りよなく決定してしまいましょう。

ギデオン：《高機動部隊》を重ちよう複ふくして取得して【行動値】を高めるか、《ギルドハウス》を取得して本ほん拠きよ地ちを作るか、フェイトを回復できる《最後の力》を取得するか、三択たくだと思う……とドランが言っているナリ（笑）。

マルセル：どれを取得するか、アキナが決めていいと思うぞ。

アキナ：今までだったら、おもしろさ優ゆう先せんで《高機動部隊》の重複を選択していたんですけど……。

マルセル：けど？

アキナ：これからは重じゆう責せきを負っていかなきゃいけないので、《最後の力》にします！

マルセル：《結束》でフェイトをよく使うから、《最後の力》はいい選択だと思う。

ＧＭ：では、エンジェルファイヤーが新規に取得するギルドサポートは《最後の力》でいいですね？

アキナ：はい！

ＧＭ：今回持っていくギルドサポートはどうしますか？

マルセル：３レベル分置いていけばいいのだが……何を置いていく？　まず《目め利きき》は置いていくとして、あとは《突とつ撃げき部隊》か《結束》あたりが良いと思うが。

アキナ：う～ん……《突撃部隊》ですかね。あたしたちはやっぱり《結束》すべきだと思いますから！

マルセル：分かった。では、《蘇そ生せい》、《祝福》、《陣じん形けい》、《限げん界かい突とつ破ぱ》、《高機動部隊》、《偽ぎ装そう情じよう報ほう》、《結束》、《再さい行こう動どう》、《天てん啓けい》、《最後の力》を持っていくことにしよう。

ギデオン：ワタシたちと違うナリ（笑）
















▼ゲッタウェイの場合

ＧＭ：では、ゲッタウェイも、ギルドサポートについて相談してください。

チコ：オイラたちもギルドレベルが上がったっすが、ヒルダお姉ちゃんたちに任せたこともあって、新規取得は《ＧＨ：ギルドキャッスル》って決めまってるっす。

ＧＭ：では、今回持っていくギルドサポートはどうしますか？

ギデオン：こっちはレベルの高いギルドサポートをけっこう取得してるから、５レベル分置いてかないといけないんだよな。

ＧＭ：そうですね。

ギデオン：とりあえず、《偽装情報》は、エンジェルファイヤーが持っていってくれるから、置いていこう。

チコ：アイテムの入手の機会もそんなになさそうなのと、オイラたちはビルベリから一いつ旦たん降おりるみたいっすから、《ギルドハウス》も置いていくっす。

ギデオン：あとは《ＧＨ：テンプル》を置いていくか、《限界突破》と《限界突破Ⅱ》をセットで置いていくかってとこだな。

チコ：今回は《ヒール》を飛ばしてくれるリージュお姉ちゃんがいないっすから、《ＧＨ：テンプル》を置いてくのがいいんじゃないっすかね？

ギデオン：ダメージとかを上昇させる《限界突破》《限界突破Ⅱ》を置いていくよりは、いいか。

ＧＭ：《ＧＨ：テンプル》は『サガＫ』で十分に堪たん能のうしたでしょうから、一度くらい置いていってもいいと思いますよ（笑）。

ギデオン：じゃ、《蘇生》、《祝福》、《陣形》、《限界突破》、《限界突破Ⅱ》、《再行動》、《最後の力》、《ＧＨ：ギルドキャッスル》を持っていくことにするか。

チコ：ＯＫっす！

ＧＭ：《ＧＨ：ギルドキャッスル》は、選択したスキルのＳＬを＋１するギルドサポートですので、スキルの指定をお願いします。

チコ：当然、《ダブルキャスト》っす！　これで、シナリオ中四回使用できるっすよ。

ギデオン：俺は《ボーパルアーツ》にしよう。このスキルによるダメージ上昇が、25から30になったぞ。

ＧＭ：了解しました。

ギデオン：さて、チコ。ここで、重要な話がある。

チコ：何っすか？

ギデオン：ヒルダが今回いないから……俺かお前、どちらかがギルドマスターにならないといけないのだ！

チコ：そのとおりっすね！

ＧＭ：どちらがギルドマスターになってもかまいませんよ？

ギデオン：ふふふ、俺の絶頂期は終了したので、チコがギルドマスターになるべきだな。

チコ：そんな理由でオイラがギルドマスターになるっすか!?（笑）

ギデオン：だって俺、あんまり働きたくないし（笑）。

チコ：も～、おっちゃんはしょうがないっすね！　分かったっす、オイラがギルドマスターになるっす。
















　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、これまでのおさらいをしましょう。

マルセル：どこから？

ＧＭ：話の流れ的に、『デスマーチ』六巻かんが終わったところからにしましょう。

チコ：まずは、『ゲッタウェイ』三巻っすね。色々あって（笑）ビルベリという都市に足が生えて動き出したっす。
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アキナ：そのビルベリの暴走を『サガＫ』で、ゲッタウェイとエンジェルファイヤーが協力して止めたんですよね。

ＧＭ：そうです。チコたちがゴーレムを誘ゆう導どうする歌を止めたように、アキナたちも、ビルベリを誘導していた歌を止めました。ノルウィッチに激げき突とつする前に、ビルベリはちゃんと停止しました。

チコ：よかったっす～。ビルベリが悪役になっちゃうかと思ったっす……。

アキナ：ビルベリ暴走の件けんは、バルムンク・ノヴァが暗あん躍やくしてたの。チコちゃんたちが悪くないのは分かってるから、大だい丈じよう夫ぶ。

チコ：なるほど、あれはバルムンク・ノヴァのせいだったっすか！

ギデオン：暴走が止まったビルベリは、結局どうなった？

ＧＭ：現在は、ビルベリのアバターであるアンバーの機き能のうがある程度回復しまして、調子のいいときはビルベリを制せい御ぎよできるようになりました。
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チコ：おお、めでたいっす！

ＧＭ：ただし、アンバーは時々寝ね込こむことがあって、その時はビルベリは制御の手を離はなれることになります。

チコ：えええ～っ！（笑）

ギデオン：それでも、制御方法が分からなかった時に比くらべれば、状況は改かい善ぜんしてる。元より、ビルベリは古代の戦せん艦かんなんだろ？

ＧＭ：正確には戦艦と言っていいくらい巨大なゴーレムですけどね。

ギデオン：制御できる時間があるだけマシだ。故こ障しよう箇か所しよを修しゆう理りするだけの金きん銭せん的てき余よ裕ゆうもねぇし、しかたねぇ。

アキナ：『無印』九巻はどんな内容になったんですか？

ギデオン：魔ま獣じゆうがアルディオン大陸に放たれたけど、ピアニィたちが倒たおした（笑）。

マルセル：その直後に、ピアニィからスリス陛へい下かへと、正式に統一帝の譲じよう位いが行なわれたのだったな。
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アキナ：あたしがフェリタニアの第一の騎士に、マルセルさんが王国軍師になっちゃったんですね……。

ＧＭ：そして、『デスマーチ』七巻についてですが。

アキナ：はい！　どうなりましたか!?

ＧＭ：実は、今日のシナリオと同時期に起きていた事じ件けんを取とり扱あつかっているので、この時点では内ない緒しよです（一同笑）。

ギデオン：俺はドランのプレイヤーとして『デスマーチ』七巻のセッションに参加してるんだが……。

ＧＭ：その辺の事情はシナリオに組くみ込こんであるので安心してください。どちらにしろ、セッション中に状況の説明はしていきます。

ギデオン：了解。

アキナ：あたしたちと、ドランさんたちが別行動になる理由とか……。

チコ：オイラたちが一旦ビルベリを降おりて、ヒルダお姉ちゃんと離はなれるわけとか……。

ＧＭ：その辺も、オープニングフェイズで説明していきます。

一同：はい。

ＧＭ：では、プリプレイを終了して、オープニングフェイズに移うつりましょう。











ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆ロッシュからの招しよう待たい




　ビルベリは、アガルタ公国首都シャールズベリ付近で停止していた。

　久ひさ方かたぶりの、ビルベリと外部の住人が往おう来らいできる機会。交こう易えきにやって来た商人たちとの取引で、都市は時ならぬ活かつ況きようにつつまれていた。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに入ります。今回、オープニングフェイズでは、ギルドメンバーではない人のシーンには登場できませんので、注意してください。

一同：はい。

ＧＭ：最初のシーンのシーンプレイヤーはチコ。ギデオンも登場してください。

チコ：はいっす。

ＧＭ：帝紀八一五年の夏。ビルベリの暴走が止まってから、二週間ほど経たちました。

ギデオン：アンバーがビルベリを制御できるようになってしばらくってところ、か。

チコ：アンバーちゃんの調子はどうっすか？

ＧＭ：現在、アンバーは寝ね込こんでいます。

ギデオン：いきなり寝込んでるのかよ！（笑）　……って確たしか不調だったんだよな。

ＧＭ：菊池さんは、『デスマーチ』第七巻で、ドランのプレイヤーとして参加しているので、このシーンの展開は知ってますよね。

チコ：じゃあ、ビルベリはアンバーちゃんの制御下にないってことっすね。

ＧＭ：そうですね。今は、アガルタ公国の首都シャールズベリの付近で停止しています。
















ギデオン：停止中か……。確か、このタイミングで商人と補ほ給きゆう物ぶつ資しの売買をやっていたような……。

ＧＭ：はい。ビルベリとしては、物資補給のチャンスなので、取引が盛さかんに行なわれています。

チコ：確かに、今のうちに買いだめしときたいっすねぇ。

ギデオン：酒を？

チコ：おっちゃん……本当にダメな大人っすね（笑）。

ギデオン：うるさいぞ、毒三下！（笑）
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ＧＭ：さて。そんな領りよう主しゆの館やかたに客がやって来ました。

チコ：客？

ＧＭ：護ご衛えいと思おぼしきお供ともを連れた、気品のある少年です。紺こんの髪かみに、紫むらさきの瞳ひとみをしてますよ。

チコ：それって……もしかして、ロッシュさん？
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ＧＭ：はい。「久ひさしぶりだね、チコ。元気だったかい？」とロッシュは微笑ほほえみます。

チコ：ロッシュさん、ど、どうして、ここに!?

ＧＭ：「シャールズベリは、僕ぼくの故こ国こく、アガルタ公国の首都だからさ」（一同笑）

チコ：そのとおりっすね！（笑）　そんなことも忘わすれるくらい、オイラびっくりしてるっす。

ギデオン：チコが舞まい上あがってるから、俺が代わりに挨あい拶さつをしてやろう。「ちーっす！　相変わらず男前だなぁ！」と親しげに肩かたを叩たたくぞ！（一同笑）

チコ：おっちゃん！　相手は公こう爵しやく様っすよ!?（笑）

ＧＭ：ギデオンは命の恩人ですしロッシュは気にしませんよ。「あの時はお世話になりました。ギデオンさん、お元気そうでなによりです」

ギデオン：まあな。動き回るビルベリのせいで、一時はひどい船ふな酔よいにかかったが……。今は、体が順じゆん応のうしたから毎日元気にダラダラしているぞ！

チコ：も～、おっちゃんはお調子者なんすから……（あきれ顔）。

ＧＭ：「ふふ、おふたりは相変わらずですね」

チコ：ともかく、まずはロッシュさんをヒルダお姉ちゃんのところへ連れて行くっす。

ギデオン：じゃあ、さっそく連れて行こう。領主の執しつ務む室しつのドアを開けながら、「ヒルダ、リージュ、客を連れてきたぞ～」と声をかける。

ＧＭ：書類に目を通していたヒルダは顔を上げて「……客、だと？」と不思議そうに返事をします。手伝いをしていたリージュは「どなたですか？」と尋たずねます。

チコ：「ロッシュさんっすよ！」と手を引いて連れてくるっす。

ＧＭ：ロッシュはチコに手を引かれて、室内へと入ってきます。彼かれはヒルダに挨拶し、「今日は、チコに話があってやって来たんです」と言います。

チコ：オイラに？　だったら、さっき言ってくれればよかったのに。

ＧＭ：「ヒルダさんたちがいる場で話した方が良さそうだと思ってね」

ギデオン：なるほど。で、用よう件けんは？

ＧＭ：「ビルベリがシャールズベリの側そばに滞たい在ざいしているこの機会に、チコをアガルタ公国に招待したいのです。僕が作ろうとしている国を実じつ際さいに見て欲ほしくて」

チコ：えっ……？　オイラが、アガルタ公国へ？

ＧＭ：「もちろん、視し察さつが終われば、チコはビルベリへと帰すよ。チコ、そしてヒースの芽を無理強いして手にしたいという話ではないんだ。安心して」（にっこり）

ギデオン：藤井さんが言うと、何だか裏がありそうに聞こえてくるんだが……（笑）。

ＧＭ：発言しているのはロッシュなので、彼の言葉を信じてあげてください（笑）。

チコ：ロッシュさんなら、信しん頼らいできるけど……でも……（悩なやむ）。

ＧＭ：「もちろん、無理強いはしない。嫌なら、断ことわってもいいんだよ？　それくらいで、チコのことを嫌きらいになったり、諦あきらめたりはしないから」

チコ：（しばらく悩なやんだあと）ヒルダお姉ちゃん、ちょっと見に行ってきてもいいっすか？

ＧＭ：ヒルダは「チコが望むなら、かまわないが……」と言葉を濁にごします。

チコ：アガルタ公国に遊びに行く約束を果たしたいっす。

ＧＭ：「チコが行きたいなら、行ってくるといい」

チコ：いいっすか！
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ＧＭ：「何事も経けい験けんだ」と、『デスマーチ』第七巻でヒルダも答えていますから（笑）。ロッシュのことは信頼している。ビルベリに帰さないということはないだろうからな」とヒルダが頷うなずくと、リージュも「チコちゃん、楽しんできてね」と微笑みます。

チコ：やっぱり、ヒルダお姉ちゃんとリージュお姉ちゃんは一緒にこれないっすよね。

ＧＭ：ええ。ヒルダには領主としての仕事があり、リージュは不調のアンバーの面倒を見ているという事じ情じようから、今のところ町から離はなれられません。

チコ：なるほどっす。

ギデオン：ふ、ここで言っておくか。「というわけだ。チコ、気き兼がねなくいってこい！」

ＧＭ：「お前も一緒に行くの！　チコひとりだと心細いだろうから、護衛としてついていけ」とヒルダが答えます。

ギデオン：「え～！　仕事やだなぁ……」
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ＧＭ：……というやりとりがあって、チコとギデオンは一緒にアガルタに行っておいで」と言ってくれます。

チコ：わ～い、ありがとうっす！

ギデオン：チコの護衛かぁ～。俺、ビルベリでダラダラしてたいなぁ……。

ＧＭ：そうすると、ロッシュが「アガルタ公国に来らい訪ほう中は、来らい賓ひんとして精せい一いつ杯ぱいおもてなしをしますよ。チコはもちろん、ギデオンさんにもお世話になりましたから」と言います。

ギデオン：……おもてなし？

ＧＭ：「海が近いので、海産物が美味しいですよ。それにギデオンさんは大人ですから、地物のワインもいかがですか？」

ギデオン：（キリッとした顔で）シャールズベリでの護衛は、俺が引き受けよう。チコのことは、俺が責任を持って守り抜ぬくぞ。




　見事に手の平を返すギデオンであった。




ＧＭ：するとヒルダが「チコは大丈夫だろうが、ギデオンが粗そ相そうしそうで心配だな」（笑）　と言います。

ギデオン：子こ供どものチコより、おとなの俺の方が心配されてるだと!?（笑）

チコ：おっちゃんの面めん倒どうはオイラが見ておくっす。

ＧＭ：そしてリージュは「他の国へ招まねかれるわけですから、手て土産みやげを」と手作りのクッキー――焼やき菓が子しの詰つめ合あわせをギデオンに渡わたします。

ギデオン：おお！　リージュも気が利くようになったなあ。

チコ：リージュお姉ちゃん、ありがとうっす！

ＧＭ：さらにヒルダが連れん絡らく用の伝心の人形と、帰還用の転送石をチコに渡してくれます。

チコ：これで緊きん急きゆう事じ態たいが起きても平気っすね。

ＧＭ：（にやり）ええ。さらにリージュは「おじさまが悪ふざけをしたらすぐ連絡くださいね」と言うわけです。

ギデオン：「悪ふざけってなんだよ!?　失礼な！」（笑）

チコ：日ごろの行おこないのせいっす！　じゃあ、ヒルダお姉ちゃん、リージュお姉ちゃん、オイラたち、ちょっと行ってくるっす！

ＧＭ：「ああ、気をつけてな」「行ってらっし～ゃい♪」と見送ってくれます。

チコ：は～いっす！
















ＧＭ：では、ロッシュがチコへと手を差し出します。「では……アガルタ公国を案内するよ」

チコ：や～ん♪　エスコートされちゃったっす♪（照れ照れ）

ギデオン：お、チコが照れてやんの（笑）。

チコ：おっちゃん、うるさいっすよ！（笑）

ギデオン：んじゃ、アガルタ公国へ行くか～。あ、ＧＭ、ビルベリに《テレポート》できる転送石を持っていったことにしていい？　七巻でそういうやりとりあったし、一応。

ＧＭ：そうですね。いいですよ（笑）。チコたちはロッシュとともにアガルタ公国内を見て回ることになります。シャールズベリへと移動したところで、シーンを終了します。







◆Opening 02◆消えた悪あく魔まの兵器




　フェリタニア合衆国首都ノルウィッチ。

　ノルウィッチ城じよう内ないにある会議室には、アベルと、彼に呼よび出だされたアキナたちが集まっていた。

　アベルはアキナたちに、何か頼たのみごとがあるようだ……。




ＧＭ：次のシーンは、エンジェルファイヤー組になります。シーンプレイヤーはマルセルですが、アキナも登場してください。

アキナ：はい！

ＧＭ：場所はノルウィッチ城じようの会議室。エンジェルファイヤーの四名と、スリスを支ささえる青年貴き族ぞくのアベルがいます。
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アベル・クリード

　メルトランドの王族クリード家に連なる若わかき貴族。有ゆう能のうな政せい治じ家かで、メルトランドの伝でん統とうを重んじる傾けい向こうがある。合衆国ができて以来、重要な任にん務むを任まかせられているエンジェルファイヤーを煙けむたがっている節が見られる。




アキナ：『サガＫ』で、マルセルさんと激げき論ろんを交かわしていたアベルさんですね！

ＧＭ：そうです。

アキナ：アベルさんは、何な故ぜ、マルセルさんにきつくあたるのでしょうか？

ＧＭ：アベルは権けん力りよく志し向こうが強い人物です。そして、現在合衆国全体を仕切っているのが軍師マルセル。マルセルが成功すればするほどアベルは合衆国内での影えい響きよう力りよくを行使しづらくなります。アベルとしては、マルセルを煙たく思ってしまうのは避さけられません。

アキナ：なるほど～。

マルセル：だが、アベル殿どのはスリス陛下には及およばずとも、やはりメルトランドの三王家に連なる王族。フェリタニア合衆国でも発言力が強く、無下に扱あつかえないのだ。

ＧＭ：さて。今回は、そのアベルがエンジェルファイヤーに招しよう集しゆうをかけました。

アキナ：どんな用件ですか？

ＧＭ：はい。アベルはアキナたちに向かって「よく来てくれた諸しよ君くん。忙いそがしい中、集まってもらって申し訳ない。早さつ速そく、今回招集をかけた事情を説明させてもらおう」といつになく低姿勢で語り始めます。

アキナ：低姿勢？　アベルさんが丸くなった？

ＧＭ：どうでしょう？　ギィはそんなアベルに対して不ふ快かい感かんを隠かくせないようです。

マルセル：まあ、まずは話を聞こうじゃないか。

ＧＭ：アベルは言います。「先月の暴走事件にあたって、ビルベリを破は壊かいするため、僕が焰硝石爆弾の使用を提てい案あんしたわけだが……」




　アベルの言によれば。

　そもそも焰硝石爆弾は合衆国の戦力増ぞう強きようを目刺して入手したものであった。ビルベリの暴走事件という緊急事態を受けて、アベルはその使用を決けつ断だんした。しかし、エンジェルファイヤーの活かつ躍やくにより、使用の機会は喪そう失しつ。そのまま焰硝石爆弾は再び武ぶ器き庫こに格かく納のうされたはずだったのだが。




マルセル：……だが？

ＧＭ：「三発用意されていた焰硝石爆弾のうち、一発の所在が不明になってしまったのだ」
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アキナ・マルセル：なんだってぇ――っ!?

ギデオン：（うんうんと頷うなずきながら）まあ、ここはこのリアクションだよな（笑）。

アキナ：焰硝石爆弾を使用しないですむように、あたしたち、必死でがんばったのにぃ～！

マルセル：町ひとつ吹ふき飛とばす、あの超ちよう破は壊かい兵器が盗ぬすまれたのか!?

ＧＭ：ルール的には、シーンに登場しているキャラクターすべてが［死亡］するくらいの破壊力ですからね。

アキナ：そもそも、何でアベルさんはそんな危険なものを用意したんですか！

ＧＭ：「国家の政せい治じとはきれい事だけではすまない。時に、強きよう硬こうな外交を行なうためのカードが必要だ。実際、ビルベリ暴走のときにはあって良かったろう？」

アキナ：（腕うで組ぐみしながら）アベルさんは強きよう硬こう派はなんですね。「それにしても、いったいどういう管理してたんですか、アベルさんっ!?」と問とい詰つめます。

ＧＭ：「気持ちは分かるが、僕も困こん惑わくしているのだ」　アベルが手配したとはいえ、実際に運うん搬ぱんや警けい備びをしていたのは、彼の部下たちです。責任はアベルだけでなく、フェリタニア軍全体が負うことになります。

アキナ：し、質しつ問もんを変えます。……盗とう難なんが発覚したのは、いったいいつですか？

ＧＭ：「焰硝石爆弾はビルベリ迎げい撃げきのために、武器庫から搬はん出しゆつ、設せつ置ちのためにセッティングしていたのだが……結局、君たちがビルベリを止めたので、使わずじまいになった」

アキナ：そうですね。

ＧＭ：「その後、猛もう烈れつな勢いきおいで迫せまるビルベリに現げん場ばが混こん乱らんしてね。ビルベリの停止でようやく落ち着き、武器庫に格納する指し示じを出した時に、一発の紛ふん失しつが判はん明めいしたのだ」

アキナ：うう、いろいろ文もん句くを言いたいところですけど、第一の騎士になった以上、あたしも責せき任にん者しやのひとり……ですもんね（肩を落とす）。

ＧＭ：アベルは「本当にすまない。君たちだけが頼たよりなんだ。どうにかして、探さがし出だしてくれないか？」と申もうし訳わけなさそうにしています。

アキナ：あれ？　声こわ高だかに「さっさと探せ」って言うようなキャラだと思ったのに……今回は違うんですか？

マルセル：焰硝石爆弾の紛失は、大事件だ。責任を感じてしおらしくなっているのかな？

ＧＭ：「焰硝石爆弾が盗難にあったと国民に知られれば、大おお騒さわぎになる。極ごく秘ひ裏りかつ可か及きゆう的てき速すみやかに焰硝石爆弾を取り返さねばならない」

マルセル：そのとおりだな。

ＧＭ：「そのために、エンジェルファイヤーの諸君に、動いてもらいたいのだ」

アキナ：あたしたちが、ですか？

ＧＭ：「任務を完かん遂すいできる実力があり、口外しないと信頼できる人物にしか依い頼らいできない。そうなると、君らが適てき任にんだと思わないか？」

アキナ：……そう、ですね。

マルセル：フェリタニアの重大な事件だ。我われ々われが動くのが妥だ当とうだな。




　こうして、アベルは不在になると目立つアキナと大統領選挙の準備で多忙なマルセルはノルウィッチに残り、探査能力の高いギィとドランのふたりでビルベリに向かうように依頼。困惑と警戒をしつつも、エンジェルファイヤーはその依頼を受けたのだった。




アキナ：分かりました。ドランさん、ギィさん、どうか、気をつけて……必ず、焰硝石爆弾を見つけてきてください。

ＧＭ：ドランが「なぁに！　この大だい将しよう軍ぐんドラン・ベレレンがちゃっちゃと解かい決けつしてくるナリ！　アキナたちは、大船に乗ったつもりで待っていればいいナリ！」と言います。

アキナ：（心配そうに）信用してるけど。本当に気をつけてくださいね。

ＧＭ：ギィはアキナの肩を叩たたき、「俺らは裏目ったりしないから、大だい丈じよう夫ぶだって！　焰硝石爆弾の件はオレらに任まかせておきな」と言います。

アキナ：ギィさん……。

ＧＭ：「その代わり、ノルウィッチの警備はそっちに任せっきりになる。がんばれよ」

アキナ：分かりました。大変なのは、ドランさんとギィさんの方！　あたしはいつもどおり、ノルウィッチを守っていればいいんですね！

ＧＭ：「ああ。マルセルとふたり、がんばれよ。俺らもさっさと焰硝石爆弾を見つけ出して、戻もどってくるからな」

アキナ：…………。

マルセル：どうした？

アキナ：焰硝石爆弾は、ノルウィッチ近きん郊こうに設置したあと、盗難にあったんですよね？　ということは、合衆国内部に犯人がいるかもって……。

マルセル：ノルウィッチは我々の拠きよ点てんだから、か。……可か能のう性せいは高そうだな。

ＧＭ：「アキナ、くれぐれもマルセルをよろしくな。ビルベリの件で、マルセルをひとりにしておくと危あぶないということが、よく分かったと思うんだ」（一同笑）

アキナ：（爽さわやかな笑顔で）はい！　任せてください！

マルセル：くっ……（不本意そうな顔）。
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ＧＭ：というわけで、ギィはアベルに向かって「いろいろと気に入らねぇことはあるが、やれるだけのことはやってやる」と言ったあと、マルセルに「あとは頼たのんだぞ」と耳打ちして、ドランを連れて退たい室しつします。

アキナ：マルセルさん、あたしたちもがんばりましょう！

マルセル：そうだな……。

ＧＭ：さて、ギィとドランが去ったあと。ドアがノックされ、「失礼します」という声と共に、アベルの護衛がやってきます。黒くろ髪かみ黒瞳、黒ずくめの服を着た筋きん肉にく質しつの眼鏡めがね男だん性せいです。

アキナ：アベルさんの護衛っていましたっけ？

ＧＭ：ジェフリー・バックマンという、読者投とう稿こうＮＰＣです。




ジェフリー・バックマン

（38歳／男／ヒューリン　投稿者：岐阜県　木方優太さん）

　黒ずくめの筋肉質な大男。ただ、粗野な感じはなく、眼鏡の効果か知的な印象すら感じる。フリーのボディガードで、国の高官や地方領主などに雇われることが多い。また、軍略に明るく、独自の武器調達ルートを持っているため、軍師や副官として仕事をすることもある。
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ＧＭ：ジェフリーはアベルに何ごとか耳打ちします。アベルはそれに頷くと、アキナたちの方へと向き直って「話は済すんだので、この辺で失礼させてもらうよ」と席を立ちます。

アキナ：アベルさん！　最後にひとつ、お願いが！

ＧＭ：「何だね？」

アキナ：焰硝石爆弾の残り二発、盗まれないように、ちゃんと保ほ管かんしておいてくださいね！

ＧＭ：「善ぜん処しよしよう」と言って、アベルたちは退室しました。

マルセル：では、アベルが退室したあと、アキナに話しかけよう。

アキナ：どうしたんですか？

マルセル：アベルはきっと何かを企たくらんでいる。注意して見み張はっていた方がいいだろう。

アキナ：本当は疑いたくないんですが……焰硝石爆弾が所在不明になった件について、アベルさんは何か知っているのかもしれませんね。

マルセル：ああ。

アキナ：他人を疑うたがわなきゃいけないのって……悲しいですね。
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マルセル：……我々を陥おとしいれると、アベルのより所とも言えるフェリタニア自体が弱体化する。そう簡かん単たんにろくでもないことはしないだろう。

アキナ：そう、ですよね。フェリタニアの同士という意味で、あたしたちとアベルさんは味方同士ですもんね！

マルセル：しかも、今のフェリタニアは外がい敵てきが多い。そう簡単に我々を騙だましたり、陥れようとしたりはしないだろう。

アキナ：……なんか裏目りそうですね（笑）。

マルセル：プレイヤー的には同意します（笑）。「理屈では大丈夫なはずなのに不安」ってことでいいのでは？

ＧＭ：ではこの辺で、シーンを終了します。







◆Opening 03◆シャールズベリにて




　シャールズベリ。

　メルトランドの港こう湾わん都市で、グラスウェルズとは大たい河がを挟はさんで隣となり合あっている。

　現げん在ざいはアガルタ公国と呼よばれるリド・エマルム公ロッシュの根こん拠きよ地ちとなっている。




ＧＭ：オープニングの３シーン目。シーンプレイヤーはギデオン。チコも登場です。

ギデオン：ほいほーい。

ＧＭ：シャールズベリに来ておよそ四日ほど経過しました。チコとギデオンは、ロッシュと共に町中をお忍しのびで視し察さつしています。

チコ：ロッシュさんとお忍び♪

ギデオン：いきなり査察中か。

マルセル：それまでの間は平穏に過ぎたということだろうな。

ＧＭ：マルセルさん説明ありがとうございます（笑）。さて、港湾都市であるシャールズベリは、船員や船の荷にを降おろす労働者、荷を買い付けに来た商人、そんな人たちに商品を提てい供きようする物売り、などといった人々でごった返しています。

マルセル：『デスマーチ』二巻で行ったヘクスフォードと似た感じなのだろうな。

アキナ：あの町も港町でしたね！

ＧＭ：石造りの建物で挟まれた道は人々でごった返しており、その人々の身なりも比較的整っていて町の豊かさを感じます。大陸の戦乱をよそに、ここでは住人が豊かな暮らしを営んでいるようです。
















ギデオン：久ひさ々びさの都会だなあ。ここはひとつ酒場にでも繰くり出だしたいところだが……。

ＧＭ：そんな町をロッシュがチコとギデオンを案内しています。その後をロッシュの護ご衛えいが数名目立たないようについてきています。

ギデオン：ちっ！　こんな状じよう態たいじゃ飲みにも行けん!!

チコ：おっちゃん！　オイラたちは来らい賓ひんなんすから、シャキッとしなきゃだめっす！（笑）

ギデオン：シャキッとするなんて俺おれらしくねーよ～（笑）。

アキナ：ギデオンさんって、面白い人ですね！（笑）

ＧＭ：ロッシュは町を案内しながら、アガルタ公国の成り立ちについて説明をしてくれます。「グラスウェルズ領りようからメルトランド領にまたがる土地は、リド・エマルム地方と呼ばれていてね。もとはひとつの公こう爵しやく領だったんだけど、二国にまたがるように領りよう地ちが分かれてね」

チコ：へえ……っす。

ＧＭ：「大崩壊の混こん乱らんのときに、メルトランドの戦せん乱らんをさけるために協力して統とう一いつした地方政せい権けん。それがアガルタ公国なんだ」

チコ：へ～え……なんかそう言われると状況がビルベリと似にてるっすねぇ。




　緑谷さん、そこに気付くのはさすがです。




ギデオン：なるほどなぁ。「大国に挟まれて生まれた独どく立りつ勢せい力りよく」って考えると、ビルベリとアガルタ公国は似てる面があるのか。

ＧＭ：そうですね。「ここシャールズベリは、海うみ沿ぞいにある港町だから、交こう易えき都市として発はつ展てんしたんだ。戦争のせいで、何度も辛つらい目にあったけど、みんなたくましく生きてるよ」

チコ：ふむふむ。たくましさも、ビルベリと似てる気がするっす。

ＧＭ：「最近海軍力の増強や、海洋貿易に力を入れている、バウエス領との交流も増えているんだよ」と、ロッシュ。

チコ：リディルお姉ちゃんのところっすね。最近はそんなことになってたっすか。
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　その辺の事情は「早わかり『アリアンロッド・サガ』」の「バウエス公領と東方から来た少女」をお読みください。




ギデオン：しかし俺はロッシュの話を適てき当とうに聞き流す。店先に並ならんでる食い物に興きよう味み津しん々しん！

ＧＭ：すると、店主らしき中年女じよ性せいが「お客さん、旅の人かい？」と声をかけてきます。

ギデオン：本当は来ひ……いや、まぁ、旅人でいいや（笑）。

チコ：おっちゃん、お忍びなんすから、身分明かしちゃだめっすよ！

ＧＭ：すると店主の女性は、ギデオンの目の前でイカを一いつ杯ぱい炙あぶって、「シャールズベリの海産物は旨うまいよ！　土産みやげにどうだい？」と、手て渡わたしてくれます。

ギデオン：え、くれるの？

ＧＭ：「ああ、試食用ってことでいいさ。〝偉い大だいなるヒース〟を宿した聖せい女じよ様がシャールズベリに来てるってんで、ちょっとしたお祭り騒さわぎになってるんでね。お客さんにもサービスしとくよ。もちろん、うちで何か買って行ってくれれば嬉うれしいけどねぇ」と豪ごう快かいに笑います。

ギデオン：……シャールズベリの人、いい人たちだなぁ（笑）。
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チコ：感化されるの早っ!?（笑）
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アキナ：でも美味しいものを食べると機嫌がよくなります。

ＧＭ：ロッシュは「この町を満まん喫きつしていただいているようで、何よりです」と微笑ほほえみます。

ギデオン：こんな俺を受け入れてくれる町が、ビルベリ以外にもあったなんて！（嬉き々き）

チコ：おっちゃん……（涙なみだ）。

ギデオン：俺に同どう情じようするな！（笑）

ＧＭ：さて、ロッシュは改めて、チコに対して「アガルタ公国はどうだい？」と尋たずねます。

チコ：いい国っすね！　活気があって、楽しそうっす！

ＧＭ：チコに褒ほめてもらって、ロッシュは嬉しそうです。「気に入ってくれたかな？」

チコ：はいっす！

ＧＭ：「本当は、ルコーンという町も見て欲しいんだけどね……」




　ルコーンは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』一巻に登場した国こつ境きようの町です。ロッシュの姉のナーシアとは色々な因いん縁ねんのある町です。




チコ：あんまり長なが居いすると、ヒルダお姉ちゃんたちが、心配しちゃうと思うっす。

ＧＭ：「じゃあ、またチコの時間が空いたら、今度はルコーンへ一緒に行くのはどう？　僕の友人を紹しよう介かいしたいんだ」

チコ：いいっすよ！

ギデオン：ちゃっかりと、次に会う約束を取りつけやがった（笑）。

ＧＭ：さて、ロッシュはやがてふたりを落ち着いた公園に案内していきます。

チコ：公園っすか？




　ロッシュがふたりを導みちびいたのは、心ここ地ちよい潮しお風かぜが吹き渡る、海岸沿いの公園でした。




ＧＭ：「改まって話があるんだ」と言い、彼はチコたちに公園のベンチ座すわるよう促します。

チコ：は、はい！

ＧＭ：「チコの持つヒースについての相談なんだ」彼は自身もベンチに腰掛けるてそう言います。ギデオンも交えて、今後ヒースをどうするかについて話し合いたいようです。

ギデオン：チコを埋うめるのか？

チコ：生いき埋うめは嫌っすー！（笑）

ＧＭ：そんなことはしませんよ（笑）。彼は「僕と一緒にメルトランドを平和にするべく協力してくれないか？」とロッシュは提案します。

チコ：ど、どういうことっす？

ＧＭ：ロッシュはチコに手伝ってもらって、メルトランドで起きている紛ふん争そうを解かい決けつしようと考えているようです。

チコ：でも、オイラにそんな力があるっすか？

マルセル：メルトランド人相手ならあるだろうな。偉い大だいなるヒースを宿した少女の言うことなら、丸っきり無む視しするわけにもいかない。

アキナ：なるほど……じゃあ、バルムンク・ノヴァみたいな立場の人にとってはチコちゃんは邪じや魔まになりますね。




　実にいい線いってます、酒さか井いさん。




ギデオン：俺がヤツらならチコを速そつ攻こうで埋めるね。

チコ：だから生き埋めは嫌っす――っ!!（爆笑）
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マルセル：メルトランド人にとって〝偉大なるヒース〟の存そん在ざい感は大きいからな。チコを利用できない人々から見たら、これほど厄やつ介かいな存在はない。

チコ：理不尽っす！

ＧＭ：ロッシュは言います。「もし、偉大なるヒースの力を借りてメルトランドの戦せん乱らんを静められたら……」

チコ：それは胸むねが「ドキッ！」とするっす！（笑）

ＧＭ：「それを実じつ績せきにして、アルディオン大陸全体の戦乱も話し合いで解決していきたいってかんがえているんだ」

チコ：……ちょっぴりガッカリしたっす（笑）。でもロッシュの言うことはかっこいいので胸が「キュン！」とするっす！

ギデオン：色々な音がする胸だな（笑）。

チコ：おっちゃんには乙おと女め心ごころはわかんないっす。それにしてもロッシュさんは立派っすねえ。

ＧＭ：「僕ぼくはグラスウェルズ人とメルトランド人のハーフだからね。それぞれの国で困こまっている人たちを放っておけないんだ」




　グラスウェルズの騎士マクリル。母親はメルトランドの王族リアノン。そのふたりの間に生まれたのがロッシュであり、『ブレイク』のヒロイン、ナーシアでした。




ＧＭ：「そして、それぞれの国の人が色々苦労して、僕を生いき延のびさせてくれたんだ。僕はその人たちの志こころざしを受うけ継つぎたい」

ギデオン：苦労した人というのはナーシアやアンソンのことだな。

ＧＭ：『ブレイク』の人たちだけじゃなく、ピアニィたちも含ふくめた「大陸の平和を目指した人たち」全員の話ですね。

チコ：いい話っすねえ。

ＧＭ：「できればチコにも手伝ってもらえるとありがたいんだけど……」とロッシュ。

チコ：あうぅ……オイラ困るっす……。
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ギデオン：ちなみに、ロッシュの部下たちはその方針に賛成なのか？

ＧＭ：ロッシュの部下は、立場は様々なんですがメルトランドの内戦にリド・エマルム地方が巻まき込こまれないようにと、アガルタ公国を興おこした人たちです。メルトランドと大陸の政せい情じようが安定することに異存はないそうです。

チコ：そっかー。でも、色々迷うっす。ビルベリには待っている人もいるし……。

ＧＭ：「気持ちはわかるよ。だから僕はゆっくり待つさ」

チコ：ううう～迷うっす～！

ギデオン：よっし、そろそろ話は終わりだな。酒場に行きてー！　久しぶりの都会！　ロッシュの旦那、いい店教えてくれよ。飲むぜ～～、俺おれは飲むぜぇ～～っ！
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チコ：いい話がぶち壊しっす！




　マイペースでダメ人間のロールプレイを続ける菊きく池ちさん。




チコ：おっちゃんは本当にダメダメな大人っす。

ＧＭ：ロッシュもさすがに苦く笑しよう気味です。と、そんなところに「公爵殿でん下か！　緊きん急きゆう事じ態たいです。至急、館にお戻りください」と突とつ然ぜんひとりの伝令がやって来ます。

ギデオン：な、何だ？　何だ!?

チコ：とにかく戻るっすよ！　酒を飲みに行くような場合じゃなくなったっす！




　そして、ロッシュが普段政務を行なっている館へ、一同は戻った。




ＧＭ：みなさんが戻ると、早速ひとりの役人が「グラスウェルズのフィリップ陛へい下かから緊急の連れん絡らくが来ております！」と叫さけび、転送石を使って送られてきた書しよ状じようをロッシュに渡わたします。
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ギデオン：さーて、何の連絡だろうなー？（棒ぼう読よみ）

チコ：イヤな予感しかしないっす！

ＧＭ：封ふうを切り、手紙の中身を読んだロッシュの顔色が変わります。

チコ：何が起こったっすか？

ＧＭ：「ノルウィッチにピアニィ陛下がご帰き還かんなさったと……」と言った後、ロッシュは顔を上げて続きのセリフを吐はき出だします。「そして、忠ちゆう誠せいの証あかしとして各地の勢せい力りよくに、このアガルタ王国を攻こう撃げきのために兵を出だすようにとお命じになった……」

一同：な、なんだってー！

ＧＭ：あまりにも急な話、ということで会議は混こん乱らんします。そしてその混乱を鎮しずめたのは、バウエス公こう領りようから届とどいたもう一通の書状でした。

ギデオン：な、なんて書いてあったんだ？

ＧＭ：バウエス公リディルの名めい義ぎで書かれたその手紙には、フィリップからのものとまったく同じ内ない容ようが書かれていたのです。

ギデオン：……ということは？

チコ：おそらく同じ内容の連絡がグラスウェルズとバウエス公領に……いや、大陸の各国に行ってるってことっす！

ＧＭ：そして、そのふたつの書状にはこう書いてありました。「ピアニィ陛下は大陸にあるすべての国は兵力を差し出し、アガルタ公国を名のる賊徒を討てと命じた」と。

一同：な、なんだってえええ――!!

ＧＭ：ではここでシーンを終了します。







◆Opening 04◆統一帝の帰き還かん？




　ギィとドランは、任にん務むのためにノルウィッチを発たった。

　アキナとマルセルは、ノルウィッチに残りエンジェルファイヤーのブリーフィングルームに待機していた。

　そこへ、やってきた意外な人物とは……。




ＧＭ：では、オープニング最後のシーン。場所は、ノルウィッチにあるエンジェルファイヤーの部室。

アキナ：はい！　もう、前のシーンがあんな終わり方をしたのでドキドキです！

ＧＭ：実は厳密に時系列を追うと、このシーンの方が前のはずなんですよね。

マルセル：読んでわかりやすければいいんじゃないかな。小説でも「話は数日さかのぼる」という書き方があったりするしね。

ＧＭ：ではそんな感じで。話を戻しますと、部屋にあるホワイトボードのドランとギィの欄らんが「出しゆつ張ちよう中」になっています（一同笑）。

チコ：なんか会社員みたいっす（笑）。

マルセル：まあ、我われ々われは一種のサラリーマンではあるかな。

ＧＭ：マルセルは大だい統とう領りよう選挙の書類作成中、アキナは……。

アキナ：筋きん力りよくトレーニングをしてると思います。

マルセル：アキナは少しくらい休きゆう憩けいしてもいいのではないか？

アキナ：何かしてないと落ち着かないから、これでいいんです（笑）。

ＧＭ：では、アキナとマルセルがそれぞれ思い思いのことをしていると、部室のドアがノックされます。

アキナ：「は～い？」と返事をします。

ＧＭ：「アキナ殿どの、マルセル殿、少々話がある。部屋に入れてもらってもいいか？」というアベルの声が聞こえてきます。

アキナ：アベルさん？　何の用だろ？




　警けい戒かいするアキナ。

　でも、これまでのことを考えると無理もありません。




マルセル：どうぞ、鍵かぎはかかってないので、お入りください。

ＧＭ：「失礼するよ」と言いながら、アベルはドアを開けて入ってきます。そして……。

アキナ：そして？

ＧＭ：ピンクブロンドの髪かみをふたつに結ゆい上あげ、赤い服を着た、二〇歳さいくらいの女性をエスコートしています。

アキナ：「え……？」と目を丸くします。それって、もしかして……。

ＧＭ：その女性は「久ひさしぶりですね、アキナちゃん」と大おお竹たけみゆさんの声で、アキナに話しかけてきます。容よう姿しは「フェリタニア合がつ衆しゆう国こく初代大統領ピアニィ」と瓜うり二ふたつです。

アキナ＆マルセル：えええ――――っ!!




　驚きよう愕がくするアキナとマルセル。




アキナ：ポカンと口を開けて、ピアニィ陛へい下からしき人を見つめます……。

マルセル：ＧＭ、質しつ問もんがある。その人物は、アルたちを引き連れているか？

ＧＭ：……いいえ。

マルセル：ナヴァールやベネットもいないんだな？

ＧＭ：はい。そうです。この場にいるのは、アベルとピアニィらしき女性のふたりのみです。

マルセル：なるほどな。「アキナ、気をつけろ！　そいつはおそらく……！」

アキナ：とっさに、マルセルさんの方へと飛び退すさります。アベルさんたちから距きよ離りを取る！

ＧＭ：ピアニィらしき女性は、「どうしたの、アキナちゃん？　何であたしから逃にげるの？」と微笑ほほえみます。
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一同：その笑え顔がおが怖こわい！

アキナ：マルセルさん、この人は……（複ふく雑ざつそうな顔をする）。
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マルセル：ああ。ピアニィ陛下の……偽にせ者ものだ！

ＧＭ：「あら、あたしを偽者呼ばわりするなんて、酷ひどいですよ。マルセルさん」

マルセル：もし、あなたが本物のピアニィ陛下だと仰おつしやるのならば、アル殿やベネット殿、そして、ナヴァールはどこにおられるのでしょうか？

ＧＭ：「いつも一緒だとは限かぎらないじゃないですか」（ニッコリ）

アキナ＆マルセル：…………。

マルセル：アキナ、ここで白黒ハッキリさせたいか？

アキナ：はい……。

マルセル：ギルドサポートの《天てん啓けい》を使えば、ＧＭに質問できる。ただし、《天啓》はシナリオ中に一度しか使えない。ここで使うか？

アキナ：（ちょっと考えてから）使いましょう！　このピアニィ陛下は、どう見てもあやしいです！

マルセル：では、ギルドマスターの許きよ可かが出たので《天啓》を使用。ＧＭに質問だ。「今目の前にいるピアニィ陛下は、本物か、偽者か」




《天啓》はＧＭに対して疑ぎ問もん点を直ちよく接せつ尋ねることができるギルドサポートです。

　ただし、ＧＭは《天啓》の使用を認みとめなくてもよい（その場合、《天啓》の使用回数は減へらない）ことになっています。




ＧＭ：……分かりました。《天啓》の使用を許可し、質問にお答えしましょう。ここにいるのは、ピアニィ自身ではありません。誰だれかの変へん装そうです。

アキナ：（絞しぼり出だすような声で）グリンダ……！

ＧＭ：ピアニィの姿すがたをした女性は、ふっと冷たい笑みを浮うかべます。「さすがです、アキナ・ブルックス。あなたの目は誤ご魔ま化かせなかったようですわね……」

アキナ：やっぱりグリンダなんですね！　剣けんを抜ぬいて、飛びかかろうとしますが……（マルセルの方を見る）。

マルセル：（頷うなずいて）「やめろ、アキナ！」と制せい止ししよう。
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アキナ：では、剣をかまえたまま、何とか踏ふみとどまります。

チコ：息の合ったロールプレイっす。

ギデオン：なんだかんだでこのコンビも長いからなあ。

マルセル：さて、我々はこのピアニィ様が偽者だと見み破やぶったわけだが……アベル殿はどうしている？

ＧＭ：不ふ敵てきな笑みを浮かべて、状じよう況きようを見守っています。どうやら、グリンダであると知ったうえでの所行のようです。

マルセル：つまり共きよう犯はん者しや……ということだな。

ＧＭ：「アキナ・ブルックス。剣をおろせとは言いませんが、少し私の話を聞きませんか？」

アキナ：斬きりかかりたいのを堪たえつつ、「（腹はらの底から絞り出すような声で）……何でしょう？」と問いかけます。

ＧＭ：「私と、手を組みませんか？」

アキナ：組みません!!




　一いつ瞬しゆんの間もない即そく答とうでした。




チコ：返事にためらいないっすね。

アキナ：もちろんです！

ＧＭ：アベルはニヤリと笑い「現在、スリス殿とイザベラ殿はノルウィッチ城内におられるわけだが……」と言います。

アキナ：！（息を飲む）

マルセル：なるほど。人ひと質じちを取ったか……。

アキナ：う、ううう――っ！

マルセル：アキナ落ち着け。

アキナ：あたし、こういう手しゆ段だんを取る人、嫌きらいですっ！　今すぐ斬りたい！　斬りたい！　斬り伏ふせたい!!

マルセル：落ち着け、アキナ！　スリス陛下とイザベラ殿の安全が最さい優ゆう先せんだ。ここは、堪えてくれ。

アキナ：下した唇くちびるを嚙かみしめて、剣を納おさめます。「……分かりました」

ＧＭ：アキナが剣を納めたのを見て、グリンダは余よ裕ゆうの態度で話し始めます。……というところで、このシーンはいったん終しゆう了りようです。

一同：うわっ！　こんなところで!!（笑）











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆グリンダの誘ゆう惑わく




　スリスとイザベラを人ひと質じちにとられ、手も足も出ないアキナとマルセル。

　グリンダはそんなふたりに意外な言葉を投げかけるのだった。




ＧＭ：というわけでシーンは先ほどの続きとなります。舞台はエンジェルファイヤーのブリーフィングルーム。シーンプレイヤーはマルセルです。アキナさんも登場してください。

アキナ＆マルセル：了解。

ＧＭ：グリンダは余よ裕ゆうの態たい度どで話し始めます。「今まで、あなたは私わたしの計画を次々と邪魔してきました。それを恨うらみに思っていないとは申しません」

マルセル：……グリンダはいったい何を言いたいんだ？

ＧＭ：「でも、逆ぎやくに言えば、私の理想にもっとも近い存在は、あなたでございます」

アキナ：グリンダの理想って……？

ＧＭ：「……平和な世界の到とう来らい、でございます」

アキナ：うそーっ！　信じられません!!

ＧＭ：グリンダの言葉を、アベルが補ほ足そくします。「ピアニィ陛下が統とう一いつ帝ていとして復ふつ帰きすれば、多くの国がフェリタニアに従したがうだろう。そうすれば、平和な世界が築きずけるだろう」

マルセル：それは、ピアニィ様が本物だった場合の話だ。

ＧＭ：アベルはその発言を鼻で笑います。「ピアニィ陛下がフェリタニアにご帰還なされたと、すでに各国に通達した。もうすぐ、アルディオン大陸は、フェリタニアの名の下に再さい統とう一いつされる。素す晴ばらしいことではないか。僕もがんばった甲か斐いがあるというものだ」

マルセル：つまり、グリンダが統一帝の座ざを奪うばった暁あかつきには、アベルは報ほう酬しゆうとして然しかるべき地位を得ると。そういう取引があった。そういうことだな。

ＧＭ：アベルはそれに答えず、グリンダが会話を引ひき継つぎます。「大陸を統一したフェリタニア帝国総そう司し令れいが第一の騎士アキナ・ブルックス、帝国軍ぐん師しはマルセル・ベルトラン……」

アキナ＆マルセル：…………。

ＧＭ：アベルが言います。「最初の仕事は、ピアニィ陛下の名の下にフェリタニア帝てい国こくの名で各地の軍を糾きゆう合ごうし、アガルタ公国を滅ほろぼすことだ。ふたりはその指し揮きを執れ」

マルセル：なんだと!?　なぜアガルタ公国を？

ＧＭ：アベルが答えます。「本来公爵位に就つくどころか領りよう主しゆの資し格かくも怪あやしい男が建てた国だ。世界秩ちつ序じよへの反はん乱らんとして見せしめに滅ぼすのにはうってつけだろう？」

マルセル：しかし……。

ＧＭ：グリンダが言います。「グラスウェルズ、ゴルフォード、混乱中のメルトランドの各領主、レイウォールアライアンスと中央政せい権けんとバウエス公領、神しん聖せいアンリ帝国。主だった勢力には既すでにピアニィの名で軍令を発しています。我われに従うか、討うたれるか、と」

マルセル：大陸中を巻き込んで戦乱を拡かく大だいする気か!?

ＧＭ：「なにを言っているのだ。ピアニィ陛下の元にひれ伏ふさぬ者を滅ぼす。フェリタニアとはそういう国ではないか？　その先兵として戦ってきたのがお前たちだろう？」
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アキナ：アベル！　なんであなたは、そんなくだらない理由で戦争をするんですか!!
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ＧＭ：するとアベルは急に声を荒あらげて「くだらないとはなんだ！　平民上がりのくせに、目こぼししていればいい気になりおって!!」と言い返します。

アキナ：ひど……。

マルセル：ふむ。とりあえずアベルのこの様子は記き憶おくしておこう。これは今後の展てん開かいに関わる台詞せりふかもしれない。
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　熱くなるアキナ。冷静なマルセル。

　実に良いコンビです。




アキナ：悔くやしい……。でも、人質を取られているんじゃ、従うしかない……。

マルセル：……アキナに耳打ちする。「大だい丈じよう夫ぶだ。この場にいない、ドランとギィが何とかしてくれる。それまでの辛しん抱ぼうだ」　この推すい測そくくらいは、きっと裏うら目めらないだろう！（一同笑）




　さてどうなりますやら（笑）。




アキナ：分かりました。マルセルさんの目を見て、確かく信しんを持って頷うなずきます。「はい！　あのふたりを、信じます」

マルセル：ああ、それでいい。

アキナ：「グリンダ！　用が済すんだなら、さっさと元の姿すがたに戻もどりなさい。いつまでも、ピアニィ様の姿をしていないで」ピアニィ陛下を汚けがされるみたいで、不ふ快かいですっ！

ＧＭ：すると、グリンダは「ああ、あなたには初めてお見せしましたわね……」と呟つぶやいてから、ニヤリと邪じや悪あくな笑えみを浮うかべます。




「髪かみ型がたや衣い装しようはピアニィの真ま似ねをしているけれど、これが、本当の私の姿でございます」




マルセル：なんだと……？

アキナ：えっ!?　それって、どういうこと？

ＧＭ：「その件については、あとでゆっくりと話をしましょう。まずは、急いで軍の招しよう集しゆうをかけなくては……」

アキナ：軍の招集……？

チコ：さらっと物ぶつ騒そうなことを言ったっすね？

ＧＭ：「あとで、あなたの力を借りに参ります。それでは、のちほど」と言って、グリンダがアベルと共に退たい室しつしていきました。室内には、アキナとマルセルだけが残されます。

アキナ：…………。

マルセル：アキナ……。

アキナ：……マルセルさん。ひとつ、お願いをしてもいいですか？

マルセル：……何だ？

アキナ：あたしは……割わり振ふられた仕事を、粛しゆく々しゆくとこなします。今は、堪たえます。だから……暴あばれてもいい時が来たら、あたしにＧＯサインを出してください。

マルセル：アキナ……。

アキナ：あたしは、自分を止められる自信がないです。本当は、今すぐにでもグリンダに斬きりかかりたいです。

マルセル：そうだろうな……。

アキナ：でも、そうしちゃったら、スリスちゃんたちが大変なことになる。スリスちゃんを危き険けんな目に遭あわせたくないから、状じよう況きよう判はん断だんは信しん頼らいできるマルセルさんに任まかせます。

マルセル：……分かった。チャンスは必ず来る。それまで、堪えてくれ、アキナ。

アキナ：（ちょっとだけ笑って）ありがとう、マルセルさん。あとでグリンダと対決できるって思えば、グリンダからどんな屈くつ辱じよく的てきな目に遭わされようと、堪えることができます！

マルセル：ああ、わかった。約束しよう。それまでは耐えてくれ、アキナ。

ＧＭ：では、アキナとマルセルが約束を交かわしたところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆ダブル軍師の策さく略りやく




　とどまることなく推すい移いする事態。

　だが、そんなときでも軍師たるもの最さい善ぜんを尽つくさねばならぬ。

　マルセルが、チコが、自らの知ち能のうを振ふり絞しぼりひねり出した策さくとは？




マルセル：ところでＧＭ。

ＧＭ：なんでしょう？

マルセル：この辺りでひとつシーンを差さし挟はさみたいんだが。

ＧＭ：シーンですか？　具体的にどのようなものでしょう？

マルセル：チコと私が時空を超こえて策を語り合うシーンだ。

ＧＭ：……………………はい!?




　思わずうわずった声で聞き返すＧＭ。

　正直、最初は何を言っているのかわかりませんでした。




マルセル：戦記もので異ことなる陣じん営えいの軍師が、策を読みあったり語ったりするときに、何な故ぜか会話が嚙かみ合あう、そういう感じのシーンなんだけど……。

ＧＭ：……はあ（←まだ理解していない）。

ギデオン：あれだな。巨きよ大だいロボットアニメの戦せん闘とうシーンで、無線とか使ってないのにコックピット越ごしの会話が成立するあれの戦記版ばんだな。

チコ：哲てつ学がく戦闘とか呼ばれるやつっすね。

ＧＭ：なるほど……おおむね意図はわかりました。それで具体的にはどんなことがしたいんでしょうか？

マルセル：せっかく軍師がふたりいるんだから、それを活いかして策を練りたい。……もう少しぶっちゃけると、今の状況に関かん与よするためにマルセルとチコが会話をしたいんだが。




　ＧＭとしては予定外の提てい案あんでした。シーン運用の原則に忠ちゆう実じつとも言えないでしょう。

　でも、せっかく軍師がふたりいるという状況を活かしたいという提案は魅み力りよく的てきです。

　少し考えた結果、条じよう件けんをつけて許きよ可かをすることにしました。




ＧＭ：……了解です。ただし、本当に会話をしているわけではないので、それぞれが知らない情じよう報ほうについてはＰＣ同士は会話できません。それでもいいですか？

マルセル：合理的だな。こちらは問題ないが……。

チコ：オイラの方も異い存ぞんはないっす。

ＧＭ：それでは、時空を超えた軍師同士のシーンをどうぞ。登場はマルセルとチコということでいいですか？

マルセル：それだと延えん々えんと独ひとり言ごとをしゃべっているようなものなので、お互たがいがアキナとギデオンと会話をしているということでどうだろう？

ギデオン：それだとこっちも暇ひまにならなくていいなあ。

ＧＭ：了解です。それではマルセルとアキナ、チコとギデオンのなぜか時空を超えて嚙み合う会話のシーンということで（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ノルウィッチのブリーフィングルームにいるマルセルとアキナ。シャールズベリのアガルタ公国政せい府ふの会議室にいるチコとギデオンのシーンです。

マルセル：では私はアキナに言おう。……今回のアガルタ公国への出兵に関してだが。不ふ可か解かいな点がある。

アキナ：不可解……ですか？

マルセル：まず第一になぜアガルタ公国を狙ねらい打うちにしているのだろう？

アキナ：……確かに。なんかアベルさんの様子もおかしかったですよね。

ギデオン：じゃあ、ここで俺がタイミングよく、おかしいじゃないか！　なんで他の国には恭きよう順じゆんを命じて、アガルタ公国だけを狙い打ちするんだ！　って言おう（笑）。




　なるほど、こんな感じでふたつの異なる場所（恐らくは時間も異なる）同士の会話をするのか、と理解したＧＭなのでした。




チコ：そうっすね……大した理由がないってこともあり得ると思うっすが……。もし理由があるなら、それはアガルタ公国だけ「特別な条件」があるからじゃないっすかね？

マルセル：まあそちらの理由については、決め手がないのであとで考えるとして……もうひとつ不可解な点がある。
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アキナ：もうひとつの……不可解な点？

マルセル：もし、アガルタ公国を攻こう略りやくすることが目的なら、恫どう喝かつ的な手紙を各国に出したりしないだろう。ほぼ確かく実じつに情報がアガルタ公国側に漏もれる。

一同：確かに！




　ＧＭとしては「こんな風にしよう」と展開を決めてあり、それに従ってシーンの演えん出しゆつをしたわけですが……。その端はし々ばしから、今回の件の背景を読み取られてしまったようです。




マルセル：つまり、グリンダやアベルの目的がアガルタ公国を踏ふみ絵えとして利用しようということはほぼ確実だと思う。

ギデオン：踏み絵？

チコ：要するに、アガルタ公国攻撃に参加するかどうかで敵てき味み方かたを見極めるってことっすね。

アキナ：なるほ、ど？

ギデオン：でもさー。もしアガルタ公国が踏み絵だったとして、だからなんなんだ？

チコ：……あ！　マルセルさんが何を言いたいか、わかったっす!!
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マルセル：チコ、今のはメタ発言だぞ（笑）。

ギデオン：んー？　で、チコは何がわかったのかね？

チコ：ロッシュさんに進言するっす！　グラスウェルズとバウエス公領に援えん軍ぐん要よう請せいを！　この国に情報をくれた人たちは味方になってくれる可か能のう性せいがあるっす!!




　さて、ＧＭはここで少々悩なやみました。

　すでに七巻をお読みの方はおわかりだと思いますが、この後グラスウェルズとバウエス公領がアガルタ公国に援軍を出すのはシナリオ制せい作さく上既き定ていの路線です。

　そのことはドランのプレイヤーだった菊池さんも証しよう言げんしてくれるでしょう。

　問題はここで「ＰＣの提案によって援軍が出された」ことにするかどうかです。

　ＧＭはしばし考えた後……プレイヤーにぶっちゃけて相談することにしました。




ＧＭ：……というわけで、実は七巻の時点でグラスウェルズとバウエストンから援軍がくるのは既定路線なのです。

マルセル：……なるほどな。

ギデオン：俺は七巻の展開を知ってるから、どうなることかとドキドキしてたよ（笑）。

ＧＭ：さて、このあとの展開はどうしましょう？

チコ：もし、援軍が既定路線だとしても、プレイヤーとして思いついたことなので、できたらそのまま採さい用ようして欲しいっす。

ＧＭ：ちょっと考えさせてくださいね。（少し考えて）……わかりました。たぶん問題ないので七巻でもあったグラスウェルズとバウエストンからのアガルタ公国の援軍はチコの計けい略りやくでもあったということにします。

一同：わあああ――――い!!

ギデオン：とりあえず、事件の表と裏ってことで、今のところ辻つじ褄つまはあっているから、いいんじゃないかな……。

ＧＭ：なお、援軍の演出は後ほど行ないます。

チコ：了解っす！

アキナ：これでちょっとだけ安心ですね。

マルセル：このせいで戦争の規き模ぼが大きくなって泥どろ沼ぬま化かする危険もあるわけだが……。

アキナ：そんな！　じゃあなんでこのシーンで援軍を呼よぶようなヒントをチコちゃんに出したりしたんですか？

マルセル：それでもアガルタ公国が瞬しゆん殺さつされるよりはマシだからな。

ギデオン：要するに時間稼かせぎか。……そういや七巻でも同じような会話をしてたなあ（笑）。

マルセル：稼いだ時間で何をするか。それによってこの後の世界が変わる！

アキナ：なるほど！　頑がん張ばらなくちゃいけませんね!!

ＧＭ：ではこんなところでシーンを終了します。







◆Middle 03◆アガルタ公国攻撃軍の出しゆつ陣じん式しき




　ノルウィッチ城じようの広場に、さまざまな国の軍旗が翻ひるがえる。

　統一帝からの招しよう集しゆうに応おうじ、各勢力の軍がノルウィッチへと集ったのだ。

　続々と集まるフェリタニア連合軍の兵士たちを見やり、アキナはやるせない思いを抱いだいていた。




ＧＭ：次は、エンジェルファイヤー組のシーンです。シーンプレイヤーはアキナですが、マルセルも登場してください。

アキナ：はい！

ＧＭ：場所はノルウィッチ城の広場。前のシーンから数日経過した後のことです。ピアニィの名を騙かたったグリンダの招集によって、結成されたフェリタニア帝てい国こくのアガルタ公国攻撃軍が出しゆつ撃げきするシーンです。

アキナ：ピアニィ様の名前で招集をかけたら、あっという間に兵が集まったんですか……。

マルセル：まあ、各国の軍は別ルートでアガルタ公国に向かっていて、式典のために各軍の指揮官を呼びつけたとかそんな感じだろうな。

ギデオン：という作戦をマルセルが立案したんだな。そういや七巻ではみんなで「無駄に有能」と褒めてたっけ。

マルセル：それは褒めているのか？（笑）

ＧＭ：ふふっ。まあ、そんな感じで今は、ピアニィに変へん装そうしたグリンダが、出撃する兵士たちに向かって、演えん説ぜつをしています。

マルセル：我われ々われはどうしている？

ＧＭ：アキナとマルセルは、脇わきで控ひかえてます。グリンダによる演説が終わったあと、それぞれ兵士たちに紹しよう介かいされることになります。

アキナ：紹介？

ＧＭ：アキナは連合軍の総そう大だい将しようとして、マルセルは軍ぐん師しとして、アガルタ公国攻こう撃げきの指し揮きを執とらねばなりません。ピアニィに扮ふんしたグリンダが「みなさんを率ひきいるのは、〝フェリタニア第一の騎き士し〟アキナ・ブルックスです！」と壇だん上じようにアキナを呼よび寄よせます。

アキナ：……では、感かん情じようを押おし殺ころして、兵士さんたちに向かいます。「あたしが軍を率います。みなさん、最後まで、あたしについてきてください！」
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ＧＭ：兵士たちはアキナの言葉を素す直なおに受け入れます。「あのアキナ殿どのが率いてくれるならば、安心だな！」「この間も、フェリタニアの危き機きを救ってくれたしな」

マルセル：兵士たちは、目の前のピアニィがグリンダの変装だとは気づきようがないからな。アキナが辛しん酸さんをなめているとは思いもしないんだろう。

アキナ：期待を寄よせてくれる兵士さんたちの純じゆん粋すいな眼まな差ざしが、心に突つき刺ささる……っ！

ＧＭ：なお、今回、アガルタ公国への進軍ルートを設せつ定ていするのはマルセルの役やく割わりです。

マルセル：王国軍師だからな。当然の仕事だ……。

アキナ：マルセルさんも、辛つらいですよね。やっぱり、グリンダは許ゆるせない……。

ＧＭ：演説が終わり、ピアニィに扮したグリンダと共に、アキナは壇上から降おります。

アキナ：はい……（肩かたを落とす）。

ＧＭ：その時、他の誰だれにも聞かれないくらいの小声で、グリンダはアキナに話しかけてきます。「アキナ・ブルックス。少し、私わたしの話を聞いてくださいませんか？」

アキナ：……どんな話ですか？

ＧＭ：「私たち、バルムンク・ノヴァは、ヒューバード様によって率いられています。その、ヒューバード様の、理想についてお話ししましょう」
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「この世界はずっと、超ちよう常じようの存そん在ざいたちのものでした。

　人は、神や妖よう魔またち、超常の存在に、いいように扱あつかわれてきました。

　神も妖魔も排はい除じよし……世界を、人の手に取とり戻もどす。

　それこそが、ヒューバード様の理想、願いなのでございます」




ＧＭ：この世界の人々は神を信しん仰こうしていますが、そもそも、人は神が妖魔に対たい抗こうするために生み出だされた存在。グリンダたちは、それが納なつ得とくがいかないようです。

アキナ：なるほど。

ＧＭ：「この世界を人間自身の管理下に置く。素す晴ばらしい世界だと思いませんか？」

アキナ：…………。

ＧＭ：「そもそも、私があちこちで火種を蒔まいてきたのも、神や魔に打ち勝つ強い人間だけを生き残らせるため。理想の世界に相応ふさわしい人材を生み出すためでございました」

アキナ：人々を、ふるいにかけたということね？

ＧＭ：「そうでございます。そして、私の策さくをことごとく潰つぶしてきた、アキナ・ブルックス……あなたこそが、ヒューバード様の理想を体たい現げんする可か能のう性せいを持つ人物でございましょう。個こ人じん的てきに、とても腹はら立だたしいことでございますが」

アキナ：……そう。

ＧＭ：「だから、心の底から言います。私たちの同どう志しとなり、神や妖魔たちの手から、この世界を救い出しませんか？」と、グリンダは真しん剣けんに勧かん誘ゆうしてきます。

アキナ：……本気で言ってるの？

ＧＭ：ちなみに、アキナを騙だまそうという雰ふん囲い気きは感じられません。本気です。「あなたのことはとても気にくわないけれど、その実力は認みとめざるを得ない。あなたならば、ヒューバード様のお眼鏡めがねにかなうはず」

アキナ：（真剣な面おも持もちで）あなたは、あたしを買いかぶっています。あたしより強い人間なんて、たくさんいます。もし、あたしがあなたの味方になったとしても、あなたたちの思いどおりになんて、なりませんよ。

ＧＭ：「あなたの言う〝強い人間〟とは、ピアニィや、アル・イーズデイルのこと？」

アキナ：ええ。アル兄様たちは、あたしより強いよ。

ＧＭ：「あの人たちは、ヒューバード様が何とかいたします。……ピアニィもヒューバード様のご命令に従したがえばいいのに。彼かの女じよも、計画の一いつ環かんなのだから」

アキナ：計画……？

ＧＭ：グリンダは「私と同じ顔を持つ姉妹は、まだまだたくさんいるのですよ」と含ふくみ笑わらいをします。

アキナ：……たとえそうだとしても、絶ぜつ対たいあなたの思いどおりになんかならない。

ＧＭ：「強ごう情じようですね。……まぁ、かまいませんわ。今はいやいやながらでも、私と一いつ緒しよに動いていくうちに、我々の理想に共感するようになりますわ」

アキナ：絶対に、ならない！

ＧＭ：では、アキナ視し点てんはこのくらいにして、マルセル視点に移うつりましょうか。

マルセル：と、その前に。アキナがアベルたちの気をひきつけていてくれていたうちに、ドランとギィにアニマルメッセンジャーで連絡を取っておきたい。

ＧＭ：…………（また……）。

マルセル：現状、人質を取られてグリンダの言うことを聞かざるをえないので、そちらでなんとかスリス様とイザベラ様を助け出してくれ……と。

ＧＭ：…………。

マルセル：もしかして『デスマーチ』七巻で私かアキナがアニマルメッセンジャーをギィたちに送ってるんじゃないか？

ＧＭ：よくわかりましたね。アニマルメッセンジャーじゃないですが、リーニャというマルセルの副官を使者に立ててビルベリに派は遣けんしています。

マルセル：ふっ、だいたいかわたなの考えることは分かる。

ギデオン：ついでに言えば、こんな時思いつくことなんてある程度限られてくるしな（笑）。

マルセル：じゃあ、そこは七巻に併せてくれればいい。

ＧＭ：了解です。では改めてマルセルの描写をしますね。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　戦いくさの前特有の異い様ような雰囲気の高まりに包まれたノルウィッチ城。

　その空気を醸かもし出だす要よう因いんのひとつに、各国から集ってきた軍の幹かん部ぶたちの存在があった。

　そんな将しようたちの応おう対たいも合がつ衆しゆう国こく軍師たるマルセルの仕事であった――。




ＧＭ：アキナとグリンダが話をしている間、マルセルは、招集された各勢力の司令官たちから、次々と声をかけられます。

マルセル：まぁ、そうなるだろうな。苦い思いを心の裡うちに秘ひめて、いつもどおりの態たい度どで臨のぞむぞ。

ＧＭ：まずは、レイウォール中央政せい権けんの〝レイウォールの聖せい女じよ〟ユーフェミア。「ピアニィ様が行方ゆくえ不明になられたと聞いて心配していたのですが、無事帰き還かんなされたようで、ほっとしております。この戦い、ともにがんばりましょう」
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マルセル：ユーフェミア殿は、素直にピアニィ陛へい下かの帰還を喜んでいるんだろうな。「こちらこそ、よろしくお願いします」

ＧＭ：次に、神しん聖せいアンリ帝国の皇こう帝ていアンリがやってきます。
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アキナ：アンリも招集に応じたんですか!?　ちょっとびっくり。

ＧＭ：はい。「この間のことは水に流して、これからは仲良くしていこうよ！」と言って、威い勢せい良くやって来ました（一同笑）。

アキナ：この人もいい加減しつこいです！

ＧＭ：続いて、レイウォールアライアンスの〝幸運軍師〟ミックがやって来ます。「ようマルセル、相変わらず辛しん気きくさい顔をしてるなあ！　牛ぎゆう乳にゆう飲め！　牛乳!!」と楽しそうにマルセルに挨あい拶さつします。
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マルセル：なんで牛乳なんだ！　まあいい、こいつとの会話は短く打ち切る！

ＧＭ：そしてメルトランド軍司令官のアベル。

アキナ：なんでアベルがメルトランド軍の司令官を!?

マルセル：そもそもメルトランドは戦せん乱らん状じよう態たいで、まとまった軍を編へん制せいできる状態にないはず。

ＧＭ：ピアニィの名前で招集状を出したら、メルトランドの皆さんは素直に従いました。

アキナ：うそっ！（笑）

マルセル：……ピアニィ様の恐おそろしさはメルトランド人の魂たましいに刻きざまれているのだな。

ＧＭ：そんなさなか、アベルはマルセルに向かって小声で言います。

マルセル：アベル殿が？　いったい何だ？

ＧＭ：「ねえねえ、自分の意に沿そわぬ戦争の指揮を執らされるってどんな気持ち？」

マルセル：なんだと！　口調まで変わって!!

ＧＭ：すると、すべての事じ情じようはお見通しとばかりにミックがマルセルに言います。「犬けん猿えんの仲だったオレ様のために作戦を立てさせられるってどんな気持ち？」

マルセル：なっ！

ＧＭ：そしてアンリが加わります。「今まで戦場では無む能のうと侮あなどっていた相手のために計けい略りやくを練るってどんな気持ち？」

マルセル：…………（口をぱくぱくさせている）。

ＧＭ：アベル、ミック、アンリの三人は声をそろえて言います。「「「ねえねえ、どんな気持ち？　どんな気持ち？」」」
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一同：最悪だ！　こいつら!!（笑）

チコ：うぜえええ――っす!!

ギデオン：いやあ、ここまでマルセルが追おい込こまれたのは初めて見た！

マルセル：うん、ここまでやるＧＭはなかなかいませんね（笑）。参考にさせてもらおう。

チコ：この場にいないオイラだけど、いまに見てるっすよ！

アキナ：この人たち絶対に許しません！

マルセル：まあ、アベルはともかく、ミックとアンリも事情を知っていて協力している可能性が高いことがわかったのは良かった。遠えん慮りよしなくて済すむ。

ＧＭ：最後に、ゴルフォードの〝銀獅じ子し〟ゲオルグが苦く笑しようしながらマルセルの肩を叩たたきながら話しかけてきます。「事情は色々ありそうだが……いざというときは頼たよっていただいて結けつ構こうですよ。私はあなたを信しん頼らいしている」
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マルセル：ああ……そうだな。「いざというとき」はよろしくお願いする、と答えよう。

アキナ：ゲオルグさんも事情は知っているみたいですね。

マルセル：抜ぬけ目めのない男だからな。だが、そんなゲオルグでもピアニィの名前を出されると協力を断ことわれない。

アキナ：あたし、わかってきました。今回一番手て強ごわいのはアンリでもグリンダでもない……ピアニィ様の名声や存在感なんですね。

マルセル：ああ。そしてそれは今までは我々が利用してきたものだ。

ＧＭ：さて、各国の司令官の挨拶が終わったところで、状じよう況きようを整理しましょう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




アキナ：今回、招集に応じなかったのは、グラスウェルズと……。

ＧＭ：アンスラ率いるベルリール、リディル率いるバウエス領りよう、こんなところですね。
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マルセル：ラングエンドやカムロートは？

ＧＭ：ラングエンドは先日のことで懲こりたのか今回は様子見のようです。カムロート他の国々も同様です。まあ、単たん純じゆんに距きよ離りが遠く、他国を通らないと現げん地ちにたどり着けないというのも大きいのでしょうが。

マルセル：なるほど。

ＧＭ：それではここで一度シーンを切ります。
















◆Middle 04◆違い和わ感かんの正体は？




　ピアニィの帰還。そしてアガルタ公国への攻撃。

　予想もしなかった出来事に、シャールズベリのロッシュ陣じん営えいは混こん乱らん状態にあった。

　そして、事じ態たいはさらに動いていく……。




ＧＭ：前のシーンから数日後。場所はシャールズベリにあるアガルタ公国政せい府ふの会議室です。ギデオンのシーンです。チコも登場で、ふたりはロッシュに呼よび出だされました。

ギデオン：今度は何だ！

ＧＭ：ギデオンの問いにロッシュは「これからフェリタニアの統一帝ピアニィ陛下が、アルディオン全土にメッセージを発信するそうです」。




　錬金モニターの向こう側で、ピアニィらしき人物は、恍こう惚こつとした笑えみを浮うかべたまま、演説を繰くり広ひろげていた。

「フェリタニア合衆国として、手と手を取り合い、ひとつになることで、この大陸に平和が訪おとずれるのです。

　合衆国体たい制せいに異いを唱えるということは、平和を望んでいないという証！

　平和を摑つかみ取とるためだというのならば……あたしは、武ぶ力りよくによる制せい裁さいも厭いといません!!」




チコ：エストネルで見たピアニィとはやっぱり違うっす。

ギデオン：ああ、こいつは偽にせ者ものだな。

ＧＭ：ロッシュがそれを聞いて質しつ問もんしてきます。「このピアニィ陛下は偽者ですって？」

チコ：証しよう拠こはないけどたぶん間ま違ちがいないっす！　本物なら、真っ先に自分から攻せめるって言うっす！

ギデオン：ですよねぇ――っ！




　絶ぜつ大だいな信頼感です、ピアニィ陛下。




ＧＭ：ロッシュは言います。「僕を助け出すために、ピアニィ陛下は戦ってくれた。世間では〝殺意の女王〟と呼よばれたりしているようだが、本当は心の優やさしい方だと、僕は知っているよ」

チコ：『無印』四巻の事件っすね。それはそうと、「この後どうやって迎むかえ撃つっすか？」と聞きます。

ＧＭ：その質問にはロッシュの代わりに、副官のファブリスが答えます。「我わが国くには、単たん独どくでフェリタニアと戦う力はありません」




ファブリス・ローガ

　アガルタ公国の重臣。ロッシュの父、マクリルの友人であった。まだ若じやく年ねんのロッシュを実じつ務む面めんで支ささえている。アガルタ公国ができたばかりということもあり、その判はん断だんは慎しん重ちようなものに偏かたよりがちである。
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チコ：なるほど。ビルベリ包ほう囲い網もうの時も、アガルタ公国は派は兵へいしてこなかったっすね。

ＧＭ：「はい。そこで現げん在ざい国こつ境きようとなっている地ち域いきから兵力を撤てつ退たいさせ、シャールズベリに後こう退たいします。

ギデオン：兵力を集中するってわけだ。こいつはヤバイことになってきたぞ。

ＧＭ：「はい。あとはチコ様の策により連れん絡らくを取ったグラスウェルズとバウエス公こう領りようからの援えん軍ぐんを待つばかりです。

ギデオン：（棒ぼう読よみ風に）あー。ところで、すごく気になることがあるんだ。ビルベリは今どうなっているのかなあ。
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マルセル：ビルベリが今ごろどうなっているのかは、ドランとして前ぜん巻かんに出しゆつ演えんした菊きく池ちさんは知っているでしょうに（笑）。

ＧＭ：メルトランド領りよう内ないのどこかにいるようですが、今のアガルタ公国の情じよう報ほう収しゆう集しゆう能のう力りよくでは詳くわしいことはわかりません。

チコ：ヒルダお姉ちゃんたちは、今ごろ何をしてるっすかね……。

ギデオン：伝心人形とかで、連絡が取れないのか？

チコ：それだ！　連絡を取ってみるっす!!

ＧＭ：「お客様がおかけになった伝心の人形は、現在、錬れん金きん術じゆつの力が及およばない地域に置かれているか、人形自体の機き能のうがオフになっております」

一同：携けい帯たい電話かい!?

チコ：こんな時に限かぎって繫つながらないっすか～!?（笑）

ギデオン：結果はわかってはいたんだが、いちおう……。

チコ：もうぅーっ！

ＧＭ：一方のビルベリはビルベリで大変な事態になっているのですが、それについては『デスマーチ』七巻を読んで確かく認にんしてください（笑）。そして事態はどんどん推移するわけです。




　アガルタ公国が合衆国に狙われたと判明したものの数日後、シャールズベリはフェリタニアのアガルタ公国攻撃軍に包囲されてしまった。

ＧＭ：シャールズベリはアガルタ公国攻撃軍に四方を囲まれ、脱だつ出しゆつする隙すきもありません。

チコ：なんですと!?

ギデオン：はえ――よっ!!

チコ：これは、あらかじめ下準備がしてあったっすね。

ＧＭ：周到な準備がされてるいようです。軍師の視点でチコが敵の陣立てを見ると、水も漏もらさぬ見事な包囲網もうだと分かります。この包囲を気づかれずに突破することは不可能です。

ギデオン：マルセルは本当に無駄に有能だ（笑）。

チコ：例えば飛ひ翔しよう符ふを使って、飛んで逃にげ……ようとしても、撃うち落とされるだけっすよね。

マルセル：そうだな。ビルベリ包囲の件けんで学習したので、上空を通つう過かされないように対たい策さくをしているだろうな。

チコ：くっ、さすがはフェリタニア合衆国軍ぐん師し！　無む駄だに有ゆう能のうっす！（笑）

ギデオン：じゃあ、俺おれは城じよう壁へきから敵陣を眺ながめて「くっ……見ろよ、色んな国の軍旗見えるぜ。明らかに寄よせ集あつめの軍隊なのに、何でこんなに連れん携けいが取れてるんだ!?」と歯ぎしりをする。

チコ：きっと、マルセルさんが指し揮きを執とっているに違ちがいないっす。あの人、有能っすから。

ギデオン：本当に無駄に有能だな！

マルセル：ほっとけ！（笑）

ギデオン：しかし、マルセルなら、マルセルならきっとどこかで裏うら目めに出るはず……。

ＧＭ：ロッシュが神しん妙みような面おも持もちで「しかし、アガルタ包囲網の総そう大だい将しようは、アキナ・ブルックス殿どのです。第一の騎士自らが出てきている以上、そう簡かん単たんに布ふ陣じんが揺ふらぐとは思えません」と言います。

アキナ：すみません。現状では手加減できなくて……。

ギデオン：ですよね～～（笑）。この合衆国に勝ち目が無い以上突破口はこれしかない！　援軍はまだか！　援軍は!!

ＧＭ：……では、マスターシーンでやるつもりでしたが、援軍の状況を描びよう写しやしましょう。

一同：おっ！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　グラスウェルズ王都ベルクシーレ。

　その王おう城じようで、若わかき国王フィリップが命令を下す。

「アンソン伯はく、直ちに動員可か能のうな全兵力をもって、シャールズベリの救きゆう援えんに向かえ！」
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　グラスウェルズ王国軍師アンソン伯はひざまずき受命した。

「アンリ軍の動きに合わせ、すでに幻げん竜りゆう騎き士し団だんと白はく竜りゆう騎士団をアガルタ公こう領りよう付近に展開済ずみにございます」




ギデオン：さすがアンソン。有能ナリ！

チコ：……菊きく池ちさん、もしかして七巻でも同じことをいったっすか？

ギデオン：……うん。

マルセル：完全に行動を読まれてる（笑）。

ＧＭ：そして一方……。

一同：おおっ？




　波を蹴けたてて艦かん隊たいが南下していた。

　目指すはシャールズベリ。




アキナ：艦隊ということは……。

チコ：バウエス領りようの援軍っす！

ＧＭ：正せい解かいです。では演えん出しゆつを続けますね。




「なあ、兵隊クン。なんで俺たち船に乗ってるんだ？」

　顔を蒼そう白はくにして船ふな酔よいに耐たえているらしい偉い丈じよう夫ふに、メガネにベレー帽ぼうを被った生き真ま面じ目めそうな男が面めん倒どうくさそうに答える。

「何度も説明したろ、シャールズベリに補ほ給きゆう物ぶつ資しを送おくり込こめるように制せい海かい権けんを確かく保ほするんだと」




マルセル：織お田だ信長と戦った石山本願寺や、アレクサンドロスと戦ったテュロスがそうだけど港こう湾わん都市はなかなか落ちないからなあ。

ＧＭ：なお、この策さくはバウエス公領の軍師、グレイ・ウォーデンの指し示じによるそうです。先ほどのシーンで、これにチコも関わっていたことになりましたが（笑）。

マルセル：『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』や『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』のＰＣ（カルロス、バヤン）が出てくるのは不思議な気分だなあ（笑）。
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ＧＭ：とまあこんな感じで、援軍が近づいています。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：とはいえ、今のところ状況はアガルタ公国に不利であることに変わりはありません。ロッシュは言います「チコ。すまないけれどギデオンさんとふたりでシャールズベリから脱出してくれないか？」

チコ＆ギデオン：な、なんですとーっ！

ＧＭ：ロッシュは「おふたりをこれ以上危き険けんな目にあわせるわけにはいかないよ。何としてでも、おふたりは無事にビルベリへ戻っていただく。ヒルダさんとも約束したしね」と言います。

ギデオン：ロッシュ……ありがとう！（ぎゅっと手を握にぎる）今回、俺の任にん務むは、チコを守ること！　ふたりでがんばって脱出するよ！（笑）

チコ：助走をつけて、おっちゃんに跳び蹴りするっす！　とう！
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ギデオン：いてぇ！　何しやがる毒三下!?

ＧＭ：「チコ、君はメルトランド人の希望を宿しているんだ。だから何としても生いき延のびてもらわないと困こまるんだ」

チコ：ロッシュさん……。

ＧＭ：「幸い、海上はまだ封ふう鎖さされてない。船で脱出すればバウエス公の艦隊に救助を求められるだろう」

チコ：……いやっす！　オイラ逃げないっす！

ＧＭ：「チコ、言うことを聞くんだ！」

チコ：いやっす！　このままオイラが逃げれたとしても、この大陸の人々は、誰だれも幸せになれないっす！

ＧＭ：「だが、聖せい樹じゆを宿している君にもしものことがあったら……」

チコ：たとえ聖樹を守ったって、メルトランドの人たちがいなくなったら意味ないっす！




　チコは懸けん命めいに訴うつたえた。

「オイラ〝偉い大だいなるヒース〟のお爺じいちゃんにも約束したっす！　オイラがメルトランドの人たちの希望になるって！」
















ＧＭ：ロッシュは「チコ……」と言ったきり黙だまります。周囲の臣下たちの中には感かん情じようを抑おさえきれずに泣き出す人もいます。

アキナ：チコちゃん……。

ギデオン：チコ……成長したんだな。お前。

チコ：……ＧＭ、さっきフェリタニア軍の包囲に隙はない、包囲をかいくぐって抜ぬけ出だすのは無理って言いましたよね？

ＧＭ：はいそう言いました。

チコ：なら、「包囲をかいくぐらない」ならどうっすか？

ＧＭ：では、チコは【知力】判はん定ていをしてください。難易度は20です。

ギデオン：結けつ構こう高いな……。

チコ：（ダイスを振ふる）23で成功っす！

ＧＭ：アガルタ包囲網を突とつ破ぱするのは基き本ほん的てきに無理ですが、包囲網の中にいる特定の人物となら接せつ触しよくできるかもしれません。

ギデオン：接触？　……誰と？

チコ：おっちゃんも、もうわかってるはずっす。

ギデオン：ま、まさか……。

チコ：そう、そのまさかのマルセルさんっす。

ＧＭ：チコのその発言により、アガルタ公国の面々は驚きにざわつきます。

チコ：オイラ、マルセルさんと面識があるっす。あの人は話が分かる人っす。

ギデオン：……そういえば、俺たち、あいつの命の恩人だったじゃないか！

チコ：そうっすよ！

ＧＭ：ロッシュは「説得ができるとでも？」とチコに問います。

チコ：少なくとも事情を探れるっす。マルセルさんは、なんの理由もなくアガルタ公国を攻めるような人じゃないっす！

ＧＭ：ロッシュはしばらく悩なやみ「……危険だと思ったらすぐに逃げるんだよ？」と言います。

チコ：もちろん！　でも、マルセルさんとは知り合いっすから大丈夫っす。それに、おっちゃんもいてくれるっすし！

ギデオン：おう。いざとなったら、チコを抱かかえて飛んで逃げるくらいはしてやる（笑）。

ＧＭ：ロッシュは辛そうな表ひよう情じようのまま「……チコ、本当に申もうし訳わけない。シャールズベリを……いやメルトランドの人々を救ってくれ」と頭を下げます。

チコ：任せるっす！　それじゃあ、オイラ行ってくるっすよ。

ＧＭ：「無事を祈っているよ。……ギデオンさん、チコのことを、よろしくお願いします」

ギデオン：もちろんさ、こう見えても俺はときどき頼たよりになるんだぜ！

ＧＭ：では、チコとギデオンがこっそりアガルタ包囲網の本ほん陣じんへと向かったところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 05◆秘ひ密みつ兵器




　シャールズベリに布陣する合衆国軍の天幕の中。

　できれば顔を見たくない人物から、マルセルは呼び出しを受けた。

　それは、今やメルトランド軍の司令官に収おさまったアベルからのものだった。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーはマルセル。アキナも登場してください。場所はシャールズベリに布陣しているアガルタ公国攻撃軍の本陣です。ふたりはアベルからノルウィッチにある軍の倉庫に来るように言われます。

アキナ：わざわざアベルと顔を合わせないといけないの？　嫌いやだなぁ……。

マルセル：アキナ、まだこらえてくれ。……ではふたりで呼び出された場所に行くぞ。

ＧＭ：アベルはすごくにこやかな顔をして出で迎むかえます。「アキナ殿、マルセル殿。ふたりにどうしても見せたいものがあるのだ」と言います。

アキナ：何を見せたいんですか？（複ふく雑ざつな表ひよう情じようで）

マルセル：北方から迫るグラスウェルズ王国軍への対策もある。なるべく手短に頼みたい。

ＧＭ：「ふふ、僕の用件も重要なことであるには違いない。我がメルトランド軍の秘密兵器を披露しようと思ってね……」

アキナ：なんか、すご～く、嫌な予感がするんですけど。

ＧＭ：「総司令殿と軍師殿に僕ぼくの力を把は握あくしてもらいたいのだ。これも任務のうちだろう」

アキナ：だって、嫌な現げん実じつを見たくないんですっ！（笑）

マルセル：こらえるんだ、アキナ。

アキナ：（しぶしぶと）は～い。じゃあ、アベルさんの言う秘密兵器を見に行きます。

ＧＭ：では、アベルに連れられ、ふたりはメルトランド軍の陣内の一画にやって来ました。そこには……。

アキナ＆マルセル：そこには？

ＧＭ：列車のような形をしたゴーレムらしき物体が置かれています。

アキナ：……え？　列車……ですか？

ＧＭ：はい。アベルは自じ慢まん気げに言います。「これは、トレインゴーレム。五両編成からなる、無む敵てきの突とつ撃げき兵器なのだ！」
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アキナ：うわぁ、すごい兵器ですねぇ！　これなら、どんな守りも蹴け散ちらせますね！　すごーい、悪役みたーい！（←超棒読み）

チコ：アキナさんが嫌いや味みを言ってるっす！（笑）

ギデオン：嫌味を言うようなキャラじゃなかったのに……（笑）。

アキナ：グリンダたちのやり口が汚きたないせいで、あたし、すっかりスレちゃいましたよ！（一同笑）

ＧＭ：「これは大陸でひとつしかない特とく殊しゆな兵器でね。見てくれ、この先頭車両を！」　トレインゴーレムの先頭部分は、美しい流線型をしています。

アキナ：「フォルムはきれいかも……」　触さわってみてもいいのかな？

ＧＭ：「おっと、危き険けんだから、触らない方が良い。特別なものを積んでいるんだ」

アキナ：聞きたくないけど、聞かなきゃいけないんだろうなぁ、これ……。

マルセル：代わりに私が訊きこう。「アベル殿、トレインゴーレムは何を搭とう載さいしているのだ？」

ＧＭ：「時じ限げん式しきの焰えん硝しよう石爆ばく弾だんを搭載している」

アキナ：やっぱり焰硝石爆弾だ～！　隠かくしておけって言ったのに、持ってきたの!?（一同笑）

ＧＭ：「どれほど堅固に守備でも、トレインゴーレム一発で粉ふん砕さいできる。素晴らしいだろう？　北方から迫るグラスウェルズ軍も恐れるに足りずだ」

アキナ：こんな兵器、どこから買いつけたんですか？

ＧＭ：「ゴルドレイ商会の、レディ・ゴルドレイ殿からだ」
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アキナ：うわ～～ん！　ゴルドレイさんの名前をまた聞くとは思ってなかったよう！（笑）

ＧＭ：アベルはニヤニヤ笑いながらアキナを見ています。

アキナ：あたし、アベルを殴なぐりたい！　でも、マルセルさんがＧＯサインを出してくれないから、まだ我が慢まんします！（一同笑）

マルセル：『サガ』シリーズで焰硝石爆弾を使おうとして、成功した試ためしはないんだがな。

チコ：アベルさんに、壮そう大だいな負けフラグが立ってるっすね……（笑）。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ、専せん門もんの運転士を連れてきている。安心したまえ」と、女じよ性せいを紹介します。トレインゴーレムの機関士、女性エクスマキナのルチアーナ・バローネです。




ルチアーナ・バローネ

（？歳／女／エクスマキナ　投とう稿こう者しや：静岡県　ハイガさん）

　エクスマキナの女機関士。錬金術の心得もある女性で、大型ゴーレムの整備・設計などに情熱を注いでいる。様々なことに対して几帳面で、正確を期した行動をする。元メルトランド出身で一時期国外にいたが、近年フェリタニア軍に志願した。
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ＧＭ：ルチアーナは、「安全運転を心がけます。どうぞよろしくお願いします」と礼れい儀ぎ正ただしく頭をさげます。

アキナ：機関士ってことは、トレインゴーレムの焰硝石爆弾が爆ばく発はつした場合、巻まき込こまれて死し亡ぼうしちゃいますよね。ということは、うかつに焰硝石爆弾を発動させないはず……。

マルセル：何も知らされてない一いつ般ぱん兵かもしれないし、死も厭わない覚かく悟ごで挑いどんでいるのかもしれない、まだ、判はん断だんのしようがないな。

アキナ：ルチアーナさんは、アベルさんに騙されているだけだと思いたい……。「よろしくお願いしますね。くれぐれも、事じ故こを起こさないように」

ＧＭ：「はい。重要な兵器ですので、安全運転を心がけます」では気が済んだのか、アベルはルチアーナを引き連れ、このシーンから退たい場じようします。

アキナ：……（じーっとマルセルを見つめる）。
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マルセル：……（首を横に振ふる）。

アキナ：……マルセルさんのＧＯサインが出ないから、まだ我慢します（一同笑）。

マルセル：まだ辛しん抱ぼうしてくれ。ドランとギィから連絡が来るまで待つんだ。

アキナ：……はい。

ＧＭ：では、ここでシーンを終了します。







◆Middle 06◆エンジェルファイヤーのもとへ




　シャールズベリを抜ぬけだし、チコとギデオンはアガルタ公国攻撃軍の陣へと侵しん入にゆうしていた。

　目指す先は、軍を率ひきいている、アキナとマルセルがいる天幕である。




ＧＭ：さて、お待たせしました！　エンジェルファイヤー側とゲッタウェイ側が合流するシーンとなります。シーンプレイヤーはチコで、みなさん全員登場となります。

チコ：やった！　アキナさんに会えるっす！（わくわく）

ＧＭ：場所はアガルタ公国攻撃軍の、アキナとマルセルに割わり当あてられた天幕。アキナとマルセルのもとへ、チコとギデオンがそっと侵入してきます。

ギデオン：ふふふ、エクスプローラーの俺がいれば、侵入などたやすいということだ！（胸むねを張はる）




　実はこの侵入については今後に関係する伏線になっています。

　それがわかったときにプレイヤーのみなさんがどんな顔をするのか、ＧＭをやっていて楽しい瞬間です（笑）。




マルセル：ではふたりは私わたしが「アベル殿、トレインゴーレムを持ちだすなど、やりすぎではないか……」と状況を不ふ審しんがるので、そこに登場して欲ほしい。

ギデオン：さっきのシーンを受けての演えん出しゆつってことか。いいんじゃないかな。

チコ：マルセルさんが状況を怪あやしんで、見回りのために天幕を出ようとしたところで、オイラたちと鉢はち合あわせになるっすね。

マルセル：では、天幕を出た瞬しゆん間かん、ギデオンとチコの姿すがたを発見して、硬こう直ちよくする（笑）。「どうやって、侵入したんだ……」

ギデオン：よぉ、かつての命の恩おん人じんがやって来たんだから、もうちょっと嬉うれしそうな顔をしろよ（笑）。

マルセル：「とにかく天幕に入れ。見つかるとマズい」とふたりを天幕の中へ押おし込こむ！

アキナ：マルセルさん？　その人たちは？

マルセル：「先だって話をしたと思うが、ビルベリで世話になった人たちだ」　ビルベリでの一件は、ギルドメンバーに話をしていたことにしよう。

チコ：以前ビルベリで軽くご挨あい拶さつしたかと思うっすが、改めまして、オイラはチコっす！

ギデオン：俺はギデオンだ。

アキナ：あたしはアキナ・ブルックスと申します。マルセルさんから、お話は伺うかがってます！

チコ：話を聞いているってことは……。

アキナ：チコちゃんが、〝偉い大だいなるヒース〟を宿しているという噂うわさは聞いてるよ～（笑）。

チコ：ひーっ！　芽は刈かっちゃダメっすからね？（帽ぼう子しを押おさえる）
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アキナ：あたしはメルトランド生まれだもん。〝偉大なるヒース〟に危き害がいを加えたりしないよ（笑）。
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チコ：ほっ、良かった（笑）。

マルセル：……まずは、何故お前たちがここへやって来たのか、話してもらおうか。

ギデオン：ちょっと野や暮ぼ用ようがあってシャールズベリにいたんだ。そしたら、あっという間に包囲されてな、ヒドイ目にあっちまったよ～。

チコ：包囲網を解といてもらおうと思って、話し合いに来たっすよ。

マルセル：ビルベリの人間であるお前たちが、我われ々われと話し合いをしに……？

チコ：そうっす。マルセルさんなら、話せば分かってくれると思って。

マルセル：……お前たちが本来いるべきビルベリはどうなったんだ？

ギデオン：詳くわしい状況は分からん。現げん時じ点てんだと、俺たちも連絡は取れてないんだよなぁ。

チコ：伝心の人形は不通、転送石も発動しなくて……連絡も取れなければ、すぐに戻もどる手段もないっす。

マルセル：なるほど。最後にビルベリを見たのはいつだ？

ギデオン：数日前かな。シャールズベリからメルトランド領の中心へとゆっくり向かっていくのを見み届とどけたのが最後だ。

マルセル：ＧＭ、我々が行軍している間に、ビルベリを見かけたか？

ＧＭ：いえ、特に見かけませんでした。

マルセル：となると、行軍ルートとは違ちがうルートで動いているようだな。

チコ：一応、「ビルベリを攻せめ落おとしたり、してないっすよね？」と聞いておくっす。プレイヤーは分かってても、ＰＣは状況を分かってないっすから。

アキナ：してないよ。ノルウィッチからここまで、寄より道みちせずに来たから。

チコ：良かったっす～（ほっ）。

ギデオン：さて、話を戻すか。「ピアニィが戻ってきたことは分かったが、なぜアガルタ公国を攻めるんだ？」

マルセル：それは……。




　と、この天てん幕まくの中へ、一匹ぴきのアナコンダが入ってきます。




チコ：ひいっ！　何で蛇へびが!?

ＧＭ：アナコンダは、しゅるしゅるとアキナとマルセルの方へ近づきます。ふたりは分かりますが、このアナコンダはギィのアニマルメッセンジャーです。

アキナ：チコちゃん、怖こわがらなくて平気だよ。これは、あたしたちの仲間のアニマルメッセンジャーだから。

チコ：え？　そうなんすか？

アキナ：「うん」　アニマルメッセンジャーから手紙を受け取って、読みます。

ＧＭ：手紙の内ない容ようは、スリスとイザベラを救出したというものです。

アキナ：スリスちゃんたちは無事なんだね！　よかったぁ……！

チコ：ビルベリはノルウィッチ方面に向かっていったっすよね。ヒルダお姉ちゃんたちについて、何か言げん及きゆうされてないっすか？

ＧＭ：「ああ、ノルウィッチにビルベリが横付けされてる。ヒルダたちも俺らと一いつ緒しよにいるぜ」（一同笑）

チコ：手紙が答えた！（笑）

ＧＭ：詳しよう細さいは『デスマーチ』七巻で語られていますが、ギィからの手紙は「ヒルダたちビルベリの協力があって、スリス陛へい下かたちを救出できた。ただ、グリンダは逃にげだし、捕つかまえることができなかった」という内容になっています。

マルセル：よし、これで戦争を回避することができるぞ！

チコ：本当っすか？

マルセル：ああ、偽のピアニィからスリス様が実権を取りもどしたのなら、あとはアガルタ公国攻撃軍を撤収すればいいんだ。

チコ：もうロッシュさんが戦わなくってもいいっすね！

アキナ：よかったねチコちゃん。

ギデオン：なるほどグリンダが逃とう亡ぼうしたのか。ギィやドランがやってくれたようだな。……嫌いやな予感がするな。

チコ：嫌な予感？

マルセル：確かにグリンダは、あのやっかいな変身能力を持つ上に、個人戦闘力も高く色々な意味であなどれないからな。だが……。

ギデオン：ま、待て！

マルセル：あのグリンダという女は有能だ。失敗の直後、準備不足のまま、強引にことを進めることは、まず間違い無くないだろう！

ギデオン：お前は、そんなことを言うなぁぁぁぁっ！

ＧＭ：さて、マルセルが何ごとか言いかけた時、突とつ然ぜん天幕が切きり裂さかれ、武ぶ装そうしたエクスマキナたちがなだれ込こんできます。「アキナ殿、マルセル殿、お命頂ちよう戴だいする！」

一同：や、やっぱり！

チコ：ちょっとマルセルさーん。わかってて裏目やってないっすかぁ!?

マルセル：い、いやそんなことは……。

ＧＭ：さて、何が起きるのか、詳しくは次の戦闘シーンで。

一同：戦闘シーンかいっ！
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◆Middle 07◆機械種族の襲撃




　思いも寄らぬ報せにより、戦争が回避されたかに思えたが、謎の刺客の襲来に直面するアキナたち。

　その目的はいったい何なのか!?




ＧＭ：というわけで、アキナとマルセルを標的にした謎のエクスマキナたちが襲いかかってきます。シーンプレイヤーはアキナです。

アキナ：あたしたちが目的!?　どうして……？

マルセル：分からん。だが、この天幕に来たということは、我々が目的なのは間ま違ちがいないな。

アキナ：そっか。チコちゃんたちは、こっそりやって来たんですもんね。

ギデオン：俺は慌あわてふためいてるぞ。「ちょっと、ヤバくないか!?　チコ、逃げるぞ！」

チコ：逃げちゃダメっす！　ここでアキナさんたちがやられてしまったら、誰もアガルタ公国攻撃軍を止められなくなっちゃうっす！

ギデオン：だが、攻撃軍を止めるうんぬんより、まずは自分の命が……。

チコ：理由は分からないっすが、フェリタニアが強きよう攻こう策さくを推おし進すすめれば、いずれビルベリにも火の粉は降ふりかかってくるっす。ここで腹はらを割わって話しておいた方がいいっすよ！

ギデオン：ちっ、しかたねぇな。「とりあえず、このエキスマキナたちをお縄なわにかけてから、ゆっくり話そうぜ？」とアキナたちに声をかける。

アキナ：はい！　あ、でも……（ちらりとマルセルを見る）。

マルセル：（笑って）よく耐たえたな。アキナ、もう我が慢まんしなくていいぞ。

アキナ：（満面の笑みで）「はい！」　勢いきおいよく剣を抜ぬきます！

チコ：アキナさんが超嬉しそうっす！（笑）

ＧＭ：侵入してきたエクスマキナたちのリーダーが叫びます。「わしの名は〝神殺しチェーンソー〟のキッコリー。アキナ・ブルックス、マルセル・ベルトラン、おぬしらの命、もらい受ける！」




〝神殺しチェーンソー〟のキッコリー

（男／一〇歳／エクスマキナ　投稿者：千葉県　さしみとんかつさん）

〝大崩壊〟後に悪化したエクスマキナ迫害に抵抗するため、戦国メルトランドで活動するテロリスト。元々は森林伐採用に造られたエクスマキナであり、右腕がチェーンソーになっている。
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チコ：武ぶ器きの名前がついたふたつ名……バルムンク関係者!?

ギデオン：そうみたいだな……。

アキナ：（チコに向かって）あのね、あたしもできれば戦争はしたくないの……。でも、詳しいことは、この戦いを乗り切ってからだね。今は一いつ緒しよに戦ってくれる？

チコ：もちろんっす！

ＧＭ：配置の説明をします。ＰＣは四人全員で１エンゲージ、そこから５メートル離はなれた位置にエクスマキナテロリスト三体が１エンゲージでいます。そこからさらに５メートル、ＰＣからだと10メートル離れた場所に、キッコリーがいます。

ギデオン：エクスマキナテロリストって、モブ？

ＧＭ：モブです。フードを被ったエクスマキナが、三〇ほどいるイメージです。




●第一ラウンド

行動値

チコ　　　　　　　　　　　　　　　　22

ギデオン　　　　　　　　　　　　　　21

アキナ　　　　　　　　　　　　　　　15

マルセル　　　　　　　　　　　　　　14

〝神殺し〟のキッコリー　　　　　　　14

エクスマキナテロリストＡ、Ｂ、Ｃ　　12
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ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアッププロセス。まずはチコから。

チコ：《アンパッサン》使って移い動どうしとくっすか？

ギデオン：【ＭＰ】は大事だし、ギルドサポートの《陣じん形けい》でもいいんじゃねぇか？

チコ：了りよう解かいっす。では、ギルドサポートの《陣形》を使って指示するっす。おっちゃん、前に出て敵の動きを抑えるっす！

ギデオン：おう。俺は短剣を構えつつ、エクスマキナテロリストとエンゲージ。俺がこいつらを排はい除じよして、アキナにはキッコリーまで突つき進すすんでもらう……つもり（笑）。

チコ：オイラは移動しないっす。自分のスキルは、今回は使用しないっす。

ギデオン：次は俺の番。《グラスホップ》で回かい避ひ判定のボーナスをもらっておこう。軽けい快かいに飛とび跳はねて、敵てきが狙ねらいを定めにくくしてやる（笑）。

アキナ：あたしは特にありません。ギルドサポートも使わなくて平気……ですよね？

マルセル：そうだな。さて、私は《マインドマスター》を使用し、《コーデックス》＋《メンターアーツ》をして、アキナへ《スピリチュアルウェポン》をかける。《コーデックス》のクラス指定はアコライトだ。（ダイスを振る）出目11で、《スピリチュアルウェポン》は発動成功。このシーンの間、アキナのダメージが10点上じよう昇しようだ。

ＧＭ：了解です。マルセルの放った魔力がアキナの剣に宿り、威力を強化しました。

アキナ：ありがとう、マルセルさん！

ＧＭ：では、キッコリーの番。《エンジン始動》というオリジナルのエネミースキルを使って、チェーンソーを使用できる状じよう態たいにします。




　キッコリーの右腕から、轟ごう音おんが鳴り響く。

　チェーンソーに内蔵された動力機関が起動し、刃が回転し始めたのだ。

　アキナたちを威い嚇かくするように、チェーン状の外歯が甲高い音を立てる！




チコ：ひーっ!?　斬られたら、すげえ痛そうっす！　おっかないっす！

ＧＭ：びびるチコに、キッコリーはにやりと笑みを浮かべます。ただ、このスキルを使うと、キッコリーはＨＰロスを受けるんですよね（一同笑）。最後に、エクスマキナテロリストは三体とも《間合い》を使用します。

ギデオン：げっ、エンゲージから離脱するスキルか！

ＧＭ：そのとおり。というわけで、エクスマキナテロリストたちは、華麗にステップを踏むギデオンの脇を抜けて、アキナたちのエンゲージへと移動します（一同笑）。

ギデオン：俺の移動が無む駄だになった!?（一同笑）

ＧＭ：「あのおっさんは放ほうっておいても害ないな」という表情を浮かべて、エクスマキナテロリストはドドドッとアキナたちに群むらがりました。
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ギデオン：ひ、酷い！　何のためにギルドサポートを使ったと思ってるんだよ！（笑）

ＧＭ：そんなこと言われても困こまります（笑）。焦あせるギデオンに、キッコリーが「ハハハハ、勝ちを焦りすぎたな！」と高笑いします。

ギデオン：くっそーっ！（笑）

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。このタイミングで使用するスキルがないのでしたら、【行動値】順にメインプロセスを回していきます。

ギデオン：特にないぞ。

チコ：じゃあ、オイラからっすね。……とりあえず、目の前のエクスマキナテロリストを倒たおすしかないっすよね。

ギデオン：そうだな。そうしないと、アキナが前に進めない。

チコ：了解っす！　ムーブアクションで《ランニングセット》から《マジックブラスト》を使用。マイナーアクションは《クラッシュバリア》、メジャーアクションに《ダブルキャスト》で《ウォータースピア》を二回使用するっす。対象はエクスマキナテロリスト三体！

ＧＭ：チコの魔術が完成すると、巨大な水の槍やりが次々と生まれ、エクスマキナテロリストへと雨のように降り注いでいきます。では、命中判定をどうぞ。

チコ：一発目は、《マテリアルコンポーネント》でサファイアを使用して、ダメージを上昇させるっす。（ダイスを振る）命中は31っす。

ＧＭ：（ダイスを振る）エクスマキナテロリストは三体とも、回避失敗しました。

チコ：なら、ダメージロールに《マジックフォージ》を乗せるっす！　（ダイスを振る）[image: 109]点、〈水〉属ぞく性せいの魔法ダメージの【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】無視！
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ＧＭ：（計算をして）けっこうダメージが来たなぁ……。チコが降ふらせた水の槍は、エクスマキナテロリストたちの装甲をやすやすと貫通し、ダメージを与えていきます。初手からの大技に、エクスマキナテロリストたちが「いきなりか!?」と悲鳴を上げます。

チコ：これで相手は［放心］！　メジャーアクションとリアクションにマイナス１Ｄ、回避判定は《マリッド・ストリーム》の効果で、さらにマイナス１Ｄのペナルティっすよ！

ＧＭ：きついなぁ。水の槍に貫かれた衝撃によって、エクスマキナテロリストたちは体勢を崩し、動きを鈍らせます。

チコ：そこに二発目の魔法が襲い掛かるっすよ。今度は《バリアントマジック》で魔ま術じゆつを強化するっすよ。さらに《マテリアルコンポーネント》でサファイアを使って……（ダイスを振る）命中は25っす。

ＧＭ：クリティカル以外は回避できません。でも、エクスマキナテロリストは、ダイスが１Ｄしか振れず、クリティカルが発生しません。自動的に三体とも命中です。

アキナ：チコちゃんの与えた［放心］が効いてますね！

チコ：ダメージロールは……（ダイスを振る）95点、〈水〉属性の魔法ダメージ。さっきと同じく【魔法防御力】は無視っす。

ＧＭ：体勢を崩したエクスマキナテロリストたちを、再び水の槍が貫いていきます。連続で攻撃を受けたエクスマキナテロリストはもはやボロボロですよ。

チコ：やった！　オイラにかかれば、ざっとこんなもんっす！




　ガッツポーズを取るチコ。

　今のチコの一撃はなかなかの威力でした。あと一撃受ければ、エクスマキナテロリストたちは倒れるでしょう。しかし、彼らにはちょっとした仕掛けが施してあるのです。

　その仕掛けとは―――。




ＧＭ：（にやりと笑い）おっと、喜ぶのはまだ早いですよ。エクスマキナテロリストたちはボロボロですが、まだ倒れていません。そして、傷だらけになりながらも瞳をギンッと赤く輝かせ、突然、体内で魔力を増幅し始めます。

チコ：え？

ＧＭ：ここでエクスマキナテロリスト三体が、オリジナルエネミースキル《ラストボム》を使用。【ＨＰ】が50以下（かつ１以上）になると発動するもので対象は範はん囲い（選せん択たく）、射しや程ていは至し近きんのスキルで、チコたちのエンゲージに魔術による自じ爆ばく攻撃を仕掛けます！

チコ：ぎゃーっ!?

マルセル：私とアキナも巻まき添ぞえか……。

ＧＭ：ちなみに、イニシアチブプロセスは発生しませんが、エクスマキナテロリスト一体ごとにメインプロセスが発生するので、《ラストボム》一発ごとに《プロテクション》を張ることはできます。

マルセル：なるほど。……さて、やり過すごすことができるか？

ＧＭ：では、行きます。まず、エクスマキナテロリストＡ。（ダイスを振る）命中は25。重傷とは思えないほど俊敏な動きで、チコたちに抱きつこうと飛び掛かります。

ギデオン：三回連続で攻撃を受けるのは、さすがにマズそうだな……。一発目は俺が阻そ止しする。《ストップトラップ》で妨害を試みるぞ。

ＧＭ：分かりました。では、判定をどうぞ。

ギデオン：《ダンシングヒーロー》を使用して、ダイスを増ふやす。（ダイスを振る）達成値が32だから、エクスマキナテロリストＡの攻撃は失敗だ！　俺のところをすり抜ぬけていく時、密かに自爆装そう置ちを傷きずつけておいたのさ！

ＧＭ：では、エクスマキナテロリストＡの《ラストボム》は、ギデオンのしかけによって不発に終わりました。エクスマキナテロリストＡは、自爆装置が壊れているのに気づき、「あの一瞬の交錯で自爆装置に傷を!?　くっ、無念だ……」と呟いて、がくりと膝をつきます。

ギデオン：よし！　これで一体分はしのげたな。にしても危ないヤツらだ。

ＧＭ：彼らは目的のためならば、自分の命も使う決死隊ですからね。では、エクスマキナテロリストＢの《ラストボム》。

チコ：命中判定に《ブランダームーブ》でダイスペナルティを与えるっす！　敵が狙いを定められないように、ちょこちょこ動いて攪乱。捕まえられるものなら、捕まえてみるっす！

ＧＭ：うっ……ダイスが一個こしか振れない。（ダイスを振る）命中は17です。チコに幻惑されたエクスマキナテロリストＢは、仲間同士でぶつかったりと、動きを乱していきます。

マルセル：では、《パトロナイズ》。魔術判定で17以上出せれば、攻撃を失敗にできるぞ。２Ｄ＋14で17以上なのだから、楽勝だな。（ダイスを振る）18で成功だ。

ギデオン：ギリギリじゃねぇか！　どこが楽勝なんだ!?（笑）

アキナ：マルセルさんらしいです。でも、攻撃を止められてよかったぁ（笑）。

ＧＭ：むう、また阻止されてしましましたか。チコの策で動きが鈍ったエクスマキナテロリストＢは、マルセルの展開した魔力障壁に弾き飛ばされてしまいました。

マルセル：やれやれ。次が最後か。

ＧＭ：はい、エクスマキナテロリストＣの《ラストボム》です。（ダイスを振る）むっ、出目が悪い……命中は20です。

チコ：オイラ、回避は２Ｄ＋10っす。（ダイスを振る）16で回避失敗。

マルセル：私は２Ｄ＋６。（ダイスを振る）13で回避失敗だ。

アキナ：２Ｄ＋７。（ダイスを振る）13で回避失敗。マルセルさんかチコちゃんを《カバーリング》しようかと思うんですが……。

ＧＭ：参考までに言っておきますと《ラストボム》は魔法ダメージです。

マルセル：チコより私の方が【魔法防御力】が高い。アキナ、チコをかばってやれ。

アキナ：分かりました！　では、チコちゃんを《カバーリング》します！

ＧＭ：了解です。では、エクスマキナテロリストＣは、アキナとマルセルを捕らえた瞬間、自爆装置を起動。大爆発を起こします。（ダイスを振る）81点、〈火〉属性の魔法ダメージ！

マルセル：そのダメージなら、私はまるまる食らっても倒たおれないな。よし、アキナへ《プロテクション》。（ダイスを振る）56点軽けい減げんだ。

アキナ：16点ダメージだけれど、《カバーリング》の分もあるから、トータルで32点ダメージを受けました。

マルセル：私は60点ダメージを受けた。……やれやれ、何とかしのげたか。

ギデオン：ちとやばかったが、これで雑魚はいなくなったな。あとはキッコリーだけか。




　自爆による波状攻撃を防ぎきり、ほっと息を吐く一同。

　だが、その直後、停止したはずのエクスマキナテロリストたちの双眸が怪しく輝く。




ＧＭ：おっと、気を抜くにはまだ早いですよ。エクスマキナテロリストは、【ＨＰ】０になった瞬間、《スタンドアップボム》というオリジナルスキルを使用。ラウンド一回、戦闘不ふ能のうから復活し、【ＨＰ】[image: 100]まで回かい復ふくするスキルです。自身には使用できないので、エクスマキナテロリストＡがＢに、ＢがＣに、ＣがＡに使います（一同笑）。

ギデオン：うおっ、しつけえな！（笑）

ＧＭ：停止したエクスマキナテロリストの胸から小型爆弾が射出され、爆発と同時に回復の魔力を散布。それを受けたエクスマキナテロリストたちが、次々と再起動していきます。

マルセル：もう一度立ち上がったか。厄やつ介かいだな。

ギデオン：仕方ねえ。次は俺だ。もう一回ぶっ倒すさ。……しかし【ＨＰ】をうかつに残すと、また《ラストボム》が発動しちまうんだよな。

アキナ：一気に【ＨＰ】を０にしないとなんですね……。

ギデオン：そういうこと。ここはひとつ、気合入れていくか。ムーブアクションでチコたちのエンゲージに移動。マイナーアクションで《ソードダンス》を使用してダメージを上げて、メジャーアクションは《ゲイルスラッシュ》。
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チコ：これで《ワイドアタック》で二回攻撃できるっすね。

ギデオン：おう。一発でいける気もするが、しくじったらやばいしな。あと《ワイドアタック》に《ワイドストーム》を乗せて、ダメージを上げておく。風のように駆けながら、立ち上がろうとしている敵たちに両手の短剣で攻撃だ。

ＧＭ：では、一発目の判定をどうぞ。

ギデオン：（ダイスを振る）命中は32。踊おどっているかのようになめらかな動きで、エクスマキナテロリストたちに刃やいばを走らせるぞ。

ＧＭ：こちらはチコから受けているペナルティがあるので、ダイスを振ふるまでもなく回避失敗です。ダメージをください。

チコ：《チェックメイト》で支援するっす！（ダイスを振る）ダメージに23点上乗せっす。

ギデオン：（ダイスを振る）こっちは[image: 140]点。チコの支援込みで[image: 163]点の物理ダメージだ。

ＧＭ：【物理防御力】を引いても[image: 100]点以上ダメージが来るので、全員、戦闘不能になります。エクスマキナテロリストたちは、ギデオンの振ふるうダガーによって斬きり伏ふせられました。

ギデオン：二発目は必要なかったか。勢い余ってこけそうになって、急ブレーキをかけるぜ。焦あせらせやがって。さて、あとはフェリタニア総そう司し令れいの実力を見せてもらうとするか。

アキナ：分かりました！　ムーブアクションでキッコリーのところへ移動。マイナーアクションで《フルスイング》、メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》。キッコリーに向かって、ストーマーを振り下ろします！




　アキナが一気に戦場を駆け抜け、キッコリーに肉薄する。

　そして放たれた一撃目。アキナは命中判定でフェイト１点を使用。マルセルも《結束》でフェイト１点を使って判定のダイスを増やし、クリティカルを狙うが―――。

アキナ：ああっ、《バトルコンプリート》で振り直してもダメでした。達成値28です。

ＧＭ：こちらの回避は……（ダイスを振る）全然ダメです。アキナの上段からの鋭い一撃を、キッコリーはチェーンソーで止めようとしますが、受けが間に合いません。

マルセル：では、アキナに《チェックメイト》。（ダイスを振る）ダメージに＋34点してくれ。

アキナ：（ダイスを振る）マルセルさんの支援を入れて、[image: 177]点の物理ダメージです。

ＧＭ：（計算して）まだ余よ裕ゆうですね。アキナの剣がキッコリーの肩に命中し、派手な金属音が鳴り響きますが、わずかに装甲を削れただけです。「なかなかやるが、その程度では――」

アキナ：（遮さえぎるように）二発目行きますよ！　（ダイスを振る）今度の命中判定は23です。

ＧＭ：クリティカル出ろ！　（ダイスを振る）来た、６ゾロ！　クリティカル！（一同笑）

チコ：そのクリティカルは、《ニゲイト》で打ち消すっす！　避けようとした瞬間、魔法の光で目をくらまして、動きを止めるっす！

ＧＭ：くっ……！　では、達成値22になりましたので、キッコリーは回避に失敗しました。

アキナ：チコちゃん、ありがとう！　（ダイスを振る）[image: 147]点の物理ダメージです！




　上段から一気に剣を振り抜いたアキナが、今度は腰だめに構えを取る。

　そして、放たれた横薙ぎの一撃は、敵の防御をすり抜け、見事に胴部に命中した。

　金属同士がぶつかる甲高い音が戦場に広がり、キッコリーの装甲がさらに削れていく！




ＧＭ：アキナの追撃を受けて、キッコリーの身体が衝撃に震えますが、その表情にはまだまだ余裕があります。「どうした？　わしはまだまだ動けるぞ？」

マルセル：ふむ、リーダー格だけあって、そう簡単にはやられてはくれないか。さて、私の番だが……。アキナか自分に《ヒール》をするのがいいかな。

アキナ：あたしはまだまだ余裕ありますから、マルセルさん自身を癒いやしてください。

マルセル：すまない。では、自分に《ヒール》。（ダイスを振る）出目３で発動成功。

ギデオン：おい、マルセル……さっきから、綱つな渡わたりな出目ばかりじゃねぇか？（笑）

マルセル：成功しているからいいのだ。（ダイスを振る）76点回復。【ＨＰ】が全ぜん快かいした。

ＧＭ：さて、キッコリーの番。目の前にいるアキナに、チェーンソーで襲いかかります。ムーブアクションは《ファストセット》＋《フルスイング》でダメージを上げます。マイナーアクションは《チェーンソー》というオリジナルエネミースキルを使い、【物理防御力】【魔法防御力】０でダメージ算出できるようにします。なお、ダメージ軽減も不ふ可かです。

アキナ：ええっ！

ＧＭ：メジャーアクションは《クロススラッシュ》。（ダイスを振る）一発目の命中は28です。キッコリーが右腕――うなりをあげるチェーンソーを勢いよく突き出してきます。
















アキナ：クリティカル以外は無理……（ダイスを振る）出目は７なので、回避失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 100]点の物理ダメージです。チェーンソーがアキナの胸元に命中。鎧と高速回転する刃がぶつかり合い、激しい火花が散り、衝撃が身体を貫きます。

アキナ：くうっ、これはキツい……。でも、他の人を狙ねらわれるよりは、あたしを狙って欲しいから、かまわない。「いいよ、あたしを狙いなさい！」

ＧＭ：するとキッコリーは瞳に憎悪の炎を灯して叫びます。「メルトランド人許ゆるすまじ！　積年の恨うらみを思い知れ！」二発目もアキナへ。（ダイスを振る）命中は30です。

アキナ：（ダイスを振る）回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 101]点の物理ダメージです。

アキナ：それは……倒たおれちゃいますね。【ＨＰ】が０になったので、《パーフェクトボディ》を使って、【ＨＰ】20点の状態で復ふつ活かつします。「そう簡単に、倒れたりしない！」

ＧＭ：「しぶとい奴め。次こそ仕留めてくれる！」それでは、クリンナッププロセスです。

チコ：おっちゃん、《トランスポジション》するから、アキナさんのエンゲージへ移動して欲しいっす。

ギデオン：いいぜ。次にアキナが狙われた時に、対たい処しよできた方がいいしな。

ＧＭ：分かりました。キッコリーは《暖だん機き運転》というオリジナルエネミースキルを使用。《エンジン始動》の効こう果かを、次のラウンドの終了時まで延えん長ちようします。

チコ：便利なスキルっすねぇ。

ＧＭ：その代わり、ＨＰロスを受けますけどね（笑）。では、第一ラウンドを終了します。




●第二ラウンド

行動値

チコ　　　　　　　　　　　22

ギデオン　　　　　　　　　21

アキナ　　　　　　　　　　15

マルセル　　　　　　　　　14

〝神殺し〟のキッコリー　　14




[image: ]




ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアッププロセス。

チコ：オイラは特にないっす。

ギデオン：俺は《ミステリアスダンス》を使って、キッコリーを踊おどりで挑ちよう発はつするぞ。（ダイスを振る）こちらは27。さぁ、【精せい神しん】で対決してもらおうか。

ＧＭ：（ダイスを振る）抵抗は失敗。キッコリーはギデオンのダンスを見て［逆ぎやく上じよう］しました。「戦闘の最中に踊りなど……貴き様さま、わしを侮ぶ辱じよくしているのか!?　許すまじ！」

ギデオン：かかった！　これで、俺を攻撃の対象に含ふくまれていないとペナルティが入る。

マルセル：私とアキナは特ににすることはない。キッコリーは何かしてくるか？

ＧＭ：《エネルギー補ほ給きゆう》というオリジナルエネミースキルを使用します。一シーンに一回、【ＨＰ】を[image: 100]点回復するスキルです。キッコリーが懐から金属製の水筒を取り出して、中に入っているアルコールをぐいっとあおりました。

チコ：戦闘中に酒を飲むっすか!?

ＧＭ：アルコールがキッコリーのエネルギー源げんなんですよ（笑）。さて、イニシアチブプロセスになります。特にスキルの宣言がなければ、チコからになります。

チコ：はいっす！　ムーブアクションで《ランニングセット》＋《ブーストマジック》、マイナーアクションが《クラッシュバリア》、メジャーアクションは《ウォータースピア》。（ダイスを振ふる）４Ｄ振ったのに、８しか出てない!?　命中は25っす。

ＧＭ：でもクリティカル以外、回避できない……。（ダイスを振る）達成値13で失敗です。

チコ：なら、特大の水の槍をプレゼントっす！　（ダイスを振る）84点の〈水〉属性、魔法ダメージ、【魔法防御力】無視。ダメージが通ったら、さらに［放心］と《マリッド・ストリーム》のペナルティが入るっす。

ＧＭ：ぐっ、辛つらいなぁ。チコの放った水の槍がキッコリーの頭部に命中。派手な音を立てて、キッコリーがひっくり返ります。

ギデオン：次は俺だ。ムーブアクションで《アフターイメージ》、マイナーアクションが《ソードダンス》、メジャーアクションは《ワイドアタック》＋《ワイドストーム》で攻撃！命中判定は……クリティカル！




　チコが作ったスキをつき、ギデオンが地を蹴る。そして、超高速移動で無数の分身を生み出しながら、キッコリーへと飛び掛かった！

　体勢を崩していたキッコリーが、なす術もなく刃の嵐に呑み込まれていく。




ギデオン：チコの《チェックメイト》に、マルセルの《シーリィ》、そして俺の《ピアシングストライク》が乗って、ダメージロールは[image: 204]点の物理ダメージ！　これでどうだ！

ＧＭ：全身の装甲を切り裂かれながらも、キッコリーはまだ立っています！

ギデオン：頑丈な奴め！　アキナ、あとは任まかせたぞ！

アキナ：はい！　ムーブアクションで《ファストセット》＋《フルスイング》、マイナーアクションが《スマッシュ》、メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》！　これで決めてみせます！
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ＧＭ：裂れつ帛ぱくの気合と共に剣を構えるアキナを、キッコリーは正面から受け止めようとします。

アキナ：一発目！　（ダイスを振る）うーん、クリティカルしないなぁ。《バトルコンプリート》で振り直します。（ダイスを振る）ああ、ダメだ。命中は29です。

ＧＭ：回避失敗です。ダメージをください。

マルセル：《チェックメイト》。（ダイスを振る）33点ダメージ上乗せだ。

アキナ：支援込みで[image: 185]点の物理ダメージです！

ＧＭ：（計算して）それならば、まだ倒れません。キッコリーは大きく仰け反りますが、ギリギリで踏みとどまります。「ぬうっ！　まだ……まだぁああああっ！」

アキナ：ならもう一発！（ダイスを振る）二発目の命中はクリティカルです！（一同拍はく手しゆ）

マルセル：では、アキナに《シーリィ》を。

ＧＭ：くうっ、ダイスペナルティのせいで避けられません。

アキナ：じゃあ、ダメージロールいきますね。（ダイスを振る）[image: 207]点の物理ダメージです！

ＧＭ：それは耐えられません。連続で斬撃を受けたキッコリーはしばらく仁王立ちしますが、やがて膝をつき、倒れます。「さすがは〝フェリタニア第一の騎き士し〟か……。無念……」

マルセル：やれやれ。これで戦闘終了か。ＧＭ、可能ならアキナを回復したいのだが。

ＧＭ：いいですよ。




　この後、マルセルは回復処理を行ない、アキナは【ＨＰ】全快となりました。それを待ってＧＭはシーンを終了させたのです。







◆Middle 08◆ノルウィッチの空の下




　アルディオン大陸中央部にある城塞都市ノルウィッチ。

　ピアニィによる合衆国体制の中心地であり、象しよう徴ちようとも言える都市だ。

　今、この都市の隣となりには、移動都市ビルベリの姿が……。互いに反発しあっていた両都市が並んで立つ姿は、変へん貌ぼうを遂とげ行く新しん時じ代だいの到とう来らいを、見る者に予感させずにはおかなかった。




ＧＭ：では、ここでマスターシーンをはさみたいと思います。

チコ：ここでマスターシーンっすか！

アキナ：アベルたちがどうしているか、すごく気になるんですけど（笑）。

マルセル：……ＧＭは、恐らくノルウィッチがどうなってるかを描写したいのではないか？

ギデオン：偽ピアニィがどうなってるか説明しないとワケが分からなくなるからな。

ＧＭ：はい、そのとおりです。




　ノルウィッチ城の一室で、ヒルダは窓から遠い空を見つめていた。

「アガルタ公国の方が気になるナリか？」

　声に振り返れば、そこにいたのはドラム缶型をした奇妙なエクスマキナ、ドラン。

　その隣には、エンジェルファイアーの弓ゆみ使つかいギィと、リージュの姿もあった。

「ああ……あっちには私たちの仲間もいるはずだからな」

「チコちゃんたちは大丈夫でしょうか……」




ギデオン：これはグリンダを倒して、ノルウィッチを取り戻したあとだな。

ＧＭ：そうなります。

アキナ：どうやらみんな、無事みたいですねー。

ＧＭ：はい、グリンダとの戦いは、激げき戦せんでしたがみなさん健けん在ざいです。そしてむこうも、アガルタ公国の状況……八巻のＰＣの状況を気にしているようです。




「で、こちらの状況は知らせたのか？」

　ヒルダのその問いに、部屋に置かれたソファに座っていたギィが答える。

「ああ、アニマルメッセンジャーを使って、マルセルにこっちの状況を報告しといたぜ」

「助かる。与えた伝心の人形も通じなくて、内心やきもきしていたところな。ともあれ、それならアガルタ公国攻撃軍も遠からず矛ほこを収めるだろうな」

「同意ナリ。ピアニィが偽にせ者ものと分かり、スリス様が帝位に戻った以上、もうアガルタ公国を攻める理由もないナリ」




チコ：どうやら、ノルウィッチからバルムンク・ノヴァの勢力は追い出せたみたいっすね。

ギデオン：色々と他国との調整が難しそうだなが。緊急事態は回避できた感じだな。

マルセル：なら良いんだがな……。




　そして、部屋の話題はまた別の内容へと移った。

「それにしても、この戦いで世界は色々と動きそうだな……」

　ヒルダはギィ正面のソファへ腰を下ろして呟いた。

「世界が動く？」

「ああ、例えば、グラスウェルズとアガルタ公国。グラスウェルズがアガルタへ支し援えんを行なった件をとっても、微妙だった両国の関係が好こう転てんするきかっけになるかもしれない」

「さて、それはどうか？　……グラスウェルズの軍師アンソン伯は油断ならない男ナリ」




マルセル：ふむ、たしかに、アンソンはＮＰＣだと優秀だからな。

アキナ：なにしろマルセルさんが苦にが手てにするくらいですしね！

ギデオン：そうだろ、そうだろ！

チコ：菊池さん、微び妙みように褒ほめられてないと思いますよ？（笑）




「また、今回痛つう感かんしたのが、前統一帝――ピアニィの影響力の大きさだ」

「あたしやグリちゃんがピアニィさんの名を借りただけで、多くの人がその言葉に耳を傾けてくれましたからね……」

「それだけ、ピアニィ陛下という存在は、この大陸の人間にとって衝撃だったナリ」

「まったく、私たちは大した相手に対して革命をしかけようとしていたわけだ……」




ギデオン：いなくなって分かる、ピアニィの凄さか……。

マルセル：私のやろうとしている大統領選挙も、ある意味ピアニィ様不在の中で、次善の政体を模索した結果だったしな。

アキナ：これからはピアニィ様に頼らず頑張らないといけないんですよね。




　ピアニィ後の世界。preplay 01でかわたなさんとＧＭが話している〝仕掛け〟とはこのことでした。

『無印』九巻で菊池さんが展開した「アルディオンを去るピアニィ」というアイデア。それを受けて、果たしてそうなった時にどうするのかをプレイヤー（主に菊池さん）に投げかけるという仕掛けだったのですが、どうやらうまくいったようです。




ＧＭ：というところで、このシーンは終了します！







◆Middle 09◆異い変へん




　アキナたちはテロリストの襲しゆう撃げきを退しりぞけ、安あん堵どのため息を漏もらした。

　だが、あくまで目の前の火の粉を振ふり払はらっただけ。

　問題は何も解かい決けつされていないのだ。




ＧＭ：さて。次のシーンは、先ほどの続き。襲おそいかかってきたテロリストを撃げき退たいした直後になります。シーンプレイヤーはギデオンです。

アキナ：チコちゃんに駆かけ寄よります。「大だい丈じよう夫ぶ？　あたしたちの事じ情じように巻まき込こんでしまってごめんね！」

チコ：「アキナさ～ん！」ってちょっと涙をにじませながら抱きつくっす。
















ギデオン：俺おれは「いったい、コイツらは何なんだ？　テロリストの侵しん入にゆうを許ゆるすなんて、警けい備びはどうなってんだ？」とマルセルに尋たずねるぞ。

マルセル：そもそも、ギデオンたちがあっさりと侵入できた時点で、警備に隙があったわけだが……（一同笑）。

アキナ：で、でも、本当なら、テロリストが簡単に入れる場所ではないですよね？

マルセル：ああ。ところで、ＧＭ。テロリストの目的が気になる。軍の配置を確かく認にんしたい。できるか？

ギデオン：どういうことだ？

マルセル：連中は、私たちを暗殺しそこねたが、しばらく戦闘で拘束することに成功した。もし時間稼ぎが狙いとすると、軍に異変が生じている可能性は否定できない。

アキナ：なるほど。あたしたちの命以外にも目的があったかも……という話ですね。

ＧＭ：では、伝令の兵士を遣つかわせて確認すると、アガルタ公国攻撃軍の一部がいなくなっていることに気づきます。

マルセル：やはりそうか……。

チコ：アベルさんたちが逃にげ出だしたんすか？

ＧＭ：現げん在ざい、アガルタ公国攻撃軍として残っているのは、ユーフェミア率ひきいるレイウォール中央政せい権けん、ゲオルグ率ひきいるゴルフォード軍のみです。

ギデオン：ミックが率いていたレイウォールアライアンスと、アンリが率いていた神しん聖せいアンリ帝てい国こく軍がいなくなった？

ＧＭ：そうです。アキナとマルセルは、アベルが率いていたメルトランド軍がいなくなっていることに気づきます。

アキナ：フェリタニア軍はどうなったんですか？

ＧＭ：アキナ自身が率いてきたフェリタニアの直営軍は残ってます。

チコ：そんな状況だからオイラたちは判定なしで侵入できたっすね。

ギデオン：ＧＭに踊らされたか！（笑）

マルセル：……とにかく、早急に情じよう報ほうを収しゆう集しゆうしたい。

ＧＭ：では、【知力】で判はん定ていしてください。

マルセル：（ダイスを振ふる）15だ。

チコ：（ダイスを振る）23っす。

アキナ：（ダイスを振る）ファンブル！（一同笑）

ギデオン：（ダイスを振る）う～ん、チコには敵かなわなかった。

ＧＭ：では、マルセルが指し示じを飛ばして部下に情報を集めさせ、チコが精せい査さ、ふたりで頭をつきあわせて考こう慮りよした結果、「アガルタ公国攻撃軍の一部はいち早くノルウィッチが落とされたことを知って退却したのだろう」という結けつ論ろんにたどり着きます。

チコ：要するに、ヒルダお姉ちゃんたちがうまくやったっす！（笑）

マルセル：そして、その情報を先に手に入れたアベル、アンリ、ミックは、敵てき味み方かたが入り交じった地に駐ちゆう屯とんしつづけるのは危険だと判断し撤退した、と。

ＧＭ：そのとおりです。特に、レイウォールアライアンスはアガルタ公国から離はなれてますし、神聖アンリ帝国は山やま越ごえをする必要があります。どちらも帰るのが手間取るため、さっさと逃げ出したのです。

チコ：なるほど。

ＧＭ：ましてや、アベルは、ピアニィの名を騙かたったグリンダと手を組んでいます。フェリタニアからは反はん逆ぎやく者しや扱あつかいされるでしょうから、早々に逃げ出して当然です。
















マルセル：ということは、エクスマキナテロリストを我われ々われに差し向けたのは、アベル殿どのだな。

チコ：そうなんすか？

マルセル：アベル殿は一いち応おうメルトランド王家の血ち筋すじを引いている人間だ。フェリタニア首しゆ脳のう陣じんさえいなければ、フェリタニアを乗っ取ることもできるだろう。……いや、もう、そうする以外、アベル殿に生き残る道は、ない。だから、我々を抹まつ殺さつしようとした。

チコ：なるほど。筋すじが通ってるっす。

アキナ：でも、あたしたちはテロリストを撃退しました。乗っ取り計画は失敗ですよ？

ギデオン：まあ、それでただ逃げ出してくれるだけのあきらめのいいヤツらならこっちも助かるんだがな。

マルセル：……ふむ。

ＧＭ：と、ここでみなさんの元に、ひとりの人物が訪問してきます。

アキナ：こんな時に……。

ＧＭ：『ゲッタウェイ』の名物的キャラクターです。ではここで、一いつ旦たんシーンを切りましょう。







◆Middle 10◆予言者はかく語りき




　ノルウィッチを支配していた、偽のピアニィは姿を消し、アガルタ公国との講和の道筋も見えてきた。

　だが、気になるのは合衆国の本陣から姿を消したアベルやミックらの存在であった。




ＧＭ：さて、次のシーン、シーンプレイヤーはマルセル。混乱する合衆国の本陣に、ふらりと少年がやってきます。

アキナ：テロリストの次は、少年が来るんですか？

ＧＭ：はい（笑）。灰はい色いろの髪かみ、瑠る璃り色いろの目をして、フードを被かぶった少年です。チコたちは見み慣なれた人物です。

チコ：旅の予言者、マーリンっすね？




[image: ]




ＧＭ：はい、正せい解かいです。

ギデオン：今日はなかなか出てこないと思ったら……ここでようやくご登場か（笑）。

アキナ：「この子はいったい？」とチコちゃんに尋たずねます。

チコ：自じ称しよう、旅の予言者っす。たまにオイラたちのとこにやってきて、意味深な予言をして行くんすよ。

アキナ：予言者……ですか。

ＧＭ：フードをぱさりと取ると、「そ。ボクはマーリン。旅をしながら予言をしている者だよ」と名乗ります。

アキナ：予言、当たるんですか？

ギデオン：当たるよ！　すごく！

チコ：「ドラム缶かんに注意」と予言された時は「おっちゃんがドランさんの変へん装そう」するハメになって、「扉とびらに注意」の時は「ダンジョンの扉にしかけがあった」っす。

アキナ：なるほど～。

ＧＭ：マーリンは「そろそろ、ボクの予言が必要な頃ころ合あいかと思ってやって来たんだけど？」と肩かたを竦すくめます（一同笑）。

ギデオン：とりあえず、今日のラッキーカラーを教えてもらおうじゃないか。

ＧＭ：「キミのラッキーカラーは、赤だね」

ギデオン：赤？　何で？

チコ：アキナさんの色じゃないっすか？　赤い髪に赤い服。

アキナ：言われてみればそうですね……。

ギデオン：つまり、アキナと一緒に行動してればラッキーってことだな！　よし、しばらくはアキナに同行する！（一同笑）

ＧＭ：「それから、いつも聞かれるから予あらかじめ言っておくね。今日は『眼鏡めがねと列車に注意』した方がいいよ」

ギデオン：眼鏡に列車ねぇ……。

ＧＭ：「うん、そうだよ」

アキナ：（暗い声で）列車に注意……ですか……。

ギデオン：列車というのはトレインゴーレムだろうな……。

マルセル：メガネとなると、アベルの部下のジェフリーか……。

チコ：どうやらアベルとは対決が必要っすね！　そうそう、マーリンさん、アベルたちが姿を消したのはいったい？

ＧＭ：ああ、そのことなら占いで見たよ？　再現ドラマ風に教えてあげよう。

一同：昼のワイドショー番組かよ！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　シャールズベリ近きん郊こうに陣じんを敷しいた、アガルタ公国攻撃軍。

　その天てん幕まくのひとつに、伝令が駆かけ込こんだ。




ＧＭ：時はしばらく遡り一日ほど前。舞ぶ台たいはアガルタ公国攻撃軍、ミック・ヴィルナーの陣じん地ちです。そこにひとりの伝令がやってくると、司令官のいる天幕に入り、「アベル様！　本国より緊きん急きゆう連絡です！」と言います

チコ：おや？

マルセル：ミックの陣地じゃなかったのか？

ＧＭ：どうやら、伝令はアベルと間ま違ちがえてミックの陣に入はいり込こんでしまった模も様ようです。

マルセル：高たか松まつ城じようの秀ひで吉よしかよ！　……って、もしそういうイベントなら一いち大だい事じだぞ！

ＧＭ：さてどうでしょう？（笑）　伝令を捕とらえさせたミックは伝令の持ってきた書しよ状じようを取り上げてその中身を読むと、ニヤリと笑って言います、「オレ様、本当にラッキー」。

ギデオン：……こいつ本当にハラ立つな。

チコ：幸運軍師になにが起きたっすかね？

ＧＭ：ミックは書状をもってアベルの陣に行くと、書状をアベルに見せて経けい緯いを説明します。

チコ：おやおや？




「何てことだ……」

　苦り切った顔で、アベルは考かんがえ込こんでいた。

「このままでは、マズい。何か手を打たねばならない、が……」




ＧＭ：苦り切った表情のアベル。そこにミックから何事かを耳打ちします。

アキナ：な、なんだろう？

ＧＭ：するとアベルは「ふむ、それはいい方法だ。そうしようではないか」とニヤリと笑います。




「では、そのように」

　ミックの言葉に気をよくしたのか、アベルは意い気き揚よう々ようと天幕に部下を呼び指示を出す。

　アベルの天幕を出たミックは、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて言った。

「やっぱり、オレ様はラッキーだぜ……」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：「――ということがあったのさ。」とマーリンはいいます。

アキナ：すごく再現ドラマだった（笑）。

ギデオン：もはや予言でもなんでもないぞ！（笑）

マルセル：だが、肝心な箇所が触れられていないな。

チコ：ただ、分かることはあるっす。恐らく、スリスさんが救出され、合衆国の支配権をグリンダが失った情報を持った伝令がミックの元にやってきた。

マルセル：それをミックが自分に都合の良いように、アベルに伝えた。

アキナ：これがきっかけで、アベル、ミック、アンリが撤退するんですね。

ＧＭ：まあ、そういうことです。そして、マーリンは続けます。「で、これがアベルとミックたちの動きなんだけどね。軍の進路のまっすぐ先（後述の図版参照）に、ビルベリとノルウィッチがあるよね」
















ギデオン：……あるな。

チコ：ギィさんから手紙によれば、ビルベリはノルウィッチの近くにいるっすね。

一同：…………。

ＧＭ：「…………僕に言えるのはここまでさ」

マルセル：…………そうか。まずいな。

ギデオン：そのあたりはどうなんだ？　マルセル。

マルセル：実は連中にはひとつ策が残されている……。

ギデオン：…………策だと？

マルセル：ああ、正常化した合衆国の中枢を無力化し、アベルが握った権力を手放さずにすむ策だ……。

チコ：それは何っすか。




　マルセルは一拍間を取ってから一気に言った。

「アベル殿の手元には焰硝石爆弾とそれを搭載した兵器トレインゴーレムがある。それをノルウィッチにぶつければ……」




一同：なんだってぇ――っ!!

アキナ：あの爆弾を使う気っ!?　……スリスちゃんやイザベラさんたちが危ない！

マルセル：そう。フェリタニアは根拠地と元首を失って瓦解。そこからならアベルにも逆転の目はある……。生き残ったメルトランドの王族としてもっとも有力な立場になるしな。

アキナ：そ、そんな！　でも、兵士さんたちだって、ノルウィッチを攻こう撃げきなんてしないんじゃ……！

ギデオン：一度反はん乱らん軍ぐんに組み入れられれば、一兵卒には逃にげようがない。兵士個こ人じんは「反はん逆ぎやくなんてしたくない」と思っていても、反乱を成なし遂とげない限かぎり、戦後に待っているのは反逆者の烙らく印いんだからな。

マルセル：兵士たちも、命がけで反乱を成し遂げようとするだろうな。

アキナ：そんな……酷ひどすぎる……！

ギデオン：まぁ、アガルタ公国攻撃軍はこのまま解かい散さんだろうから、俺とチコはひと安心……。

チコ：だーかーらーっ!!　ビルベリも、ノルウィッチ近くにいるって話だから、焰硝石爆弾使われたら巻まき添ぞえくらって消しよう滅めつするっすよ？

ギデオン：それは困こまる！　俺の町がなくなっちまう！

チコ：マルセルさん、何とかできないっすか……？

マルセル：何とかできるか、という問題ではない。これは「何とかせねばならない」のだ。

チコ：そ、そうっすよね……！

ＧＭ：「じゃあ健闘を祈ってるよ」とマーリンは去っていきます。

マルセル：マーリンが帰るなら、今はそれを見送ろう。

アキナ：怪しすぎる人だけど、今はそれより大事なことがありますからね。




　一刻も早くこのアベルを追いかけたい一同でしたが、その前にやるべきことがありました。




ＧＭ：アキナとマルセルがこの本陣から消えたら、アガルタ公国との講和など政治的な処理をする人物がいなくなり、軍は混乱に陥ります。その点はどうしますか？

チコ：そ、そうっすね。でも、まずは戦争にならなくて済すんだことをロッシュさんに伝えないと！　「もう大だい丈じよう夫ぶだ」って伝えてアガルタ公国側の警戒を解けば、不幸な事故がおきる確率が減るはずっす。

マルセル：……ふむ、チコたちは、アガルタ公国のロッシュ殿と知り合いなのか？

ギデオン：（ずいっと身を乗り出して）まぁ、命を助けた恩おんがあるな。

マルセル：なるほど。ならば、アガルタ公国攻撃軍のことはゲオルグとユーフェミアに任せ、ロッシュと講こう和わを結んでもらおう。戦争をしかけない、追つい撃げきもしないと約束を交かわさせて、平へい穏おんに解散するのだ。
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ギデオン：ふむ……。

マルセル：彼らに後事を託して、我々はアベルを追おう。ノルウィッチとビルベリがアベルたちの進路上にいる今、一刻も早く取とり押おさえたい気持ちなのは、そちらも同じだろう？

ギデオン：そうだな。だが、ゲオルグやユーフェミアは、そこまで信しん頼らいに値あたいするか？

アキナ：ゲオルグさんは信頼できます！

マルセル：残った二国でアガルタ公国を包囲し続けても、グラスウェルズの援軍が押し寄せる。アライアンスやメルトランド軍なしでは勝ち目はない。講和を結ぶしかないのさ。

ギデオン：それもそうか。

チコ：じゃあ、ゲオルグさんに、オイラの手紙を持たせるっす。そうすれば、ロッシュさんも納なつ得とくするはず。

ＧＭ：何て認したためますか？

チコ：ゲオルグさんたちは信頼できる人だ、会談をして講和を結べば、戦争しなくて済むっす……と、賢かしこそうな文章で書いておくっす！　あとノルウッィッチ行きの事情も簡単に。

ＧＭ：分かりました。では、ゲオルグはチコの手紙を受け取ります。「これを持って、ロッシュ殿と話し合いをすればいいのだね？」

チコ：そうっす。ロッシュさんは、オイラのこと信頼してるはずだから、手紙を見せれば会談に応おうじるはず！

ＧＭ：ゲオルグは、ちらりとアキナに視し線せんを向けます。

アキナ：大だい丈じよう夫ぶ！　チコちゃんはビルベリの人ですけど、今は協力体たい制せいにあります。信頼できます。あたしが保ほ証しようします。

ＧＭ：「その言葉を信じよう」

ギデオン：俺たちはビルベリへの転送石持ってるわけだけど、使える？

ＧＭ：アイテム妨ぼう害がいのトラップか何かがしかけてあるようで、転送石はまだ使用できません。

ギデオン：んじゃ、自力で追いつくしかねぇのか。……ところで、マルセルよ。

マルセル：何だ？

ギデオン：アベルたちに追いついたら、どうするつもりだ？

マルセル：まずは焰硝石爆弾を押おさえる。それさえ押さえれば、あとはどうとでもなる。アベルが率いているのはもとはフェリタニアの主力だったメルトランド軍だから、総そう大だい将しようのアキナが声をかければ、こっちへ翻ひるがえってくれる可か能のう性せいも高い。

ギデオン：なるほど。

マルセル：レイウォールアライアンスとは戦いになるかもしれないが……。まぁ、まずは焰硝石爆弾の確かく保ほが優先、だな。

ギデオン：了りよう解かい。んで、その焰硝石爆弾があるのが……。

アキナ：機関士のルチアーナさんが運転する、トレインゴーレムの先頭車両に、設せつ置ちされているはずです……（一同笑）。

ギデオン：そうか、列車か！　「列車に注意って、こういうことだったのかよ！」と叫さけぶ。って今回色々と、あからさますぎるだろ！（笑）

アキナ：さぁ、急いでアベルさんたちを取とり押おさえますよ！

ＧＭ：ゲオルグは「マルセル、戦争にはならずに済すみそうかい？」と尋ねます。

マルセル：まだ状況は流動的だ。……アガルタ公国攻撃軍のことは、任まかせたぞ。

ＧＭ：「ＯＫ。ユーフェミア殿と一緒に、ロッシュ殿と会談をしてくるさ。こっちの心配はいいから、早く行くといい」とウィンクします。

マルセル：ああ。では、行くぞ……と言いたいところだが、ここらで【ＨＰ】と【ＭＰ】を回かい復ふくしておきたいな。

ＧＭ：では、回復をしたい人はどうぞ。アイテムやスキルは何度使ってもかまいませんが、猶ゆう予よがあまりないため、自然回復はしません。




　ここで、一同はポーションを使用して、回復に努つとめた。

　アキナが【ＭＰ】が満タンに11点足らない点を除き、万全の状態まで回復。

　そして、たった四人の追撃部隊はアベルを追いかけるべく、出発したのであった。







◆Middle 11◆喜びのアガルタ




　シャールズベリの町、久しぶりに人々の笑顔が戻っていた。

　町を囲かこんでいたフェリタニアの軍から、講こう和わの使者がやってきた――との報ほうが町中に広まったからだ。それをなし遂とげた功こう労ろう者しやのうちのひとりが、偉い大だいなるヒースを宿した少女であることを知る者は、アガルタ公国の中でもごく一部に限られていた。




ＧＭ：ということで、ここでマスターシーンを挟みます。

アキナ：どんなシーンですか？

ＧＭ：アガルタ公国に残ったロッシュたちの様子を描くシーンです。

チコ：あっ！　それは気になるっす！




「やったぁ！　助かったぁ！」

「ほら、お母さん心配することないっていったじゃない」

「きっとロッシュ様が、うまく交渉してくれたんだ。若いのに大した御方じゃないか」

　抑よく圧あつから解放された町の人々が歓かん喜きの声をあげる。フェリタニア合衆国との武ぶ力りよく衝しよう突とつが回避される運びになったという話題はこのうえない吉報として歓迎されていた。




チコ：よかったぁ～。みんな喜んでるっす。

ギデオン：まあ、伝説的な強さを誇ったあのピアニィの合衆国軍が目の前に展開していたんだ。そりゃ、恐怖の日々だったろうしな。

アキナ：そう考えると、ちょっと複雑ですね。

ＧＭ：そして、ロッシュはそんな町の様子を政府の公館から、眺めています。




「どうやら聖樹の芽を宿したあの少女……。チコ様はうまくやり遂げられたようですな」ロッシュを支える重臣ファブリスが、ほっとした表情で語りかけてくる。

「そうだね。僕たちは彼女とその仲間たちに救われた」

「さっそく、この町にお迎えしましょう！　あの方はアガルタの力になってくれるかと」




ギデオン：おお、チコの株があがってる！

チコ：えへへ～。でも、冷静に考えてオイラはたいしたことをしてないっす。それに……。




　興奮気味にチコを迎えようと提言する重臣に、しかしロッシュは微笑み、首を振りながら答えた……。

「伝説のフェリタニア軍が、一都市を囲みながら講和して撤退……。この事実は、大陸が新しい時代に本格的に進んで行くことを意味しているのかもしれない」

「ロッシュ様………」

「彼女と偉大なるヒースが不要というわけじゃないけど。僕たちはもっと自分自身の力をつけていく必要がありそうだね」




マルセル：耳に痛い話だな……（笑）。

ギデオン：ロッシュは良い領主になりそうだなぁ。なんか感かん慨がい深い。




「それに……彼女の戦いはまだ終わっていないんだ。チコ。僕はアガルタから君の無事を祈っているよ。そしてまたいつか……」そう呟く彼の手にはチコからの手紙があった。




チコ：そうっす。ロッシュさん。オイラはビルベリを守るっす。大切な仲間を守りたいっす。

アキナ：チコちゃん……。

ＧＭ：といった感じで、アガルタ公国でした。では、次のシーンへ。







◆Middle 12◆アベルに追いつけ！




　アガルタ公国との講和をゲオルグたちに任せたアキナたちは、アベルとトレインゴーレムを追うことに専せん念ねんすることにした。

　ノルウィッチが大変なことになってしまう前に、早く追いつかねば……。




ＧＭ：では、次のシーンです。天幕を出て、アベルを追いかけるシーンになります。

ギデオン：馬で追っかけるとか、そういう感じ？

ＧＭ：そうですね。ただ、アベルを追う行こう為い自体は、ＦＳ判定で行ないます。




■ＦＳ判定データ

・名めい称しよう：アベルに追いつけ！

・制せい限げん人数：４人

・終しゆう了りよう条じよう件けん：２ラウンド終了

・進行判定：【知力】

・難なん易い度ど：17

・成長点：20点

・完かん了りよう値ち：12

・支し援えん判定：能のう力りよく値ちすべて
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ギデオン：【知力】判定なのか……。

ＧＭ：まずはアベルたちの進軍ルートを予よ測そくし、それに対して先回りできるルートを選定するため、【知力】判定になっています。

マルセル：なるほど。出発前の移動計画の善し悪しが問われる判定なのだな。




●第一ラウンド

行動値

チコ　　　　　　　22

ギデオン　　　　　21

アキナ　　　　　　15

マルセル　　　　　14




ＧＭ：では、第一ラウンド。セットアッププロセスに、何かスキルを使用しますか？

マルセル：特にない。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。スキルなどの使用がなければ、【行動値】順にメインプロセスを回します。

ギデオン：２ラウンドのクリンナッププロセスまでに終わらせるとなると、進行値を２ずつ上げていくことが目標になる。

チコ：そうなると、達成値は20を目指すって感じっすね。では、行くっす！　（ダイスを振る）よし、達成値は21！

ＧＭ：差分が４なので、進行値が２点上じよう昇しようします。
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進行値：０→２




チコ：じゃあ、出発前にテーブルに地図を広げて、「ここか、ここのルートを通るのが、一番早いっす。きっとここを通るはず！」とみんなに説明するっす。

マルセル：ではそれを聞いて、ほうこんな裏道があったのか！　と感心しよう。

ＧＭ：チコはメルトランド人ですから、戦国メルトランドの地理に詳くわしく、アベルたちの進軍ルートの推すい測そくが容よう易いだったのでしょう。

ギデオン：こういう時は地元の人間の言葉に従うのが一番だな。

ＧＭ：次はギデオンです。

ギデオン：【知力】判定のままか……。序盤に失敗するときついからな。ここは待機しておいて、こういうのに向いたマルセルに任まかせよう。

アキナ：そうですね。じゃあ、あたしも待機します！

ＧＭ：分かりました。では、マルセルのメインプロセスになります。

マルセル：道々の状態の最新の情報を仕入れるなどして行程短縮に貢献しよう。（ダイスを振る）達成値、21だ。

ＧＭ：差分が４なので、進行値が２点上昇します。




進行値：２→４




ＧＭ：ここで、イベントが発生します。ルートを選定し、休みなく突つっ切きって追いかける段だん階かいに移うつります。

マルセル：では、チコが印をつけたルートから、ひとつを指し、「アベル殿たちはここを通るだろう。すぐに追いかけるぞ」と言おう。

チコ：了解っす！

ＧＭ：さて、選んだルートは、ほとんど未み整せい備びという状態です。そのため道行きは困こん難なんを極きわめます。
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チコ：荒あれた道をえっちらおっちら歩くっすか？

ＧＭ：急いで追うので、馬で追うことになります。

ギデオン：大変そうだなぁ……。

チコ：おっちゃんも一緒に行くっすよ！（笑）

ＧＭ：判定が難易度17の【筋きん力りよく】に変へん更こうになります。また、このイベントの間、進行判定を行なった後にＰＣ全員は６Ｄ点のＨＰロスとＭＰロスを受けます。

チコ：【ＨＰ】と【ＭＰ】、両方減るっすか！　厳しいっすよ！

ＧＭ：近道をするために通る谷に、思わぬ落石があり、それを力ずくで除去して突破する――といったイメージで考えてください。

マルセル：だが、丁度よく今度は待機していたアキナの番だ。

アキナ：【筋力】判定は得意ですから、任せてください！

ギデオン：アキナ、俺が支援するよ。そして、差分４を目指そう。

アキナ：ありがとうございます！

ギデオン：【敏びん捷しよう】で支援判定をする。（ダイスを振ふる）23で成功。「俺がちょっと上からみて、どこの岩をどかせばいいか、確認するぜ！」

アキナ：（ダイスを振る）でっ、出目が悪いです……。急いでるのにこれじゃ足止めされちゃいます！

マルセル：むう。【筋力】が得意なのはアキナだけだ。ここでつまると、全体の行程で大きなロスになりかねない。

ギデオン：確かにな……。

マルセル：《パリペイティア》で、アキナに振り直しをさせる。「アキナ頼たのむ。ここはお前が踏ん張るしかない！」と応おう援えんをしよう。

アキナ：ありがとうマルセルさん。気合いを入れ直して岩をどかします。「どおおおおりゃああああっ！」（爆笑）　（ダイスを振る）支援の分を足すと、達成値は21です。

ＧＭ：差分が４なので、進行値が２点上昇します。




進行値：４→６




マルセル：よし、けっこう進んだな。これはいけるぞ。

ＧＭ：しかし、進行判定をしたので、ＨＰロスとＭＰロスが発生します。（ダイスを振る）……33点のＨＰロスとＭＰロスです。今の作業でものすごい筋肉痛になったということで（一同笑）。

ギデオン：６Ｄ振って33とか、出目おかしいだろ!?

アキナ：ええ～っ……そんな出目、ありですか？

ＧＭ：出目は、４、５、６、６、６、６でした。

一同：す、すっげ――っ!!
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ギデオン：この出目……むしろ感心するぜ（笑）。

チコ：せっかくＥＸＭＰポーションで回復したのに、ごっそり【ＭＰ】持って行かれたっす（笑）。

ＧＭ：さて、ここでイベントが発生します。近道の谷を抜けたあと、みなさんはうっかりドラゴンの巣に踏ふみ込こんでしまいましたが、幸い、巣の主はアキナたちに気がついていません。気づかれる前に通とおり抜ぬけましょう。

一同：ドラゴンの巣!?（笑）

ＧＭ：難易度15の【感知】判定に変更です。この進行判定に失敗した場合、ブラスドラゴン三体が未行動で登場し、ＦＳ判定終了までみなさんを攻撃してきます。
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アキナ：き……気づかれなければ、いいんですよね？

マルセル：そのとおりだ。そっと通り過ぎよう。

ギデオン：ていうか、ＧＭ性格良すぎるだろ！　クライマックスの戦闘が目前なのは明らかなのに、【ＨＰ】や【ＭＰ】を狙い撃ちで減らしにかかってるし！




　お褒めにあずかり光栄です。




ＧＭ：では、ここで第一ラウンドを終了します。




●第二ラウンド

行動値

チコ　　　　　　　22

ギデオン　　　　　21

アキナ　　　　　　15

マルセル　　　　　14




ＧＭ：では、第二ラウンドになります。まずはセットアッププロセスから。

マルセル：戦せん闘とうがあるかもしれないから、私わたしは《コーデックス》＋《メンターアーツ》を使用しておこう。指定はアコライトだ。

ＧＭ：他にスキルを使用する方はいますか？

ギデオン：マルセルと違ちがって、俺らは【ＭＰ】を消費するスキルだから、特に使わなくていいだろう。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。特にスキルなどの宣せん言げんがなければ、チコからです。

チコ：はいっす。ブラスドラゴンの相手をしてる場合じゃないっす。フェイトを１点使用して、【感知】判定に挑むっす。（ダイスを振る）達成値は22っす！

ＧＭ：差分が７なので、進行値は４点上昇します。

チコ：こういう時は、ゆっくりいくより大胆に行った方がいいっす！　とみんなを素早く先導したっす。




進行値：６→10




ＧＭ：さて、イベントが発生します。山やま間あいのショートカットルートを抜けると、みなさんは、ちょうど平野を疾しつ走そうするトレインゴーレムを目の当たりにします。

ギデオン：（アキナとマルセルに向かって）目標は、アレか？

アキナ：……はい。

ＧＭ：列車は走行中で、乗り込むのは簡単ことではありません。

マルセル：危険でも、乗のり込こむしかない。焰硝石爆弾を放置するわけにもいかんだろう。

ギデオン：そうだよな……（諦あきらめた顔）。

チコ：ビルベリとノルウィッチを守るためにも、オイラたちががんばるしかないっす！

ギデオン：ああ。……よし、ビルベリのために命を懸かけてやる！

アキナ：（明るい声で）大丈夫！　死ぬ時はみんな一緒だから！（一同笑）

マルセル：まぁ、焰硝石爆弾が爆ばく発はつしたら、シーンに登場しているキャラクターは全員［死亡］するからな。

ギデオン：うん……とにかく、がんばるしかないか。

アキナ：はい！

ＧＭ：トレインゴーレムに追いついたので、最さい後こう尾び車両に、素す早ばやく後方に取りついてください。進行判定が、難易度19の【敏捷】判定に変更になります。もしこの進行判定に失敗した場合、そのＰＣは転てん倒とうしてその場に置き去りとなり、このシーンから強きよう制せい的てきに退たい場じようなります。

ギデオン：退場はごめんだ！　《ダンシングヒーロー》でダイスを増ふやしておこう。（ダイスを振る）達成値29だ。

ＧＭ：差分が６以上なので、進行値が４点上昇します。ただし、今回は完了値が12なので、完了値に到とう達たつ、です。




進行値：10→12（完了値）




ギデオン：俺が最後尾車両に飛び乗って、みんな手を差し伸べるぞ。「摑つかまれ！　俺が引き上げる！」
















アキナ：「ギデオンさん、ありがとうございます！」　ギデオンさんの手を借りて、トレインゴーレムに乗り込みます。これでアベルさんに追いつきましたね！

ＧＭ：まだです。ＦＳ判定はこれで終了ですがラウンド進行はまだ続きます。

一同：何だって!?

ＧＭ：最後尾車両に飛び乗ることができましたが、車内への扉がロックされていて、中へ踏ふみ込こめません。強ごう引いんに扉を破（やぶ）るしかありません。そのためには扉に攻撃を行ない、[image: 160]点以上のダメージを与える必要があります。

ギデオン：何回も攻撃していいのか？

ＧＭ：かまいませんが、攻撃すればその音に気付いたアベルが逃亡しようとするかもしれないので、より少ない方がいいです。

マルセル：なるほど。スキルは使し用よう可か能のうか？

ＧＭ：はい。

ギデオン：アキナが攻撃をして、《チェックメイト》で支援すればなんとかなる、かな。

マルセル：クリティカルしてくれれば、《シーリィ》も乗るのだが……。

アキナ：が、がんばります！

ＧＭ：では、アキナの番です。

マルセル：アキナ、ここは待機してくれ。私の支援を受けたあとの方が、ダメージが上がる。

アキナ：了解です。では、待機します。

マルセル：私の番だ。判定のダイスが１個こ増ふえる《ブレッシング》をアキナにかける。（ダイスを振る）発動成功だ。

ＧＭ：では、待機していたアキナの番です。

アキナ：ムーブアクションで《ファストセット》＋《フルスイング》、マイナーアクションが《スマッシュ》、メジャーアクションが《ストラグルクラッシュ》。（ダイスを振る）うーん、出目が振ふるわないので、《バトルコンプリート》で振り直します。（ダイスを振る）クリティカルしなかったかぁ……残念。

ＧＭ：扉は回かい避ひしないので、自動的に命中します。

マルセル：では、《チェックメイト》を飛ばそう。（ダイスを振る）ダメージが35点上昇だ。

アキナ：支援を含ふくめると、８Ｄ＋[image: 153]点。（ダイスを振る）出目の合計が25……[image: 178]点です！

ＧＭ：アキナの力強い一いち撃げきで、最後尾車両の扉が一気に吹ふき飛とびました。車内へ踏ふみ込こむところで、シーンを終了します。







◆Middle 13◆ミックの策さく略りやく




　アキナの一撃により、トレインゴーレム最後尾車両の扉が吹ふき飛とんだ。

　間かん髪はつ入いれずに車内に踏み込むと、そこには、悔くやしげな顔をしたアベルが待ち受けていた。




ＧＭ：では、次のシーンになります。みなさんは、トレインゴーレムの最後尾車両に踏ふみ込こみました。

アキナ：はい。

ＧＭ：最後尾は司令室になっていたようで、豪ごう華かな造つくりになっています。

チコ：ふかふかの絨じゆう毯たんが敷しかれていたり……。

ギデオン：革かわ張ばりの高こう価かそうな椅い子すが設置されてたり……。

ＧＭ：はい、そんな感じです（笑）。ただ、アベルは一応王族ですから、調度品の趣しゆ味みはいいですよ。

アキナ：本当に「えらい人のための車両」って感じかぁ。

ＧＭ：そうですね。壁かべや天てん井じようには細工が施ほどこされていたり、絵画が飾かざってあったりします。

ギデオン：クリード家の初代当主の肖しよう像ぞう画がとかだったりするんだろうなぁ。ちっ、貴き族ぞくってやつはこれだから……（笑）。

ＧＭ：みなさんが踏み込むとアベルは椅子から立ち上がります。

アキナ：車内にいるのはアベルひとりですか？

ＧＭ：アベルと、数名の護ご衛えいのみです。

ギデオン：運転手のルチアーナってやつは？

ＧＭ：この場にはいません。アベルはみなさんを見回したあと、アキナを見て「生きていたのか。暗殺者を放ったはずだが……」と呟つぶやきます。

アキナ：うふふ……アベルさん、自白しましたね？（爽やかな笑顔）

ＧＭ：アキナに指し摘てきされ、アベルは「しまった」という表ひよう情じようを浮うかべます。

マルセル：仕し留とめたはずの我々に、ここまで追おい詰つめられて、余よ裕ゆうを失っているな。

ＧＭ：アベルは舌した打うちをしたあと、態たい度どを改めます。「アキナ殿、どうだい？　君がとても優ゆう秀しゆうであることがよく分かった。スリスなんか見み限かぎって、僕の味方にならないかい？」

チコ：うわ、三下っぽい台詞せりふ！




　毒三下のチコに言われてしまうとは、アベルもさぞや不本意でしょう。




アキナ：アベルさん……これ以上、あたしを怒おこらせないでください！

ＧＭ：「おや？　なぜ怒るんだ？」（一同笑）

チコ：うわ～、全然アキナさんの気持ち、汲くみ取とれてないっすよ！（笑）

アキナ：あたしがどれほど、あなたに剣けんを向けたかったか……っ！（一同笑）

ＧＭ：「ちょっ……お、落ち着きたまえ、アキナ殿！」（笑）

アキナ：もうこれ以上我が慢まんできません！　ごちゃごちゃ言わずに死んでくださいっ!!（一同爆ばく笑しよう）

チコ：……今ダイレクトに「死んでください」って言ったっすよ!?（笑）

ＧＭ：「おい、アキナ殿はこんな性せい格かくだったか!?　ちょっと意外すぎるぞ!?」（笑）

ギデオン：俺はアキナとゆっくり話したことはないが、ここまでアキナを追おい込こんだのは、お前たちだと思うぞ？（一同笑）

ＧＭ：アベルはギデオンを見て、「……君は誰だ？」と怪け訝げんそうな顔をします。

ギデオン：お前に直ちよく接せつ的てきな恨うらみはない者だ。

ＧＭ：「だったら、帰ってくれないか？　今、取とり込こみ中なんだ」（一同笑）

ギデオン：お前のことはどうでもいいんだが、ビルベリにこの変なゴーレムを突つっ込こませるわけにはいかないんだよ！（一同笑）

チコ：そうっす！

ＧＭ：アベルはチコに気づき、「おやおや、これはこれは聖せい樹じゆ殿」と声をかけます。

チコ：はっ!?　オイラのこと、知ってるんすか!?

ＧＭ：はい。『ゲッタウェイ』三巻の時点で、アベルは〝偉い大だいなるヒース〟はビルベリにあるって話を散々してますから。「おとなしく僕ぼくらに捕つかまってくれないか？」

チコ：何言ってるんすか！　お縄なわにつくのはあんたのほうっすよ！（笑）

ギデオン：（アベルになって）「お前を捕まえて聖樹を刈かり取とる。そして僕はその芽を手にし、メルトランドの王となるのだ！」

チコ：お前みたいなやつに、〝偉大なるヒース〟の芽は渡せないっす！




[image: ]




ＧＭ：アベルは言います。「ふん、平民風情がたまたまヒースの芽を手に入れただけでずいぶん偉そうなことを言うじゃないか」

チコ：たまたま王族に生まれただけのボンクラに言われたくはないっす！

ギデオン：いいぞ、さすがは毒三下！（笑）

ＧＭ：「やれやれ。話があいそうにないな」とアベルはため息をつきます。「こちらも、君たちを生かして帰すつもりはないけどな。君らを抹殺し、ノルウィッチを落とせば、メルトランド……いや、いずれはアルディオン大陸中に、覇はを唱えることも不ふ可か能のうではなくなるからな」

マルセル：……随ずい分ぶんと大きくでたな？　ピアニィ陛下でもない限り、急速な再さい統とう一いつは無理だ。

ＧＭ：するとアベルは言います。「ピアニィにできたことが、なぜこの僕にできないと言えるんだ？　彼かの女じよも僕も王族だぞ、君たちとは違ちがうんだ！　あの王族かどうかも怪しいロッシュさえ一国一城の主あるじだ。いまいましい！」

チコ：嫉しつ妬とっすね。だからアガルタ公国を必要以上に目の敵にして……。

ギデオン：こいつ……自分が王族であること以外に誇ほこれることはないのか？

ＧＭ：さらにアベルは言います。「黙れ黙れっ!!　男に生まれたばかりに聖樹の声を聞くことができず、王になることもできない王族の気持ちがお前たちにわかるか？」

アキナ：別にわかりたくもありません！

ＧＭ：アキナの発言を無む視ししてアベルは続けます。「そんなときに現あらわれたのがピアニィ陛へい下かだ。彼女は国を追われ、本来なら玉ぎよく座ざに就つくことはできなかった。しかし、自分自身の力で国を興おこし大陸を征せい服ふくした！」

ギデオン：……おいおい。

ＧＭ：「同じ王族の僕ならできる！　ピアニィが成なし遂とげたのと同じ大陸制せい覇はの夢ゆめを実じつ現げんできるんだ!!」

マルセル：……理り解かいし合うのは不ふ可か能のうだな。身みの丈たけに合わない夢を見た野心家の行き着いた果てがこれか。

アキナ：……あたし、一歩前にでて言います。アベルさん。ひとつだけ言っておきます。

ＧＭ：「な、なんだ？」と怯おびえながらアベルが答えます。




[image: ]




「アベルさん。あなたとピアニィ様は全然違います！」

　凜りんとしたアキナの声が車中に響ひびく。

　それは、メルトランドの王位を夢ゆめ見み、簒さん奪だつを試みた男への断だん罪ざいだった。
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アキナ：ピアニィ様が大陸を制覇したのは、戦せん乱らんで苦しむ人たちを救うためです！　ピアニィ様が勝利したのはピアニィ様の夢に共感した人たちが手伝ったからです!!　自分の欲よく望ぼうのために他人を傷きずつけ陥おとしいれるあなたとは全然違う……。




　大剣をアベルに向けてアキナは宣せん言げんした。

「ピアニィ陛下の夢はあたしが……あたしと仲間たちが引ひき継つぎます！　そしてピアニィ様の夢を穢けがすあなたたちを倒たおします！　何度でも！　どんなことがあってもです!!」

　アキナの発言により、一いつ瞬しゆん静まりかえるトレインゴーレムの車内。

　……しばしの間をおいて、ようやくアベルが絞しぼり出だすようにして反はん論ろんした。




ＧＭ：「僕がフェリタニアを押さえ、ミックがレイウォールを押さえる。そうすれば大陸の半分が僕らのものになる。ピアニィ様のあとを継ぐことは決して夢物語ではないさ」

マルセル：そのミックはどうした？　この車両にはいないようだが？

ＧＭ：「…………」　ふいに、アベルが黙だまり込こみます。

マルセル：……アベル殿。貴き殿でんはミックに踊おどらされたようだな。

ＧＭ：「そんなことはない……！」とアベルが否ひ定ていしようとした瞬しゆん間かん、車内アナウンスで「アベル様、レイウォールアライアンス軍が、離り脱だつしていきます！」と報ほう告こくが入ります。

アキナ：車しや窓そうから、外を確認してみます！

ＧＭ：アベルたちと併へい走そうしていたレイウォールアライアンス軍が、徐じよ々じよに違ちがう方角へと進路を変えていきます。

ギデオン：……自分の領りよう地ちへ逃にげ帰かえったか。

ＧＭ：「ミックが逃げるだと!?　そんな馬ば鹿かな！」

マルセル：すべてはミックの思おも惑わくどおり、なのだろうな。

アキナ：ミックの思惑って何なんでしょうか？

マルセル：普ふ通つうに考えれば、領地へ安全に帰るために、アベルを盾たてにした……といったところだが……それだけで済すます男とも思えないな。

チコ：調ちよう査さする時間は残されてないだろうから、《スタンドバイ》を使うっす！　ＧＭ、ミックの狙ねらいは何すか!?

ＧＭ：焰硝石爆弾による、ノルウィッチの破壊です。大きな敵てき対たい勢せい力りよくの首都が壊かい滅めつし、その重鎮も軒のき並なみ殺害できると踏ふんだようです。

チコ：ミックのひとり勝ちになるんすか……！

ＧＭ：そういうことです。《スタンドバイ》を使ったので、もうひとつ情報をあげましょう。焰硝石爆弾の時じ限げんスイッチは、既すでに入っている状態です。

一同：何だって!?

マルセル：爆発するのは、時間の問題ということか！

ＧＭ：アベルが「何だと!?　くそっ、この僕がはめられるとは！」とほぞを嚙かみます。

マルセル：ともかく……今は時間が惜おしい。部下共々撤退するなら見逃してやる。フェリタニアに捕ほ縛ばくされるか、我々に倒たおされるか、好きな道を選べ（一同笑）。

チコ：すごい選択肢っす（笑）。

ＧＭ：「捕縛も、倒されるのも、殆ほとんど同意ではないか」

ギデオン：まぁ、ここで捕まったら、どうせ反逆者として処しよ刑けいされるだろうな。

ＧＭ：「だから……あとはすべて、ルチアーナに任せ、僕はおとなしく逃げることにするよ。アキナにマルセル、今日のことは忘れん！」




　そう言い残して、アベルは転送石を用いて脱出してしまった。




アキナ：やだやだやだ、逃げちゃやだ！　グリンダといいアベルさんといい、すぐに逃げだす～っ！　逃げるやつ嫌きらいだぁ～！（一同笑）




　……先ほどとは打って変わって子供のようなアキナさん。




アキナ：もう、アベルさんのこと、グリンダ並なみに嫌うことにします！（一同笑）

ＧＭ：というわけで、アベルはさっさと逃げ出しましたが、列車は止まらず、そのまま突つき進すすんでいきます。

チコ：と、とにかく、この列車も爆弾も止めないと、ヒルダお姉ちゃんたちがいるビルベリが……！

アキナ：ノルウィッチが、壊滅しちゃう！　何としても、阻そ止ししなきゃ！

ギデオン：だから、嫌な予感がしてたんだよ！　マーリンに、列車に注意って言われた瞬間から！（笑）

マルセル：だが、ここまで来た以上、退くわけにもいかないだろう？

ギデオン：ああ。もう、しょうがねぇ。罠わなの解かい除じよは得意だし、手伝ってやるさ。

アキナ：何としても、焰硝石爆弾を解除して、列車を停止させましょう！

チコ：はいっす！

ＧＭ：なお、このままクライマックスフェイズに突とつ入にゆうするので、回復のタイミングはありません。

チコ：うおぉぉ!!　オイラの【ＭＰ】がごっそり削けずれたまま～っ!?（笑）

ギデオン：回復したいが、ここで回復のタイミングがあるほうがおかしい展てん開かいだしなぁ……。

ＧＭ：まあ、そういうこともありますよ。では、ミドルフェイズを終了し、クライマックスフェイズに移ります。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆焰えん硝しょう石せき爆ばく弾だんを停止させろ




　アベルは逃とう亡ぼうしたが、トレインゴーレムは焰硝石爆弾を載せたまま、走り続けている。

　このままつき進めば、焰硝石爆弾によって、ノルウィッチが壊かい滅めつするだろう。

　アキナたちは焰硝石爆弾を止めるため、先頭車両へ向かおうとするが……。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに入ります。まず、状じよう況きようですが、みなさんは五両編へん成せいのトレインゴーレムの、最さい後こう尾び車両である５号車にいます。

アキナ：焰硝石爆弾は先頭車両……１号車に積んであるはず。早く行って止めないと！

ＧＭ：しかし、そうはさせんと、間の車両にアベル軍の兵士たちが立ち塞がります。さらに、車内放送からはルチアーナの声が聞こえてきます。「フェリタニアの第一の騎き士しと、王国軍ぐん師しか。あの世への道連れには最さい適てきだな」

アキナ：ルチアーナさん、列車を止めてください！　このままじゃ、焰硝石爆弾が爆発して、ノルウィッチが大変なことになっちゃいます！

ギデオン：アンタのボスははめられたんだ！　　このままじゃ死ぬぞ!!

ＧＭ：「それがどうした？」

チコ：…………え？

ＧＭ：「アベルの思おも惑わくなど、どうでもいい。トレインゴーレムは、このままノルウィッチに突っ込ませ、すべてを吹き飛ばす」

アキナ：な、なんでそんな……っ!!

ＧＭ：「決まっている、メルトランドを破は壊かいするため、そして我々エクスマキナを解放するためだ！　本当はシャールズベリを攻めて、メルトランド人の希望である偉大なるヒースを苅るつもりだったが……まあいい我が命を殉じゆんじても、必ずやノルウィッチを吹き飛ばす」

マルセル：アベルめ。軍の中にテロリストを引き込んでしまっていたのか……。

ＧＭ：ええ、そのとおりです。彼女はアベルの制御を離れ、メルトランドへの恨みを晴らすべく行動中です。そもそも、アベルにしたがっていたのも、現体制の破壊を望んでいたからなのです。

アキナ：そんな……。

マルセル：過去の怨念はそう簡単にはなくならないということだな。

ギデオン：目の前に立ち塞ふさがってる兵士さんたちも同じ気持ちかい？

ＧＭ：ですね。立ち塞がっている兵士はすべてルチアーナの配下で、その大半がエクスマキナです。「我々は最後までルチアーナさまにつきしたがう！」と、気勢を上げています。

ギデオン：仕方ない。ぶっ倒して、お縄なわにかけよう。その後、目を覚まして貰うさ。

マルセル：アキナ。ノルウィッチに住む人々のためだ。やるぞ。

アキナ：……………はいっ！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：はい、では戦闘です！　戦場は先ほど説明したとおり、５両編成のトレインゴーレムです。車両間の距離はすべて５メートル間隔。視し界かいは全部の車両に通じているとします。

チコ：ふむふむ。

ＧＭ：そして、これは今回だけのルールですが……車両ひとつで一エンゲージ。つまり、ひとつの車両内でエンゲージをふたつ以上に分けることはできません。さらにすべてのエンゲージは封ふう鎖さ状じよう態たいとなっています。

チコ：いちいち敵てきを倒たおしつつ進まないといけないってことっすね。面めん倒どうっす！

ギデオン：飛行状態にはなれるのか？

ＧＭ：問題なく飛行状態になれます。

ギデオン：じゃあ俺は《ホバリング》で飛行状態になっておこう。

ＧＭ：了解です。それから、車両間には連結部があります。これが解除されると、後部車両は置いてけぼりを食らうことになるので、注意してください。

アキナ：置いてきぼりになると、どうなるんですか？

ＧＭ：シーンから強きよう制せい退たい場じようとなります。

チコ：げげっ!!　戦闘不能よりやばいっす!!

マルセル：戦闘復帰が難しいからな……。シーンに戻ってくることは可能なのか？

ＧＭ：事実上、無理ですね。

ギデオン：やばいな。

アキナ：絶対置いてかれないようにしないと！

ＧＭ：シーンの最初に言ったとおり、みなさんは５号車に全員います。エミーは、４号車と３号車にモブのアベル軍兵士が一グループずつ、１号車にはルチアーナがいます。

ギデオン：焰硝石爆弾は１号車にあるはずだが、俺たちから見えるか？

ＧＭ：いえ、現状は見えません。まずはそれを見つけるところから始める必要があります。

ギデオン：［トラップ探知］をしろってことか。爆弾が爆発するタイミングはわかる？

ＧＭ：前のシーンで、チコが《スタンドバイ》を使った結果、これも判明しています。爆発するのは、二ラウンド目のクリンナッププロセスです。

ギデオン：二ラウンドの間に解かい除じよしなけりゃならんわけか。やれやれ、大仕事だな。

ＧＭ：それと、２号車にはナックルガードを装備して拳こぶしを構えたジェフリーさんがいます。彼は「待ってきたぞ、アキナ・ブルックス」と声をかけてきます。

アキナ：あれ？　アベルさんの護衛だったのに、一緒に逃げなかったんですか？

ＧＭ：「ヤツは悪くないクライアントだったが、お前をここで潰つぶせとの命令が来たんでね。謀反のコンサルタントは一時休業だ」

マルセル：……貴様、まさか。

ＧＭ：「まずは名乗らせていただこうか。グリンダ様の配下、〝ナックルガード〟のジェフリー・バックマンだ。短い間だが、よろしくな？」

アキナ：グリンダ、様……（←ドスの効きいた声で）。
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一同：…………。

アキナ：あたしの前で、その名前を、言っちゃいましたね……？（ドスの効いた爽さわやかな笑顔）

ＧＭ：アキナの気き迫はくを感じたのか、「そ、それがどうした……？」と言いつつも、ジェフリーは後あと退ずさります（一同笑）。

アキナ：ごめんなさい。あなたがグリンダの部下だというなら、手て加か減げんしませんからね♪

ＧＭ：「それはこちらの台詞せりふだ。我らが宿しゆく願がん成じよう就じゆのため、貴様らは全力を持って叩き潰つぶす！」

チコ：（ギデオンを見て）……ねぇ、おっちゃん。グリンダって誰だれっすかね？

ギデオン：「……さぁ？」　俺らゲッタウェイ側は、グリンダを知らないのだ！（笑）

マルセル：「バルムンク・ノヴァというテロリストの一員だ」とだけ説明しておく。

チコ：バルムンク・ノヴァ！

ギデオン：その名を聞いちゃ、俺らも黙っちゃいられねーな。

チコ：バルムンク・ノヴァが関かかわってるなら、倒たおすしかないっすね！

アキナ：とにかく、焰硝石爆弾が爆発したら、すごく大きな被ひ害がいが出ちゃうから、あたしは、何が何でもその爆弾を止めます。邪じや魔まするというなら……たたき斬きりますよ！

ＧＭ：「できるものならやってみせろ！」　では、戦闘に突とつ入にゆうします！




●第一ラウンド

行動値

チコ　　　　　　　　　　22

ギデオン　　　　　　　　21

ルチアーナ　　　　　　　21

ジェフリー　　　　　　　18

アキナ　　　　　　　　　15

マルセル　　　　　　　　14

アベル軍兵士Ａ、Ｂ　　　10
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ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアッププロセス。まずはチコから。

チコ：ＰＣ全員に《パーペチュアルチェック》！　みんなの【行動値】をオイラと同じ値あたいまで引き上げるっす。……いいっすよね？

アキナ：うん、おねがい！

チコ：では、全員【行動値】が22になるっすよ！　それから、このタイミングでギルドサポートの《陣じん形けい》と《限界突破》を使っておくっすか？

ギデオン：そうだな。両方とも使おう。

チコ：では、ゲッタウェイ側が《陣形》と《限界突破》を宣言っす。これで、オイラは４号車に移動して、アベル軍兵士とエンゲージ。

ギデオン：俺は４号車の兵士たちの頭を飛び越して、３号車に移動する。

ＧＭ：うーん、飛行状態のギデオンは止められないんですよね……。

ギデオン：次は俺の番だな。《グラスホップ》でぴょんぴょん跳とびはねる。これで、回かい避ひしやすくなったぞ。

ＧＭ：次はルチアーナ。《車両切きり離はなしＡ》というオリジナルスキルを使用します。




　トレインゴーレムの３号車と４号車の間で、ガシャガシャッと鈍にぶい音が鳴り出した。

　アキナたちが音に驚おどろいて視し線せんを向けると、連結部が徐じよ々じよにほどけていく。




ＧＭ：というわけで、このラウンドのクリンナッププロセスに連結部が解除され、４号車と５号車が乗っているキャラクターごとシーンから強制退場されます。

一同：げげぇっ!?
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マルセル：ＧＭがわざわざ説明したからには、連結部を解除してくると思ったが……。

ギデオン：やっべぇ――っ！　４号車と５号車か……速攻でアベル軍兵士を倒さないと、俺以外は置いて行かれるな。

チコ：ぎゃぁぁぁ～っ!?

アキナ：ようは、このラウンドのクリンナッププロセスまでに、１～３号車に移動してればいいんですよね！

マルセル：そうだ。早めにアベル軍兵士を倒してしまおう。

ＧＭ：次は、ジェフリーの番です。《グランディア》＋《アグランダイズ》を使用して、武ぶ器き攻こう撃げきの命中判定とダメージを上昇させました。

チコ：ナイトのスキル……防ぼう御ぎよが堅そうっすねぇ。

ＧＭ：次はアキナですね。宣言をどうぞ。

マルセル：アキナ、こちらも《陣形》と《限界突破》を使おう。我々も４号車に移動した方が良い。

アキナ：はい、《陣形》と《限界突破》を使用しますっ！

ＧＭ：どう移動しますか？

アキナ・マルセル：４号車へ移動！
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ＧＭ：了解。では、アキナ自身のセットアッププロセスですることは？

アキナ：あたし自身はなにもありません！

マルセル：なら、次の私だ。《マインドマスター》で、《コーデックス》＋《メンターアーツ》と、《スピリチュアルウェポン》を使用。《メンターアーツ》の指定はアコライト。《スピリチュアルウェポン》の対象はアキナ。これでダメージが10点上じよう昇しようするぞ。

アキナ：ありがとうございます、マルセルさん！　なんだか剣が力強く輝きだした気がします（笑）。

ＧＭ：最後はアベル軍兵士。３号車の方をＡ、４号車の方をＢとしましょう。Ａ、Ｂ両方ともやることはありません。

ギデオン：次はイニシアチブだな。エネミーはなんかやってくる？

ＧＭ：こちらは特にありません。なので、【行動値】22で並んだＰＣたちの行動です。

チコ：誰から行くっすか？

ギデオン：まずマルセルが支し援えん魔ま法ほうをみんなにかけてから、動くのがいいんじゃないか？

マルセル：そうだな。では、私が最初にいかせてもらおう。ムーブはなし。マイナーで《マジックブラスト》、メジャーが《ブレッシング》。対象はアキナ、チコ、私。（ダイスを振る）発動成功で、このラウンドの間、太陽神アーケンラーヴの加護によりあらゆる判定に＋１Ｄだ。

チコ：マルセルさんありがとうっす！

ギデオン：次は俺が動く。そうすれば、爆弾の様子が分かるだろうからな。ムーブアクションで10メートル移動。ジェフリーが止めなければ、１号車まで行けるはず。

ＧＭ：ジェフリーは動きませんけど、ギデオン……難易度16の［危険感知］をどうぞ？

ギデオン：げっ、ジェフリーじゃなくてトラップかっ!!

チコ：藤井さん、えげつないっす！

ＧＭ：いやいや、侵入者を予想してトラップを仕掛けるのは当然のことですよ！（キッパリ）

ギデオン：（ダイスを振る）達成値17でギリギリ成功。

ＧＭ：では、ギデオンは２号車のトラップに気づきました。どうします？

ギデオン：ここで足を止める余裕も、トラップを解除する余裕もない。踏み込むぞ！

アキナ：おおー！　男らしいですっ!!

ＧＭ：では、ギデオンが踏み込んだ瞬間、強力な風がギデオンを地面に叩き付けようとします！　［烈れつ風ぷう］というトラップですね。難易度35の回避判定をどうぞ。なお、カスタマイズされているため、普通のものよりも強力ですよ？

アキナ：地面に叩き付けられるって……もしかして、飛行状態が解除される？

ＧＭ：ええ、解除されます。

チコ：どう考えても、飛行状態で突っ込んでくるおっちゃんを狙ったトラップっす（笑）。

ギデオン：地面に落として、足止めか……。さすが、藤井忍！（笑）




　お褒めにあずかり光栄です（笑）。




ギデオン：難易度35なら期待値で避けられる。（ダイスを振る）達成値43っ！

チコ：すごいっ！　余よ裕ゆうで回避成功じゃないっすか！

ギデオン：はっはっは！　俺がそんな罠に引っかかるはずがないだろう！

ＧＭ：ちぇー。では、ギデオンは吹き付けた風をうまくやり過ごし、なにも影響を受けませんでした。ですが移動はストップ。２号車でジェフリーと対たい峙じすることになります。

ギデオン：じゃあ、俺のメインプロセスの続きだ。《ソードダンス》に《ワイドアタック》＋《ワイドストーム》＋《レイザーストーム》で、シーン全体に攻撃だ。俺がダガーでジェフリーに斬きりかかると、その風ふう圧あつで敵がすべて切きり裂さかれる……という演えん出しゆつ（笑）。

ＧＭ：シーン全体ですか……。命中判定をどうぞ。

ギデオン：（ダイスを振る）達成値は42だ。

ＧＭ：ジェフリーは、（ダイスを振る）出目３で回避失敗。ルチアーナは……（ダイスを振る）やった、クリティカル！　回避成功です♪

アキナ：ええー!?

チコ：《ニゲイト》でクリティカルを打ち消しとくっすか？

ギデオン：いや、雑魚を掃そう討とうできればいい。このクリティカル回避はスルーしておけ。

チコ：了解っす。

ＧＭ：続いて、アベル軍兵士Ａ。（ダイスを振る）うわっ、こっちはファンブル!?

マルセル：しかも、３Ｄを振ってファンブルを出すとは……（笑）。

アキナ：さっきのクリティカルで、運を使い果たしたとか？（笑）

ＧＭ：くっ……！　最後に、アベル軍兵士Ｂ。（ダイスを振る）回避失敗です。ダメージロールをどうぞ。

チコ：《チェックメイト》！　（ダイスを振る）19点上乗せっす！

ギデオン：助かる。それと《ピアシングストライク》を使用。（ダイスを振る）おおっ、出目がいい！　合計で[image: 170]点の物理ダメージだ。
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ＧＭ：[image: 170]!!（計算中）……【物理防ぼう御ぎよ力りよく】がなかったら、大変なことになってました。アベル軍兵士は辛つらそうですが、何とか立っています。ジェフリーは全然堪こたえてません。

ギデオン：ちっ、落とせなかったか……。あ、風折りの刃があるから、ダメージを受けた奴はラウンド終了まで回避判定マイナス１Ｄな。

ＧＭ：ぐっ、了解しました。さて、次の行動ですが……。

マルセル：チコが先に攻撃するといい。アベル軍兵士を倒たおせれば、アキナが前に進める。

チコ：了解っす。《ランニングセット》に《ブーストマジック》。マイナーで《クラッシュバリア》、メジャーで《ダブルキャスト》！　《ウォータースピア》を二発放つっす。

アキナ：チコちゃん、お願い！

チコ：任せるっす！　一撃目、《マテリアルコンポーネント》でサファイアを使用しつつ、アベル軍兵士Ｂを攻撃。床にたたきつけた宝石の輝きが魔法に変換され、空中に出現させた水の槍に勢いを加えます。さらにフェイト１点で命中判定のダイスを増やすっす。

ギデオン：マルセルの《シーリィ》狙いか。

チコ：エンジェルファイヤーのクリティカル戦術を参考にしたっす！　（ダイスを振る）……うっ、でもクリティカルしなかった。達成値はぴったり40！

ＧＭ：うっ！　達成値が高い。（ダイスを振る）クリティカルせず。回避失敗です。

マルセル：ここで。《チェックメイト》。チコに「今だ！」とタイミングを指示するぞ！（ダイスを振る）ダメージに32点上乗せだ。

チコ：ありがとう！　（ダイスを振る）合計で[image: 143]点の、〈水〉属ぞく性せいの魔法ダメージ。《クラッシュバリア》の効果で【魔法防御力】無む視しっす！

ＧＭ：さすがにこれは耐たえられない！　兵士Ｂは戦闘不能です。チコの水の槍に貫かれて、バタバタと兵士たちが倒れていきます。「あとは……頼みます……」

チコ：ちょっとだけ、そこで眠ってるっすよ。では二発目の《ウォータースピア》。またまたサファイアを使用。さらに、命中判定にフェイトを１点使用っす。

ＧＭ：こ、これは避けられないか……。

チコ：クリティカルきて！　（ダイスを振る）……しなかったっす。達成値は43！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避できません。ダメージを。

チコ：ここで落とす!!　《マジックフォージ》を使用！

ＧＭ：そ、そんなにしなくても……。

チコ：いや、ここで倒せないとアキナさん辛くなるっす。だから、確実に倒す！（ダイスを振る）おお、でかい！　出目が68点だから、[image: 133]点の〈水〉属性魔法ダメージ。しかも、【魔法防御力】無視っすよ！




「いくっすよ！」

　チコのかけ声とともに放たれた水の槍は無む数すうの水の矢に分かれ、立ち塞がる兵士たちへ降り注いだ。

　水の矢は兵士たちの体へ突つき刺ささり、床へ打ち倒す。
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ＧＭ：これで、アベル軍兵士は全滅です。思ったよりもあっさり倒れちゃった……。

アキナ：チコちゃん、すごい！

チコ：へへへ、アキナさんのために、オイラがきれいにしておいたっす！　ささ、どうぞ遠えん慮りよなく、ジェフリーたちをやっちまってくださいっす！（一同笑）

マルセル：何故このタイミングで三下になるのだ（笑）。

チコ：あはは、ついつい……（笑）。

アキナ：じゃあ、チコちゃんが道を空けてくれたので行きます！　２号車まで移動したあと、《フルスイング》＋《ストラグルクラッシュ》でジェフリーを攻撃です!!

ＧＭ：「グリンダ様の最大の障害、アキナ・ブルックス。貴様の力を見せてもらう！」

アキナ：なら、くらってください！　……いつもみたいにフェイトを使った方がいいかな？

マルセル：出し惜しみはしなくていいと思うぞ。

アキナ：はいっ！　なら、フェイト２点を使用します。

マルセル：では、《結束》で私も１点使用だ。

アキナ：ありがとうございます！　絶ぜつ対たいに当てるつもりでいるから《ボルテクスアタック》も使っておきます。（ダイスを振る）うっ……６が一個こしか出なかった！

ＧＭ：ほっ。アキナのクリティカルはかなり痛いからこれで安心……。

アキナ：いや、まだ。《バトルコンプリート》で振り直します。（ダイスを振る）よーし、クリティカル！　６が三個出ました！

ＧＭ：わわっ!?

マルセル：よし、《シーリィ》。ダメージに40点上乗せだ。

ＧＭ：ダイスが減ってるので回避できない……。ダメージをどうぞ。

アキナ：（ダイスを振る）合計で[image: 371]点の物理ダメージですっ!!

マルセル：しかも、クリティカルをしているので、【物理防御力】無視だな。

ＧＭ：うわっ、これは痛い!!　なら《ソウルバスター》で、アキナに[image: 371]点のＨＰロスを返します!!

チコ：そんなものを持っていたっすか！

ＧＭ：ジェフリーは「かかったな……！」と剣を体で受けつつ、密着距離からアキナの顎あごを狙って拳を放ちます！

ギデオン：じゃあ、《インタラプト》で《ソウルバスター》を打ち消し。「おっと、アキナはやらせないぜ？」と短剣を振るって反撃のタイミングを奪う！
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ＧＭ：くっ、打ち消されましたか……。

アキナ：ありがとう、ギデオンさん！

ギデオン：なに、このくらいは仕事しないと、あとでヒルダに怒られるからな（一同笑）。

チコ：おっちゃん、そこはかっこつけていいっすよ（笑）。




　続くアキナの第二撃はクリティカルせず。

　攻撃は当たりましたが、【物理防御力】で防がれてしまい、大きなダメージを与えることはできませんでした。




アキナ：か、硬いですね……。

チコ：向こうはナイトらしいっすから、防御は大得意っすよ。

ＧＭ：さて、ＰＣ側の一斉攻撃が終わったので今度はこちらの番。まずはルチアーナから。

ギデオン：さて、何をしてくるのか……。

ＧＭ：ムーブなし、マイナーは《カッティングプラン》。そしてメジャーは《ワイドアタック》＋《トリックアタック》。範はん囲い（選択）に射しや撃げき攻撃をしかけます。

チコ：《カッティングプラン》って、どんなスキルでしたっけ？

ＧＭ：攻撃をダメージ軽けい減げん不ふ可か能のうにします。

マルセル：それは厳しいな……。

ＧＭ：ルチアーナがセキュリティシステムを動かすと、４号車の天井にレールガンが現れ、マルセルとチコを乱れ撃ちします！

チコ：わわっ、こっち来た！

ギデオン：やばいな、ダメージ軽減できないとなると後衛は倒れるぞ！

ＧＭ：「まずは軍師マルセル。守りの起点たるあなたからだ！」　命中判定直前に《血けつ晶しよう弾だん使用》というオリジナルスキルを使用し、ダメージを20点上乗せします！
















チコ：《ブランダームーブ》！　ルチアーナさんの命中判定にマイナス３Ｄっす！　マルセルさん、後は頼むっす！

ＧＭ：マイナス３Ｄは痛い！　（ダイスを振る）出目が14なので、達成値は33です。

マルセル：任せろ。《パトロナイズ》だ。８Ｄ＋13で判定だから、まず成功するさ。

アキナ：マルセルさん!!　そんなことを言ったら……（一同笑）。

マルセル：大丈夫だ！　（ダイスを振る）……って、な、何だこの出目は！

ギデオン：おいおいおいっ!?　ダイス目が１、１、１、２、２、３、３、４だぞ!?（一同笑）

ＧＭ：それだと達成値30で失敗ですね（笑）。

チコ：やっぱり裏目ったっす（笑）。

マルセル：……幸運のペンダントを使用する。これで、達成値33だ。

ＧＭ：それならちょうどで成功ですね。攻撃失敗です。が、安心するのはまだ早い。イニシアチブでルチアーナが《アデンダム》を使用!!

チコ：ええっ!?　まさか、もう一回同じ攻撃が来るっすか!?

ＧＭ：もちろん手はゆるめません！　ムーブアクションはなしで、《カッティングプラン》に《ワイドアタック》＋《トリックアタック》。さらに《血晶弾使用》です。

チコ：やーめーてー!?

ＧＭ：やめません（にっこり）。では、命中判定。（ダイスを振る）出目が悪い。達成値は36。

チコ：（ダイスを振る）クリティカルせず。24で回避失敗！

マルセル：（ダイスを振る）20で、回避失敗だ。

ＧＭ：ふたりとも回避失敗ですね？　では、ダメージロール直前に《ダイレクトヒット》！

アキナ：《ダイレクトヒット》って《カバーリング》できなくなるんですよね……。

ギデオン：コイツはまずいな……。《ストップトラップ》で止めるべきだったか。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 106]点の物理ダメージです。

チコ：オイラは93点ダメージ。現げん在ざいの【ＨＰ】は84点なので、９点足りない……！

ギデオン：ミドルフェイズのＨＰロスが効きいてるな……！　ここは《蘇そ生せい》を使おう。

チコ：分かったっす。ゲッタウェイ側の《蘇生》を使用！　【ＨＰ】全快状態で今のダメージを受けるから……24点で、生き残ったっす！

アキナ：やった！

マルセル：私は【ＨＰ】５点で、辛かろうじて踏ふみとどまったぞ。

ＧＭ：両方とも生き残りましたか……。「さすが、とここは言ってきましょう」とルチアーナはコメントします。

チコ：なかなかやるっすね、ルチアーナさん！

ＧＭ：次はジェフリー。接敵しているのはアキナとギデオン……ここは、アキナを狙ねらいましょう。「さっきの礼だ、心して受けろ！」

アキナ：あなたに負けたりもしません！　さぁ、来なさい！

ＧＭ：ムーブはなし、マイナーで《バイタルフォース》、メジャーで《ペネトレイトブロウ》すっと、アキナとの間合いを詰めたかと思うと、強烈な踏み込みからパンチを繰り出します。

ギデオン：防御力無視か……当たると痛いな。

ＧＭ：命中判定の前に《ワンツーブロウ》で命中判定のダイスを増やす。（ダイスを振る）残念、クリティカルはせず。達成値は40です。

アキナ：それは無理！　（ダイスを振る）15で回避失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 133]点、【物理防御力】無視の物理ダメージ。衝撃が鎧を無視して、アキナの体に直接突き刺さりまます！

マルセル：アキナへ《プロテクション》。（ダイスを振る）58点軽減だ。

アキナ：《ウェポンガード》で13点軽減ぢて、62点ダメージ。【ＨＰ】は[image: 101]点残ってます！

チコ：アキナお姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶっすか!?

アキナ：「これくらい平気！　心配しなくて大丈夫だよ！」と笑顔で答えます。

ＧＭ：これで、全員行動終了。《再さい行こう動どう》を使用するタイミングがやってきました。

チコ：ゲッタウェイ、《再行動》を使うっす！

アキナ：エンジェルファイヤーも《再行動》を使用します！

ＧＭ：ルチアーナ、ジェフリーも《二回行動》を使用して、未行動へ。
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ギデオン：全員が、もう一度行動することになるんだな。

ＧＭ：はい。では【行動値】22のＰＣ側、行動をどうぞ。

ギデオン：まずは俺が動いて、一番の懸け念ねん事じ項こうである焰硝石爆弾を片かた付づけとくよ。

アキナ：そうですね。お願いします！

ギデオン：ムーブアクションで１号車に乗のり込こむ。さぁて、トラップよ、来やがれ！

ＧＭ：さすが、こちらの手の内に気づいていましたか（笑）。では、お望みどおりトラップです。まずは、難易度25の［危険感知］！

チコ：おっちゃん、大丈夫っすか？

ギデオン：最初から、体を張って罠をなんとかするつもりだから、問題ない。（ダイスを振る）達成値20なので失敗！

ＧＭ：では、［パンチングマシーン］が作動。ぱかっ、と壁へき面めんの一部が開いて、ギデオン目がけてパンチンググローブが発はつ射しやされます（一同笑）。

アキナ：面おも白しろいトラップだ（笑）。

ＧＭ：なお、回避判定に失敗すると、ダメージを受けた上に、シーン外へと弾はじき飛とばされますのでご注意ください（サラリと）。

ギデオン：（予想外すぎて吹き出す）ぶほっ!?

マルセル：ちょっと待て、シーン外だとっ!?

ギデオン：落とされたら、帰ってくるまでにきっと爆弾爆発してるぞ、これ！

アキナ：面白いけど、すっごく危険ですっ!!

チコ：この世界は面白トラップほど凶きよう悪あくっす！（笑）

ＧＭ：トラップの危険度を認識したところで難易度35の回避判定をどうぞ（にっこり）。

マルセル：（戦慄しつつ）さ、さすがは藤井忍!!




　ＧＭって本当に楽しいですね（笑）。




ギデオン：この判定は絶対失敗できん、《ダンシングヒーロー》！（ダイスを振る）うわ、低っ！　これはヤバイかも……。

一同：…………っ!?

ギデオン：（計算中）……いや、大丈夫。達成値36だ!!

一同：おおー!!

アキナ：ギ、ギリギリでしたね！

ＧＭ：悔くやしい、紙かみ一ひと重えで避けられた！

ギデオン：蝶ちようのように舞まって蜂はちのように逃にげるのが得意なんでね（笑）。んじゃ、メジャーアクションで、焰硝石爆弾を探す。［トラップ探知］でいいのか？

ＧＭ：はい、難易度18の［トラップ探知］です。




　この判定にギデオンは危なげなく成功しました。

　これにより焰硝石爆弾を発見。

　難易度18の［トラップ解除］で爆弾を止められることが判明します。




ギデオン：よし、次のラウンドで決着をつけてやる。これで俺は終了。
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チコ：次はオイラが動くっすよ。……おっちゃん、《祝福》使っていいっすか？　オイラ、【ＭＰ】がそろそろ厳しいっす。

ギデオン：いいぞ。【ＭＰ】回かい復ふくして、全力で攻撃しちまえ。

チコ：それじゃまずは《祝福》を使用！　３号車へ移動しつつ、《クラッシュバリア》からの《ダブルキャスト》で《ウォータースピア》を二連発！　一発目はルチアーナ狙いで、サファイアを使ってさらに《リゼントメント》っす！

ＧＭ：むっ、ルチアーナに来ましたか。

チコ：おっちゃんの邪魔をできないように最大の一撃で倒すっす！　命中判定にフェイトを２点使用して……。（ダイスを振る）クリティカルしない。達成値は41っす。

ＧＭ：そんなのクリティカルだけです！　（ダイスを振る）クリティカルしない、回避失敗。

チコ：（ダイスを振る）[image: 273]点、【魔法防御力】無視の、〈水〉属性魔法ダメージ!!

ＧＭ：それは痛い！

チコ：あと、１点でもダメージが入ったら［放心］とラウンド終了まで回避判定マイナス１Ｄのペナルティが入るっす。

ＧＭ：それはどうしようもないので、受けておきます。チコの放った柱みたいな水の槍が直撃し、もうろうとするルチアーナ。

チコ：それじゃ二発目。《ウォータースピア》に《バリアントマック》を使用して、ルチアーナを再び攻撃！　さらにサファイアも使うっす。（ダイスを振る）達成値は39っす。

ＧＭ：ダイスが減っているので、ルチアーナの回避は自動的に失敗。ダメージをどうぞ。

チコ：（ダイスを振る）今度は[image: 124]点、【魔法防御力】無視っす。

ＧＭ：痛たたた……。チコの攻撃で、かなり削られました。足をふらつかせながら、「思ったよりやるな。〝偉大なるヒース〟を宿した娘よ。だが、その程度の水では私の決意の炎は消せん！」とチコをにらみます。

チコ：なら、まず先に意識を断たち切ってやるっす！

ＧＭ：これでチコは終了っと。次はアキナかマルセルですが？

アキナ：じゃあ、あたしが動きます。《ファストセット》に《フルスイング》、《スマッシュ》、《ストラグルクラッシュ》でジェフリーを攻撃！　命中に……うん、フェイトを２点使用!!

マルセル：それなら《結束》で１点支援だ。

アキナ：ありがとう、マルセルさん！（ダイスを振る）……やった、クリティカルです！

マルセル：では、《シーリィ》でダメージを40点上昇させておこう。

ＧＭ：うー、こっちはマイナス１Ｄされて１Ｄしか振れない……。回避失敗です。

マルセル：ここで《ディバインフォース》を使用。85点、アキナのダメージが上昇するぞ。

アキナ：これでダメージは12Ｄ＋[image: 253]点です！　（ダイスを振る）わ、出目が高い！　[image: 303]点、【物理防御力】無視のダメージです！

ＧＭ：うわ、[image: 303]点直撃!!　ナックルガードをはめた腕で受け止めようとしますが、彼の予想を上回る剣速で、受けを失敗します。「馬鹿なっ!?　俺が防げないほど速いだと!!」

アキナ：まだあたしの攻撃は終わってませんよ！　行きます。フェイトを２点使って……。

マルセル：では、再び《結束》でフェイトを使用しておこう。

アキナ：（ダイスを振る）来たっ!!　命中判定はクリティカルです！

マルセル：もう一度《シーリィ》だ。
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ＧＭ：また!!　さすがはアキナ、ここぞという局面でクリティカルを連発してきますね……ジェフリーは避けられないので、ダメージをください。

アキナ：（ダイスを振る）[image: 219]点、【物理防御力】無視のダメージです！

ＧＭ：ううっ、合わせて[image: 500]点越え……。

チコ：すごい……圧倒的な攻撃力っす！

ＧＭ：だけど。まだジェフリーは倒れません。「へっ、グリンダ様がこだわるわけだ……。やはり、ここで叩き潰つぶす！」と闘志を新たにファイティングポーズをとります。

アキナ：あたしが負けたらノルウィッチは大変なことになる。だから絶対に負けません！




　残るマルセルは３号車に移動しつつ、自分に《ヒール》を使用して【ＨＰ】を76点回復。

　さらに、続くイニシアチブでマルセルは《クイックヒール》＋《ヒール》を使用し、アキナの【ＨＰ】を[image: 177]点まで回復させました。




ＧＭ：では、ルチアーナの行動。ここは戦闘不能にもっていけそうなチコを狙うべきか……

ギデオン：おいおい、ルチアーナ。あと一撃でチコは倒たおせるかもしれないが、その間に俺が焰硝石爆弾を止めちまうぜ？　本当の目的、忘れちゃいねぇか？

ＧＭ：ルチアーナは「確かに爆弾が起爆すれば、我が憎悪の対象、全てが消え去る！　フ、フハハ」と、狂気を伺わせる笑いとともにギデオンに狙いを定めました。

ギデオン：はっはっは、華か麗れいに避けてやるよ～？

ＧＭ：まず、ルチアーナは《スニークアップ》で封鎖を無視できるようにし、《フェイドアウェイ》。ジェフリーたちのいる、２号車へ移動します。

ギデオン：…………へっ？

ＧＭ：マイナーアクションは《フラッシュショット》で、リアクションを不ふ可かにします。メジャーアクションは《ダブルショット》。

ギデオン：リアクション不可だと!?　挑ちよう発はつしなきゃよかった……（笑）

チコ：おっちゃん、ありがとうっす。オイラの代わりに、ここで倒れてくれるなんて……。

ギデオン：見捨てないで、助けてー!!（一同笑）
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ＧＭ：それじゃ、一撃目。《血晶弾使用》を使いつつ……（ダイスを振る）達成値40。

ギデオン：これはリアクションじゃないから使える。《ストップトラップ》だ！　フェイトを３点使用。（ダイスを振る）げっ、出目悪っ!?

マルセル：……これは失敗してるな。

アキナ：ええっ！　失敗ですかぁ!?

ギデオン：いや、フェイトをもう１点使って振り直す。（ダイスを振る）……やった！　達成値42。今度は成功だ！

ＧＭ：止められましたか。一撃目が止められたので、二撃目はなし。残念……。

ギデオン：ふっ！　余裕余裕（笑）。

チコ：冷や冷やだったクセにっす！（笑）

ＧＭ：では、最後ジェフリー。こっちはアキナを狙おう。「俺はアキナ・ブルックスを倒す。そこのこそ泥どろのことは任まかせたぞ、ルチアーナ」

アキナ：マルセルさんに回復したもらったし、今は万全ですっ！　いくらでも来なさい!!

ＧＭ：「なら遠慮なく……こっちの切り札、いくぜ！」ムーブはなし、マイナーで《バイタルフォース》、メジャーは《トリプルブロウ》！　対象はアキナです！

チコ：それって三回攻撃っすよ!?

ギデオン：マルセルがいれば、なんとかなる……はず！

ＧＭ：まずは一発目。命中判定の前に《ワンツーブロウ》。（ダイスを振る）達成値は38！

アキナ：（ダイスを振る）うっ……回避失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）ああっ！　出目が低い……。[image: 129]点の物理ダメージです。

マルセル：《プロテクション》。（ダイスを振る）54点止めるぞ。

アキナ：《ウェポンガード》で13点軽減。【物理防御力】が35点だから、ダメージは27点受けました。

チコ：おお、アキナさん硬い、ヒルダお姉ちゃんみたいっす！

ギデオン：これなら三発食らっても涼すずしい顔してるな。いけるぞ！

ＧＭ：塵ちりも積もれば何とやら。二発目、いきます！（ダイスを振る）うーん、クリティカルしませんね。達成値は35。

アキナ：（ダイスを振る）27で失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 137]点の物理ダメージ。

マルセル：《プロテクション》だ。（ダイスを振る）53点軽減。

アキナ：49点ダメージを受けました。残り【ＨＰ】は[image: 101]点！

ＧＭ：マルセルの《バリア》のおかげで、アキナがすごい硬い……。

マルセル：これでなんとかいけるか？

ＧＭ：そうはいきません、最後の三発目の攻撃に、《ボルテクスアタック》を乗せます！

アキナ：もー、マルセルさんが余計なこと言うからー!!（一同笑）

マルセル：す、すまん。

ギデオン：プチ裏目ってところだな（笑）。

ＧＭ：命中判定は……（ダイスを振る）やったー、ついにクリティカルですよ！

チコ：藤井さーん!!　なんでこういう時ばっかり、クリティカルを出すんですかっ!!




　いや、そんなことを言われましても……。




アキナ：クリティカル、来て！　（ダイスを振る）う～ん駄目、回避失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 345]点の物理ダメージ！

アキナ：そんなの耐えきれません！　《蘇生》をもらっても一撃で戦闘不能です。

マルセル：なら《アフェクション》だ。アーケンラーヴよ、誇り高き騎士に守護を!!




　ジェフリーが渾こん身しんの力で放つ一撃。

　それは鎧を貫き、アキナに致命傷を与えるはずだった。

　だが、インパクトの瞬間にジェフリーが感じたのは肉を裂き、骨を砕く感触ではなく、無数に重ねられた薄い硝子ガラスを殴ったかのよに、徐々に打撃が減げん衰すいしていく、いままで体験したことのない奇き妙みような手応えだった。

　直後、涼やかな音色とともに、光がジェフリーの視界を舞う。

　乱舞する光の向こう、無傷のアキナと杖を構えるマルセルの姿があった。
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アキナ：これでダメージなし。ありがとうございます、マルセルさん！

マルセル：ふん……仲間の危機を救うのは当然のことだ。

チコ：マルセルさんはほんとツンデレっす（笑）。

ＧＭ：これでジェフリーの行動は終了し、全員行動済となったのでクリンナッププロセスへ。こちらは、ルチアーナが《バーサタイル》を使って《アデンダム》の使用回数を一回増やしました。それと［放心］解除。ＰＣで行動する方はいますか？

アキナ：はいっ！　《バイオレントヒット》を使用します！

チコ：（ちょっと考えてから）……オイラは《トランスポジション》を自分に使って、２号車へ移動するっす。

ギデオン：アキナが範囲攻撃された場合、巻まき添ぞえくらうぞ？

チコ：ここは《カバームーブ》の使用回数が切れるリスクより、範囲攻撃されるリスクを選ぶっすよ。

ＧＭ：他にありませんね？　では、《車両切り離しＡ》の効果が起動。連結部が外れて４号車と５号車が切り離され、ゆっくりと遠ざかっていきます。

チコ：さよーならー。

ＧＭ：以上で第一ラウンドは終了なのですが……ここでちょっと演出を入れます。

一同：？

ＧＭ：車しや窓そうから見える景色。今までうしろに流れていた木々が急に途切れ、遠くの景色が見えるようになります。

ギデオン：……ま、まさか！

ＧＭ：見えるのは大きな城と、土台から巨大な足を生やした街。

マルセル：ノルウィッチ城と、ビルベリか!!

アキナ：もうそんな近くに来ちゃったの!?

チコ：早いっすよ！

ギデオン：なあ、ＧＭ。

ＧＭ：何ですか？

ギデオン：ノルウィッチやビルベリが見えてきた、ってことは……シーンに登場したってことになるのか？

ＧＭ：そうなりますね（にっこり）。

マルセル：まずいな、シーンに登場したということは、焰硝石爆弾の効果範囲に入ったということになる。

アキナ：ああっ……！

チコ：このままじゃ、本当にビルベリもノルウィッチも壊滅しちゃうっす～！

アキナ：早く爆弾を止めないと！




●第二ラウンド

行動値

チコ　　　　　　22

ギデオン　　　　21

ルチアーナ　　　21

ジェフリー　　　18

アキナ　　　　　15

マルセル　　　　14
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ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアッププロセスです。チコからどうぞ。

チコ：ほいっす！　まずは《最後の力》を使用。オイラ自身はもう一度《パーペチュアルチェック》！　対象はＰＣ全員っす！

ギデオン：俺は《ミステリアスダンス》でジェフリーを挑発する。（ダイスを振る）出目が５、５、６！　惜しい、達成値28！

ＧＭ：クリティカル以外は抵てい抗こうできません！（ダイスを振る）１と２で失敗。「いいぜ、そんなに俺に潰されたいなら、お前から潰してやる！」

ギデオン：ふっ、俺に攻撃を当てられるかな？

ＧＭ：次はルチアーナは《車両切り離しＢ》を使用。

チコ：《車両切り離しＢ》？　また切り離してくるっすか！

マルセル：場所はどこだ？

ＧＭ：１号車と２号車の間、なのでクリンナッププロセスに２号車以下がシーンから退場します。続くジェフリーは特に何もありません。

アキナ：はい！　あたしたちも《最後の力》です！　あたしのセットアップは特にありません。

マルセル：次は私。いちおう敵の情じよう報ほうを調べておこう。《エンサイクロペディア》だ。

ＧＭ：了解しました。どちらを調べますか？

マルセル：ルチアーナの方にしよう。（ダイスを振る）達成値は22。

ＧＭ：識しき別べつ値は15ですので、分かります。データはこちら（と、データの書かれた紙を渡す）。




　なお、読者の皆さまは次のルチアーナのデータを参照してください。
















ギデオン：やった、厄介な《ダイレクトヒット》はもう撃うってこない！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。ここでルチアーナが《アデンダム》を使用します！

ギデオン：待った！　そっちが《アデンダム》ならば、こっちは《エンカレッジ》を使用するぞ！

ＧＭ：むう、【行動値】順に解決なので、ギデオンの方が先ですね……。

ギデオン：（少し考え）……先に焰硝石爆弾を片付けておくか。《エンカレッジ》の対象は自分。ムーブ、マイナーなしで焰硝石爆弾を解除する。

ＧＭ：では、難易度18の［トラップ解除］をどうぞ。

ギデオン：［トラップ解除］は３Ｄ＋９だから、期待値でいけるが……フェイトを２点使っておく。（ダイスを振る）達成値は27！

ＧＭ：成功ですね。ギデオンは焰硝石爆弾についていた時じ限げん装そう置ちを慎しん重ちように解かい体たいし、無事解除することができました。

ギデオン：解除成功！　これで、ビルベリとノルウィッチが破壊されずに済むぜ！

チコ：おっちゃん、やるときゃやるっすね！

ギデオン：おう、このくらい、朝飯前だぜ。

ＧＭ：「ちっ、あなたたちは……」と苛立たしげにルチアーナが舌打ちすると、ジェフリーが「落ち着け、ルチアーナ。こいつらを殺したあと、ゆっくり再さい設せつ定ていすればいいだけだ」となだめます。
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アキナ：爆弾が止まってもやる気なんですね……なら、相手になります！

ＧＭ：これで《エンカレッジ》は終了。次はルチアーナの《アデンダム》で、彼女のメインプロセスになります。

ギデオン：いま攻撃できるのは俺だけだが……今度は俺を攻撃しても意味がないぞ？

ＧＭ：そうですね。では、まず《スニークアップ》《フェイドアウェイ》を使用。１号車に移動して、くるりと振り向き、２号車に乗っているアキナたちを攻撃します。

ギデオン：な、何だってぇ!?（笑）

ＧＭ：マイナーで《フラッシュショット》、メジャーで《ワイドアタック》＋《トリックアタック》。対象はアキナ、マルセル、チコ。（ダイスを振る）よし、クリティカルです。

チコ：ならば《ニゲイト》っす！

ＧＭ：リアクションは不可の攻撃ですが、《ニゲイト》を使ってしまっていいのですか？

チコ：クリティカルだと、その分ダメージが上昇するから、せめてダメージを少しでも減へらしておきたいっすよ……。

ＧＭ：なるほど……。では、達成値44。リアクション不可なのでダメージいきますよ？

アキナ：待って、あたしがチコちゃんを《カバーリング》しますっ！

チコ：アキナさん、耐えられるっすか……？（不安げ）

アキナ：大丈夫！　こっちには《蘇生》が残ってるから！

ＧＭ：それではダメージロールの直前に《スーパートリック》を使用。さらにジェフリーが《チェックメイト》を使用します！

ギデオン：うわ、なんだそりゃ!?

マルセル：アキナを倒しにかかったか。

アキナ：こ、これは耐えられるかな……。

ＧＭ：（ダイスを振る）《チェックメイト》は16点。ルチアーナ自身のダメージは、（ダイスを振る）出目が低い！56点。合計して、[image: 142]点の物理ダメージです!!

チコ：あわわ……オイラが受けてたら、一瞬で吹っ飛ぶ数値っすよ……。

マルセル：アキナ、耐えきれるか？

アキナ：（計算中）……《ウェポンガード》でダメージを減らして、【物理防御力】が48点で……うん、《蘇生》を使えば《プロテクション》なしで耐えられます！
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マルセル：なら、ここで《蘇生》を使おう。

アキナ：はい、《蘇生》承認です！　そしてあたしは《ウェポンガード》を使って、94点の二倍ダメージで[image: 188]点ダメージ。【ＨＰ】が12点で立ってますっ！

一同：おおー!!

ＧＭ：あれで倒れないんですか!!　し、しぶとい……。

マルセル：アキナが耐えきったので、私は自分に《プロテクション》だ。（ダイスを振る）61点軽減。【ＨＰ】63点で立ってる。

ギデオン：ふたりとも生き残ったか。

チコ：あ、ありがとうっす、アキナさん！

アキナ：人を守るのが、騎士の役目です！　そうだ、《ソウルバスター》でダメージをお返しします！

ＧＭ：[image: 188]点のダメージが返ってきた!?　ま、まだルチアーナは立っていますが、そろそろ危険ですね。「アキナ・ブルックス、憎きメルトランドの手先！　あなただけは……っ!!」とアキナをにらみますよ。

アキナ：……悲しいけど、でも……でも、負けませんから！

チコ：これでイニシアチブが終わってようやっとこちらの番っすね。まずはオイラが先に動いて、おっちゃんとアキナさんの攻撃を当てやすくするっす。

ギデオン：バッドステータスをばらまいてくれると助かるぜ

チコ：ムーブは《ランニングセット》で《クラッシュバリア》。マイナーで《ファインアート》、メジャーアクションが《ダブルキャスト》で《ウォータースピア》二発！

ＧＭ：リアクション不可で回避判定のダイスを削ってくるんですね……。やっかいな！

チコ：一発目はジェフリーに。サファイアとフェイトを１点使うっす！　（ダイスを振る）出目が13!?　……達成値は30っす。

ＧＭ：リアクション不可の攻撃だから、避けられないー。ダメージどうぞ。

チコ：（ダイスを振る）うひゃー、低いっすよー!?

ギデオン：チコはバッドステータスを付ふ与よできればいい。あとでアキナがきちんと倒たおしてくれるって！

チコ：そうっすね！　……80点の魔法ダメージ、【魔法防御力】無視っす！

ＧＭ：ダメージは大したことないですが、［放心］と回避判定マイナス１Ｄがキツイ……。

チコ：二発目の《ウォータースピア》は《バリアントマジック》をつけて、ルチアーナに。こっちにもサファイアとフェイト１点を使って……（ダイスを振る）むきー!?　またクリティカルしなかったっす!!




[image: ]




マルセル：ダイス運が悪いな、チコ（笑）。

アキナ：クリティカルがでないのはあたしと同じですね！（笑）

チコ：アキナさんと同じなのは嬉しいけど、嬉しくない！悔しいから最後のフェイトを使って、振り直し！

ギデオン：チコがヤケになってる（笑）。

チコ：マルセルさんから《シーリィ》もらいたいんですよぉ！　（ダイスを振る）ぎゃー、出目が余よ計けいに悪化したぁ!?

ＧＭ：まあ、どちらにしろリアクション不可なので避けられませんけど（笑）。

チコ：達成値41。……（うなだれてる）。

ＧＭ：では、ダメージロール……の前に、ジェフリーがルチアーナを《カバーリング》と《カバームーブ》でかばう。「この女をここで失うわけにはいかん！」

ギデオン：おおっ!?　かばっただと!?

アキナ：でも、かばったってことは、そろそろルチアーナが倒れそうってことですよね。

チコ：なるほど、それはそのとおり！　ダメージは14Ｄ＋55点！　（ダイスを振る）[image: 101]点の〈水〉属性魔法ダメージ、【魔法防御力】無視っす！




　水の槍がルチアーナの前で盾となったジェフリーの体へ突き刺さる。

　それは体に残った最後の力を奪い取るのに十分な一撃。

　ジェフリーの意志に反し、膝が折れ、バランスを失い前のめりに倒れていく。

「…………グリンダ様、我らの宿願を、どうか……」

　その呟きが、彼の最後の一言となった。




ＧＭ：それはもう耐えられない。ジェフリーは戦闘不能です！

一同：やった――!!

チコ：残るはルチアーナだけっす！




　次の行動はマルセル。

　万が一に備えて《マジックブラスト》＋《ヒール》でアキナとチコ、それと自分の【ＨＰ】を82点回復させました。

　そして最後はこの人の行動。




アキナ：アキナ、行きます！　ムーブで１号車まで移動！　マイナーで《フルスイング》、メジャーで《ストラグルクラッシュ》でルチアーナさんを攻撃!!

ＧＭ：迫るアキナをにらんで「アキナ・ブルックス!!　なぜ、なぜだ！」と叫ぶルチアーナ。

アキナ：「決まってます、あたしは……アル兄様に託された、第一の騎士ですから！」一撃目、《ボルテクスアタック》を使用して、命中判定にフェイトを２点入れます！

マルセル：もはや恒例の《結束》で支援だ。

アキナ：（ダイスを振る）クリティカルが出なかったから、《バトルコンプリート》で振り直し！　…………念のため、あたしの色で、ギデオンさんのラッキーカラーの赤色をしたダイスを使おうっと（ダイスを取とり替かえる）。




　勝負どころで縁起をかついだアキナさん。

　……その結果ははたして！




アキナ：（ダイスを振る）よし、一個６が出たから、《グレートバースト》を使います！　これで、クリティカルになった!!

一同：おおー（拍はく手しゆ）

マルセル：それに《シーリィ》だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）３Ｄ振ってクリティカルせず。回避失敗です。

チコ：まずはオイラが《チェックメイト》。マルセルさんは二撃目にお願いするっす！

マルセル：了解した。

チコ：（ダイスを振る）出目悪っ!?　ごめんなさい、14点追加っす……。

アキナ：ううん、十分だよ！　（ダイスを振る）出目が42点だから、全部あわせて[image: 381]点の物理ダメージっ！
















　大上段から迷い無く振り下ろされるアキナの巨剣。

　その一撃を受けとめ、押し返すほどの力は、ルチアーナの体のどこにも残っていなかった。

　復讐の炎を剣風に吹き消されたテロリストは、やがて床に倒れ伏した。




ＧＭ：さすがにその一撃は耐えられません!!　ルチアーナは戦闘不能、戦闘終了です!!

チコ：勝利っす!!

マルセル：とりあえず、ルチアーナは死なないように手当をしておこう。それでいいな？

アキナ：はい、お願いします。

マルセル：わだかまりは、目が覚めたあとに存分に話せばいい。

アキナ：…………はいっ！

ギデオン：戦闘の後始末はエンジェルファイヤーに任せて、俺たちはトレインゴーレムを止めるか。

チコ：そうっすね。このまま放っておいてどこかに激突したら大変っす！

ＧＭ：トレインゴーレムの停車は判定なしでできます。無事に、どこにも激突することなくとまりますよ。

アキナ：よかった～。

ギデオン：とりあえず、これでひと安心だな。

マルセル：そうだ！　レイウォールアライアンス軍の方は、どうなった？

ＧＭ：トレインゴーレムからはその姿は見えません。進路が分かれてからかなり走っていますから。ただ、おそらくレイウォール方面に抜け出たものと思われます。

マルセル：今回もミックにはしてやられたが……とりあえず最大の危機は去ったか。

ＧＭ：というところで、クライマックスは終了しましょう。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆いるべき場所へ




　何とか、焰硝石爆弾の爆発を阻そ止しし、トレインゴーレムも止めることができた。

　アキナやチコたちは、安あん堵どのため息を漏もらした。




ＧＭ：エンディングフェイズに入ります。みなさんの活かつ躍やくにより、焰硝石爆弾の機き能のうは停止。トレインゴーレムも停車しました。

チコ：焰硝石爆弾の爆発、止められないんじゃないかって、ひやひやしたっすよ～。

マルセル：トレインゴーレムも停車したのなら、ノルウィッチに激げき突とつするのではないかという心配も必要ないな。

ＧＭ：そうですね。

アキナ：ギリギリで何とかできましたね～。

ギデオン：ああ、助かったぜ。

マルセル：ＧＭ、ノルウィッチの様子はどうだ？

ＧＭ：がちがちに防御を固めて籠ろう城じよう戦のかまえをしています。

一同：籠城戦？

ＧＭ：ですが、偵てい察さつにきたギィがみなさんを発見し、安堵したように近づいて来ました。

マルセル：ギィ、いったいどうしたんだ？　何故、ノルウィッチは籠城している？

ＧＭ：ギィは「いやぁ、スリス陛へい下かを救出したあと、ノルウィッチの守りはドランに任まかせて、偵察に出たんだけどよ。アベルはアガルタ公国に進軍したはずなのに、なぜか反転してノルウィッチに猛もうスピードで帰き還かんしようとしてるのを見ちまったからさ」と答えます。

マルセル：ノルウィッチをアベルから守るために、籠城してたのか。

ＧＭ：「そーゆーこと。まぁ、お前らが何とかしてくれるとは思ってたけどよ」

アキナ：大変だったんですよ！　トレインゴーレム止めるの！

ＧＭ：「トレインゴーレムって、このゴーレムか？　……これがどうかしたのか？」

アキナ：あっ……そうか。焰硝石爆弾を搭とう載さいしてるって話、ギィさんたちに連れん絡らくしそびれてたかも。

マルセル：まぁ、爆発することなく終わったから、よしとしよう。

アキナ：ギィさん、スリス様たちは本当に無事なんですよね？

ＧＭ：「もちろんさ！」

アキナ：良かったぁ！　へにょへにょと、そこに座り込んじゃいます。

チコ：ビルベリは？　ヒルダお姉ちゃんたちは、どうっすか!?

ＧＭ：「おお、アンタが〝偉大なるヒース〟を宿してるって娘さんかい。ビルベリで同じように籠城戦の準じゆん備びをしてるはずだぜ。まぁ、まずは帰って、直接顔を見てくるといいさ」

ギデオン：そうだな。自分たちで確認するのがいいな。

マルセル：では、ノルウィッチに帰還しようか。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ノルウィッチにつくと、ギィやドラン、ヒルダやリージュと合流できました。

チコ：お互たがいどんな目にあったか話し合って、「そっちも大変だったんだね」ってねぎらい合うっすね（笑）。

ＧＭ：ギィがマルセルにこう言います。「ビルベリの領主の屋敷に、焰硝石爆弾が一個預かって貰っている。うまく処しよ理りしてくれよ」（一同笑）

チコ：な、何とぉ～っ!?（笑）

アキナ：えっ!?　見つけたら回かい収しゆうするんじゃなかったんですか!?（笑）

ギデオン：（ドランになって）「そう簡単に回収できるようなもんじゃないナリ。なるべく早く専門の錬金術師を派遣して回収した方がいいナリ」（笑）

チコ：そ、そんな危あぶないものがあったら、怖いっす！（笑）

ギデオン：ヒルダとリージュは持つのを嫌いやがってたからなあ。だから、最後はマルセルに回収してもらうのが一番いいと思うんだ。

マルセル：まずはいろいろと、お互いの立場について話し合わないといけないな。敵てき対たい勢せい力りよくのままだというならば、回収うんぬんどころの話ではないぞ。

チコ：そうっすねぇ。

マルセル：私とヒルダ殿どのの仕事はこれからだな……。

ＧＭ：そのあたりはきちんと相談して決めないといけませんね。

マルセル：ああ。私が計画していた総そう選せん挙きよも全部白紙になってしまった。

ギデオン：確たしかにこんな状態じゃあ、選挙ってわけにもいかねぇもんなあ。

マルセル：少なくとも、古い国の王だけで選挙をするというわけにはいかなくなった。

ギデオン：リージュが変へん装そうしたピアニィが、「ビルベリは友好勢力です」って演えん説ぜつして去って行ったから、俺らは一応、敵対せずに済すむぞ。

アキナ：協力態たい勢せい、続行ですか？　いいですね！

ＧＭ：マルセルに対して、ギィが「すまねぇな。偽ピアニィの存在を人々に理解してもらうために、あれ以上のアイデアは出なくてな」とニヤリとします（笑）。

マルセル：のっぴきならない状況だったのは理り解かいしている。ビルベリと友好的な関係が築けるなら、それにこしたことはない。何しろ……。

チコ：……合衆国には敵が多すぎるっすからね。

マルセル：…………。どうやら、ビルベリの軍師はたいした見識をお持ちのようだ。

チコ：それほどでもないっす（笑）。

マルセル：謙遜はいい。アベルと対決した時の台詞「たまたま王族に生まれたボンクラ」という台詞は示し唆さに富んでいたな。

チコ：…………。

アキナ：どういうことですか？　マルセルさん。

マルセル：アベル自身も、間違った気づき方をしていたようだが……。

ギデオン：ああ、なんか言っていたな。追放され、本来王になれるはずのなかったピアニィがなれたんだから、自分も王になれる……と。

ＧＭ：…………。

マルセル：ピアニィ陛下がやって見せたこと。その事実が、「実力があれば誰もが王になれる」とヤツに気づかせてしまったのだ。要するに……




　アベルは、目映い光を放つ〝ピアニィ陛下の影〟とも言うべき存在なのだ。

ＧＭ：…………。




　実はそのことは、本シナリオを田中さんと造りあげた時に、ふたりで決めた裏テーマのひとつでした。あっさりそこに到達するとは、みなさんさすがです。




チコ：……そしてそんな考えを持つヤツは今後いくらでも出るっす。合衆国はこの先大変っすね。

マルセル：やれやれ耳が痛い……。

ギデオン：ミックあたり、そんな連中の代表選手みたいなやつだな。

チコ：……でもそんなことより、オイラ言いたいことがあるっす。

一同：…………。

チコ：……アキナさん。

アキナ：なぁに？

チコ：本当にありがとうっす。




　チコは小さなその体すべてを使うように、アキナにぎゅっと抱きついた。




チコ：おかげで、ビルベリもアガルタも救われたっす。

アキナ：こちらこそ、ありがとうね。チコちゃんたちと一緒に頑張ってみて、異なる事情がある人でも手を取り合えるってわかったし……。
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ＧＭ：……いいシーンですね。

ギデオン：ほらアキナ、俺には何か褒ほめるとこはないのか？（←満面の笑顔で）

一同：…………。

アキナ：…………（笑顔で首をかしげる）。

ギデオン：ちょっとぉ!?（一同爆笑）

チコ：おっちゃん……（笑）。

マルセル：オチをつけずに居られないようだな（笑）。

アキナ：噓ですよ、ギデオンさんもカッコよかったです！

ギデオン：よっしゃ！（笑）

ＧＭ：というわけで、ビルベリと合衆国、お互い歩みよる可能性を感じるエンディングでしたが、さらにマスターシーンを入れてこのシナリオは終了します。

一同：おや？







◆Ending 02◆それぞれの敵対者




　ようやく戦いは終わった。

　だが、それでもまだ真の敵は残っていた……。




ＧＭ：というわけで、まずはグリンダのシーン。

アキナ：む！




　いずことも知れぬ闇の底で、ひとりの魔女が水晶球を覗のぞき込んでいた。




　映うつし出されたのは、完全に沈ちん黙もくしたトレインゴーレム。そして、その映像を見つめるのは〝仮面マスク〟のグリンダであった。

「やはり恐るべきはアキナ・ブルックス。ヒューバード様とわたくしの理想の最大の障しよう害がいにほかなりません」
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　やがて、その仮面外し、彼女は凄せい絶ぜつな笑みを浮かべて呟いた……。




「だが、そうでなくては面白くございません。決けつ着ちやくはあなたとわたくしで直接つけなくては……ね」




チコ：うわぁ。アキナお姉ちゃん狙われてるっすね。

アキナ：いえ。決着はあたしも望むところ！　今度こそグリンダを逃がしません！

マルセル：と言っても、ヤツが単純に攻めてくるとは思えん。

ＧＭ：ふふふ。次回をお楽しみに。きっとかわたなさんが趣しゆ向こうをこらしたシナリオを用意するでしょう。

アキナ：どんな罠でも負けません！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：そして、もう一方。

一同：おや？




　少年は楽しそうにシャールズベリの城壁から南の大地を見ていた。

　その双そう眸ぼうの彼方かなたにはノルウィッチとビルベリがあった。

　そして、少年の……いや少年に見えるその存在の目には、そこで繰り広げられる光景が、まるですぐ目の前にあるかのように映っていた。




「やれやれ、トレインゴーレムを追えば焰硝石爆弾の爆発に巻き込まれて死ぬかと思ったんだけどなあ」




　発言の内容は残念そうであるのに、口く調ちようはむしろ楽しそうですらあった。

　やがて少年は、まるで恋人の誕生日を祝うかのような優しい笑顔で言った。




「次は僕がこの手で殺さないとダメかな？　ね……チコ」




ＧＭ：……というわけでこちらは『ゲッタウェイ』の次巻に続きます。

チコ：げ、げえええ――っ！　オイラ殺される!?

ギデオン：って言うかお前、敵だったのかよマーリンッ！

チコ：というか、いつでも胡散臭さ爆発だったっす。

アキナ：あ、あはは（笑）。

マルセル：やれやれ、『デスマーチ』も『ゲッタウェイ』もまだまだ、厳しい戦いが待っていそうだな……。

ＧＭ：ともかく、これで今度こそシナリオ終了です。お疲れ様でした。

一同：お疲れ様でした――!!





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第一三話「逆襲★ハピネス」
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あとがき






　昨日の敵てきは今日の友。

　戦せん乱らんの地アルディオン大陸に相応ふさわしい言葉のひとつではないかと思います。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ⑧　逆ぎやく襲しゆう★ハピネス』いかがでしたでしょうか。

　この巻かんでＧＭを担たん当とうした、藤井忍ふじい・しのぶです。




　共に平和を望みながら、そこへ至いたるまでの手しゆ段だんが違ちがうことによって、対立していた『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』の陣じん営えい。それが、グリンダという強力な敵を前にしたことで、共通にして最大の信念のために、手を取り合って戦う……。

　まさに、昨日までの敵が、今日は友となったわけです。

　本ほん巻かんでは、『デスマーチ』のアキナとマルセル、『ゲッタウェイ』のチコとギデオンが、フェリタニア帝てい国こくとアガルタ公国の戦争を回かい避ひするために、奮ふん闘とうすることになります。




　さて、このあとは本書の内ない容ようについて触ふれた、いわゆるネタバレの内容を含ふくみます。

　本ほん編ぺんをまだ読んでいないという方は、うっかり読まないようにお気をつけくださいませ。




●第八話「逆襲★ハピネス」

　今回は『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』のクロスオーバー。しかもそれぞれ別の場所にいるパーティがお互たがいの智ち恵えを駆く使しして戦うという話になりました。

　予定では前半もう少し巻まき気味に進行するつもりでしたが、プレイヤーのノリの良さとイベントの量が相まって、ちょっとパーティーの合流が遅れたかなと反省しています。

　それを救ってくれたのはプレイヤーのアイデアでした。

　改めてＴＲＰＧというのはＧＭとプレイヤーが協力して造つくり上あげていく遊びだと思った次し第だいです。




　シナリオ中にチコとロッシュの関係がどんどん深くなりました。

　これは、チコに自分たちのおかれた立場や、偉い大だいなるヒースの芽を持つことを掘ほり下さげる意図によるものです。チコのプレイヤー緑谷明澄りよくや・あきすみさんが、それを見事に受けてチコというキャラクターを成長させてくれたと思います。

　おかげさまで『ゲッタウェイ』の次巻でチコを心置きなくピンチに追おい込こめるというものです（笑）。




　また今回のシナリオは『デスマーチ』の本来の著ちよ者しやである〝かわたな〟こと田中信二たなか・しんじさんと、『ゲッタウェイ』でシナリオを監かん修しゆうしていただいている鈴吹太郎すずふき・たろう社長の協力なしにはできませんでした。

　特にアベルというＮＰＣの造ぞう形けいはかわたなさんが温めていたものを、快こころよく任まかせていただいたものです。ＧＭとしては彼かれの存そん在ざいのおかげで、『デスマーチ』でエンジェルファイヤーが守る「ピアニィ的なもの」と、『ゲッタウェイ』で戦う「ピアニィ的なもの」の対たい比ひができて満足しました。

　アキナのライオンマスクのデザインは、猫猫 猫先生、かわたなさんと相談して決めました。当初は、小さなライオン天狗のお面をちょこんと頭の横につけるという案も出ました。しかし、かつてないシリアスな展開にアキナが直面するこのエピソードではオモシロすぎるということでボツに。現在のライオンのたてがみを意識したファーをポニーテールに付ける、というデザインに落ち着きました。




　それにしても、終わってみればずいぶん多くの敵が残りました。

　その中でも特筆すべきはミック・ヴィルナーでしょう。最初は特に意い識しきしていなかったのですが、シナリオを作っているうちにあれよあれよの大だい活かつ躍やく。もしかすると、バルムンク・ノヴァや妖よう魔ま勢せい力りよく以上に大陸の平和を脅おびやかす敵なのかもしれません。

　ちなみに、ミックのイメージ元になる人物は鈴吹社長はナポレオン・ボナパルトで、かわたなさんは豊臣秀吉とよとみ・ひでよしなんだそうです。

　豊臣秀吉といえば、Ｐ[image: 180]の〝高松城〟について。ここはかわたなさんのアドバイスで本能寺の急をつげる使者が、敵方の陣と間違えて秀吉の陣に伝令内容を伝えてしまったエピソードをモデルにしています。有名かとは思いましたが（実際マルセルのプレイヤーさんはすぐに気づいています）、念のため解説させていただきます。




●その他

　今回も、読者の皆みなさまからの投とう稿こうを採さい用ようさせていただきました。

『サガ』シリーズ上で、大切で、魅み力りよく的てきなキャラクターたちだと思っています。

　今後もご投稿をお待ちしております！




『サガＫ』から始まった、『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』のクロスオーバーも、本書で終しゆう了りようとなります。

　抱いだく信念は同じであろうとも、選んだ道のりはまったく別。この後は、それぞれの道を歩んでいくことになります。

　ただし、同じ大陸で生きている者同士。自分の動きが、相手へ影えい響きようを及およぼすのは変わらないでしょう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて、ここで少しばかり宣せん伝でんをさせていただきたいと思います。

　現在、『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ　アイテムガイド』が好評発売中です。

　これはいままでルールブックなどに掲けい載さいされたアイテムを一冊にまとめた本です。

　アイテムデータだけではなく、新規アイテムや、新たなギルドサポート《協調行動》や《連係攻撃》などの追加データも掲載されていますよ！




　さらに現在発売中の本をもう一冊ご紹介します。新リプレイシリーズ第一巻、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・キャプテンＲＥＤ①　ＲＥＤ海賊団、出航！』です。

　海賊狩りの海賊〝キャプテンＲＥＤ〟を主人公とする海洋冒険ものなのです。著者はいままで数々のリプレイを手がけてきた田中天たなか・てん先生。ぜひご覧ください。




　続いて、新リプレイシリーズを二本ほどご紹介しましましょう。

　十月、「アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス①　ためらい少女と白き薔薇の刻印』が発売されます。著者は『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズや『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンドシリーズ』の久保田悠羅くぼた・ゆうら先生。アルディオン大陸から遠く離れた別大陸、エリンディルの西方地域で新たな冒険が始まります！

　さらに十一月、『ヴァイス』シリーズの姉妹作品となる『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズが始動。こちらの著者は『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズを始めとして多くのリプレイを執筆されてきた菊きく池ちたけし先生。『デスマーチ』第八巻では、ギデオンとして大活躍でしたね。こちらも必見です！




　最後になりましたが、関係者の方々に感かん謝しやを述のべたいと思います。

　まず、セッションに参加してくださった、プレイヤーの方々。

　酒井香奈子さかい・かなこさん、たのあきら先生、ありがとうございました。

　緑谷明澄りよくや・あきすみさん、菊池たけし先生、『ゲッタウェイ』に戻もどっても、またよろしくお願いします。

　それから、本の制せい作さくに関かかわってくださった方々。

　シナリオ制作を手伝っていただいた鈴吹太郎社長。

　この本の共同著者の田中信二先生。

　かわいい表紙やカット、四コマ漫画を描えがいてくださった、猫猫猫ねこびよう・ねこ先生。

　素す敵てきな挿さし絵えを描いてくださった、ヤトアキラ先生。

　そして、掲けい載さい漫まん画がを描いてくださった渋沢佳奈しぶさわ・かな先生。

　いつも色々と支ささえてくれている家族。

　そして、本書を手に取ってくださった皆さま。

　本当にありがとうございました。また次の本でお会いできることを願っています。





二〇一二年葉月　藤井　忍
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